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　オープニング　夕闇迫る荒野──







　夕ゆう闇やみ迫せまる荒野──。

　天てん地ちの脇わきを風が低く、高く泣きながら走り抜けて行く。

　傷だらけの天地は太た刀ちを持つ手に力を込め、小こ柄がらな敵を見み据すえた。

　そう、女なのだ。

　それも極ごく上じようの美少女だった。

　眉まゆの上で切り揃そろえた黒くろ髪かみ、儚はかなげな眼まな差ざし。

　だが、天地は知っていた。

　外見からは想像もつかないほど危険な相手なのである。

　既すでに何度か投げ飛ばされ、蹴け倒たおされ、踏ふみつけられている天地は苦々しく思った。

　少女の持つ細身の剣が、夕陽を浴びて血に染まったように濡ぬれている。

　ここで必殺剣が使えなければもう勝機はない。

　体力ももう限界だ。

　と、少女が無造作に足を踏み出した。

　今だ！

　天地は太刀を大きく振ふりかぶり、走った。

　そのまま渾こん身しんの力を込めて振り下ろす。

　と、少女の姿が消えた。

　と、思う間もなく飛び蹴りを食らい、天地は思わずよろめいた。

　高い位置からのスピードの乗った蹴りは少女とは思えぬ威い力りよくがある。

　畜ちく生しよう！

　体勢を立て直す、その僅わずかな隙すきに足を払はらわれた。

　はッ、という鋭い気合が耳を打つ。

　天地の胸に馬乗りになった少女は、高々と剣を振り上げた。

「ま、待て！　ちょっとタンマ！」

「問もん答どう無む用よう!!」

　血が霧きりのように吹ふき上げた。

　大自然のお仕置きよ、と勝ち誇ほこったように叫ぶ少女の声に、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな声が重なった。

「下へ手たくそ──っ」




　雨の木曜、昼下がりのことである。

　天地はコントローラーを投げ出し、恨うらめしげに魎りよう呼この顔を見た。

「だから俺おれ、こーゆーの苦手なんだってば」

「情けねえ」

　魎呼は溜ため息をついた。

「おめー、光こう鷹おう剣けんの使い手だろ？　一体何年間修しゆ行ぎようしてるんだよ。もうちょっと間合いを計るとか、防ぼう御ぎよを固めるとかあるだろ？　性しよう懲こりもなく蹴倒されやがって」

　天地は傷ついた。

「指先の修行はしてないんだ」

「そうよ、天地様はあなたみたいに暇ひまじゃないんですからね」

　阿あ重え霞かが敢かん然ぜんと割り込んだ。

「天地様！　わたくしが敵かたきを取って差し上げますわ。魎呼さん、あなたちょっとやり過ぎですわよ！」

　コントローラーを引ったくり、きっと魎呼の顔を見み据すえる。

「いざ、尋じん常じように勝負ですわ!!」

「お姉様がんばれ！」

「魎呼さん、がんばってー！」

　ギャラリーから熱い声せい援えんが飛んだ。

　天地はそろそろと後退し、外野席のソファに這はい上がった。

　画面の中では美少女と甲かつ冑ちゆう美女がコンマ何秒の応おう酬しゆうを繰くり広げている。

「はああ……」

　思わず溜め息が漏もれた。

「宇宙人のくせに、なんでみんなこんなに上う手まいんだ!?」

　ＴＶの前に集まっている女ども、今や柾まさ木き家けの居い候そうろうではなく主人と化している四人の、色とりどりの後ろ頭を見ながら、天地はぼやいた。

　対戦中の二人はご存じ、元宇宙海かい賊ぞくの魎呼と樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇女の阿重霞。

　その二人を後ろで応援しているのは、阿重霞の妹の砂さ沙さ美みと、ギャラクシーポリスの一級刑事、美み星ほしである。

　美星の相棒の清きよ音ねは、バイトに出で掛かけていてこの場にはいない。

「天地殿、またやられたの？」

　天才科学者の鷲羽わしゆうがにやにやしながら振ふり向いた。

「鷲羽さん、また、じゃないですよ。今日はこれが一回戦目なんだから」

　全然説得力のない答えを返す。

「今までの対戦成績から勝率を計算すると」

　鷲羽は宙に浮かんだキーボードを叩たたいた。

「天地殿の勝率は０・０１％。こりゃ奇き跡せきかまぐれの世界に属ぞくするわね」

　天才科学者にきっぱり断言されて、天地は何も言えなくなってしまった。

「ま、何も君が弱いと言ってるわけじゃないのよ。君は人間だからね。この、天才鷲羽ちゃんが作った魎呼の動体視力に負けるのはしょうがないわ」

「そういうもんですか」

「そういうもんよ。気にしないことね」

「でも俺、阿重霞さんにも砂沙美ちゃんにも、美星さんにも勝てないんですよ」

「……そりゃ知らなかったわ。反射神経と動体視力をパワーアップしたい？」

　鷲羽は、嬉うれしそうな顔で身を乗り出した。

「鷲羽ちゃんにお任せすれば、簡単な手術で驚くほど運動能力が……」

「い、いいです」

　天地は慌あわてて手を振った。

　鷲羽がやたら親切になったり、嬉しそうにする時はロクなことがないのだ。

　簡単な手術や改造で壁抜けができるようになったり、新幹線より速く走らされたりするのではたまらない。

「俺、今のままで十分満足してますから。ただ……」

「ただ？」

　鷲羽はまた身を乗り出した。

「ゲームのキャラみたいに強くなれたらちょっといいだろうな、って」

　鷲羽は、俯うつむいたままゲーム雑誌をぱらぱらめくっている天地を一分ほど見つめていた。

　宇宙一の洞どう察さつ力りよくは天地の頭を難なん無なく貫かん通つうし、台所のナベに突き当たって戻ってきた。

「ほほう」

　天地はぎょっとして顔を上げた。

「何がほほう、なんです？」

「遠えん慮りよしなくていいのよ、天地殿。この天才鷲羽ちゃんが何とかしてあげるわ」

「おっ、俺」

　天地は雑誌を取り落とした。

「何にも頼たのんでないですよ！」

「強くなりたいって顔に書いてあるわよ」

「顔!?」

「男として尊敬されたい、尊敬されなくてもせめて正当な評価を受けてみたいってね。ついでに言っちゃえば、枕まくら投なげの枕みたいな扱いを受けなくてすむようにしたいと」

　天地が何も言わないので、鷲羽はさらに付け加えた。

「いや、どちらかと言えばフットボールかしら。もちろん、フットボールは奪い合うことに価値があるんだもの、いくらボールがもう嫌だ、俺のことはそっとしておいてくれって言っても仕方がないわけよね」

　天地の反論を待っている間に鷲羽はまた別の例えを思いついた。

「ボールがあんまりだって言うんなら、壁打ちテニスはどう？　プレーヤーは不動の壁によって自分の問題点を発見し、技ぎ量りようを磨みがいていくのよ。もちろん、ボクシングならサンドバッグがあるし、相撲すもうなら柱があるわ。天地殿、君はこの柾木家の壁であり、柱なのよ。もっと自信を持ちなさいってば」

　天地は頭を抱かかえた。

「どうしてサンドバッグだって言わないんですか」

「いくら私が天才でも、そこまで言うのはさすがに気が引けるわ」

　鷲羽はきっぱりと言い返した。

「俺、玄関の置物でいいです」

「問題点はね……」

　鷲羽は天地の希望を黙もく殺さつし、ここが肝かん心じんとでもいうように声を落とした。

「壁やサンドバッグや柱やフットボールはレベルアップしないってことなのよ。君には確実なレベルアップが必要だわ。その為ためにはまず、プレーヤーにならないとね。どう？　やる気になった？」

「な、何をです？」

　天地は早くも逃げ腰になっていたが、腰を浮かす寸前で踏ふみとどまった。

　確かに、他た力りき本ほん願がんは良くない。

　だが、特訓してゲームに勝てるようにするくらいなら……。

「大丈夫よ。この鷲羽ちゃんに身も心もお任せしなさい。君を柱の如く強く、壁の如く揺ゆるぎない男にしてあげるわ」

　と、その時。

「やりましたわっ」

　勝かち鬨どきの声が上がった。

「敵かたきを取って差し上げましたわよ。天地様、見て下さいな。ほら、やりましたってば！」

　画面の中では甲冑美女がレイピアを手に、一輪の薔ば薇らを放ほうったところだった。

「天地ィ」

　魎呼が情けない声を上げた。

「阿重霞があたしのこといぢめるぅ～。こいつ、ムキになってあたしのことハメやがって。天地、何とか言っておくれよぉ。天地ってば」

　コントローラーを放り出した魎呼は天地に駆かけ寄ってよよと泣き崩くずれた。

「魎呼？　止よせ、くっつくなって」

「ねえ～ン、天地ィ」

　負けたことなどどうでもいいのは明らかだった。

　魎呼の噓うそ泣きを感知した阿重霞が血相変えてやってきた。

「ちょっと！　天地様から離れなさいよ！　負けたくせに卑ひ怯きようですわ。敵を取ったのはわたくしですのよ。天地様、何とか言って下さいな」

　阿重霞が反対側から袖そでを引いた。

「阿重霞さん、俺別に……」

「そーだよな、頼たのみもしねえのに大きなお世話だよな。阿重霞てめー、あたしの天地を引っ張るんじゃねえよ」

「あなたこそ、ガムテープみたいにくっついてないで離れなさいよ！」

「あっ阿重霞さん。魎呼……」

　二人の女にかわりばんこに引っ張られ、天地はついに泣き声を上げた。

「止めてくれっ。服が、ちょっと服が脱ぬげる……」

　もめごとの中心を避さけ、脇わきに移動した鷲羽は冷静な声で呟つぶやいた。

「耐たえるのよ、天地殿。今はサンドバッグでも、そのうちきっといいことがあるわ。この鷲羽ちゃんを信じるのよ」

　その間に砂沙美と美星は仲良く別のゲームを始めていた。

「あっ、そこそこ。砂沙美ちゃんお願いね」

「任して！　ほらっ、やった」

「すっごーい！　砂沙美ちゃんて、ゲームの天才ね」

「美星さんもなかなかだよー」

　画面の中では、ステージをクリアーした二匹のサルが嬉うれしそうに帽ぼう子しを投げ上げていた。







　レベル１　それから三日間は







　それから三日間は何事もなく過ぎて行った。

　鷲羽わしゆうはゲームソフトや攻略本をかき集めて研究室に籠こもり、天てん地ちは天地で畑仕事に忙しく、木曜の昼下がりの約束はほとんど忘れ去られたかに見えた。

　日曜の朝のことである。

「天地殿！　天地殿はどこ？」

　鷲羽が珍めずらしくけたたましい声を上げて居間に現れた。

「鷲羽さん？」

「どうしたんですか？」

　コントローラーを握にぎって、色とりどりのゼリービーンズみたいなモンスターを積み上げていた阿あ重え霞かと美み星ほしが振ふり向いた。

「ついに完成したわ。究きゆう極きよくのプログラム、名付けて《最後の七日間》が！」

「最後の何だって？」

　梁はりに寝そべっていた魎りよう呼こが耳みみ聡ざとく聞きつけて降りて来た。

「なあに、それ？」

　砂さ沙さ美みが台所から顔を出した。

「あんたたち……」

　鷲羽は、わらわらと寄って来た暇ひま人じんの群れを見渡して眉まゆを寄せた。

「人の話に首突っ込む他にやることないの？　私は天地殿を探してるのよ。それとも天地殿だけ働かせて、自分たちは遊んでるんじゃないでしょうね」

「俺おれならここにいますけど」

　台所から布ふ巾きんを手にした天地が現れた。

「すみません、ちょっと手が離せなかったもんで……」

「ほら、やっぱり」

　鷲羽は暇人たちを見回した。

「天地殿はあんたたちの奴ど隷れいじゃないのよ」

「いいんです、鷲羽さん。今日の当番は俺なんですから」

　天地は気弱な笑いを浮かべ、台所に戻ろうとした。

「ちょっと待ちなさいって！」

　鷲羽が指を鳴らすと、研究室に続くドアが現れた。

「君はこっち。約束のものを見たくないの？」

「約束ですか？」

　天地は怪け訝げんな顔をした。

「ちぇっ、もう忘れちゃったの？　天地殿専用のプログラムよ。勇者育成用プログラム。一週間で知力、体力、技能をバランス良くレベルアップし、世界を救うことによって、男として何よりも必要な自信をつけるという、究きゆう極きよくの教育ソフトよ。この天才鷲羽ちゃんが」

　鷲羽は思わず拳こぶしを握にぎり締しめ、ガッツポーズをしてしまった。

「君だけの為ために作り上げた、最高のプロジェクトなのよ。天地殿、必ずや君を男にしてやるからね！」

「へええ──!?」

「まあ、そんな……イヤらしい……」

　いつの間にか鷲羽のまわりには舌なめずりせんばかりの魎呼と、頰ほおを染そめた阿重霞がぴったり張り付いて、話の続きを待っているのだった。

「イヤらしいって、ちょっとあんたたち！」

　鷲羽は犬でも追うようにシッシッと手を振ふった。

「あんたたちには関係ないの。あんたたちがこれ以上レベルアップしてどうすんのよ？　天地殿、ぼさっと突っ立ってないでついておいで！」

「は、はい」

　研究室に入って行った鷲羽の後を、天地は慌あわてて追いかけた。

　その後に暇人の群れがぞろぞろとついて行った。




「これが……究きゆう極きよくのプログラムなんですか？」

　研究室の真ん中に、一ひと抱かかえほどの水すい晶しよう球が置いてあった。

　水晶球が載のっている台座のまわりは配線がのたうち、三台の有機コンピュータに接続されている。

　水晶球はそれ自体の輝かがやきを放ちながら、ゆっくりと回転していた。

　内部は万まん華げ鏡きようのようにきらめいている。

　天地が覗のぞき込むと、多角形のプリズムのようなものがゆっくりと回転しているのが見えた。

「それ自体は入れ物なの。入れ物、というかフィールド。場ね。その水晶みたいに見える表面は、現実世界からの影えい響きようを遮しや断だんしているプロテクトなの。ちょっとあんたたちっ、そのへんのスイッチとかキイとかいじっちゃダメよ！」

　最後のセリフは魎呼たちに向けられたものだった。

「究極のプログラムなんて言ったけど、要は既き製せいのソフトをミックスして、ちょいと味付けしただけのインスタント・シミュレーションなの。一応ＲＰＧ仕立てになってますけどね、まあ臨りん場じよう感だけはたっぷりってとこかしらね」

「それで鷲羽さん」

　天地は伸ばした手を引っ込め、疑い深そうに水晶球を見つめた。

「俺、この中に入るんですか？」

「そう、そうよ。入るという表現は適当でないけどね。転送すると言ってほしいわね。お風呂じゃないんだから」

「入る、じゃなかった、転送されるとどうなるんですか」

「ちゃんとレクチャーしてあげるわよ。これ、触さわるんじゃないってば！」

　水晶のきらめきに見入っていた美星が恐る恐る指を伸ばしたのを見、鷲羽は眉まゆを吊つり上げた。

「だからあんたたちに見せたくなかったのよ。さ、もういいでしょ。行った行った！」

　鷲羽は研究室のあちこちに散らばっている見物人たちを追い立て、天地の背を押おすと最後に後ろ手でドアを閉めた。

　その途と端たん、ドアはかき消すように見えなくなった。

「さてと。ちょっと天地殿を借りるわね」

　鷲羽は天地を引っ張って台所のダイニング・テーブルの椅い子すに座らせ、自分は向かい側に腰を降ろした。

「何も心配することはないのよ。冒ぼう険けんはきっちり一週間。旅立ちの野から始まって、魔王の宮きゆう殿でんで終わるの。もちろん、一週間っていってもゲームの一週間だから、明日の朝までには帰って来れるはずだわ。普通のＲＰＧのようにやればいいのよ。街を回って、情報を仕入れて、次の街に向かう、というようにね。体力回復は宿屋か薬草を使うの。ま、細かいことは最初の街で全て分かるようになってるわ。あんたたち、そんなところで盗ぬすみ聞きしてると授業料払はらってもらうわよ！」

「でへへー」

　頭に魎りよう皇おう鬼きを乗せた砂沙美が顔を出した。「いいなー天地兄ちゃん。砂沙美も行きたいな」

「そこの暇ひま人じん二人！」

　魎呼と阿重霞が渋しぶ々しぶ顔を覗のぞかせた。

「突っ立ってるんだったらお茶でも入れなさいよ」

　お茶が入り、海の苔りあられが山積みになったところで鷲羽は講義を再開した。

「肝かん心じんなことは、向こうに行くと記き憶おくがリセットされちゃうってことなの。もちろん、ホントに消えるわけじゃなくて一時封ふう鎖さね。いちいち柾まさ木き家けのこと思い出して、ニンジンは大丈夫だろうかなんて心配してたら冒険にならないでしょ。まあ、文学的な表現を使わせてもらえば、天地殿は一昼夜で別の人生を生きるわけね。思いっきり好きなことしなさいな。宿屋にはオマケがついてるかもよ」

「何ですの、それ!!」

　こういうことにかけては興こう信しん所じよ並のカンが働く阿重霞が早さつ速そく嚙かみついた。

「冗談よ、冗談」

　鷲羽は人の悪い笑みを浮かべた。

「あんたたちだって天地殿に強くなってもらいたいでしょ。愛と戦いこそが男を成長させるのよ。ここであんたたちにこき使われたり、ニンジン畑を耕したりしてるだけじゃ人は成長できません。日々愛と戦いに身をやつしてるのはあんたたちばっかりじゃないの。まあ、天地殿がそれでいいって言うなら話は別だけど」

「俺……」

　天地は複雑な表情で呟つぶやいた。

「何だかバカにされてるみたいに聞こえるんですけど……」

「そんなことないわ！　伊だ達てや酔すい狂きようで三日もかけてプログラム作るわけないでしょ？　私はねえ、天地殿を見るに見かねて……」

「やっぱり」

　天地は溜ため息をついた。

「俺の人生はわざわざ別の世界へ行かなくても愛と戦いの日々ですよ。でも、ちょっと面おも白しろそうだから行って来ようかなあ」

「えらい！」

　鷲羽はにこにこした。

「それでこそ男だわ。じゃ早速、スタートボタンを押してもらおうかしら」

　鷲羽は例のごとく、亜あ空くう間かんからキーボードを取り出した。

「何にも持っていかなくていいんですか？」

「いいの。と言うより、持っていけないの。ところで、美星殿は？」

「え？」

　天地は台所を見回し、阿重霞と魎呼は顔を見合わせた。

「こっちにはいないよォ」

　砂沙美が居間を見回し、首を振ふった。

「ま、いいか。とにかくスタートボタンを……」

　その時だった。

　その場にいた全員に、何とも気味の悪い感触が走った。

　まるで空間が無理やり掃そう除じ機で吸い込まれるような、次元のボタンがちぎれ飛んだような……読者の皆さんには天地君のかわりに最大限の想像力を働かせて頂きたいのだが……理不尽な感覚が襲おそいかかってきた。

「天地殿、待ちなさい！　これは……」

　異変の原因に思い当たったらしい鷲羽が叫ぶ。

「もう押しちゃいました！」

　天地は泣きそうな声で怒ど鳴なり返した。




　同じ瞬間、どういうわけか研究室に取り残されていた美星は、水晶球の前で盛せい大だいな悲鳴を上げていた。

「やだぁ……私はただ、もっと中身が見たかっただけなのにぃ……」

　水晶球の表面を覆おおっていた透とう明めいな皮ひ膜まくは弾はじけ散り、七つのプリズムのまわり黒い斑はん点てんのようなものが現れた。

　斑点は高速度撮さつ影えいで成長する黴かびのようにどんどん大きくなり、内部に侵しん入にゆうし始めた。

「鷲羽さあん！　これ、どうすればいいの!?　えーい、もうみんな押しちゃうから！」

　涙を浮かべた美星は片っ端ぱしからスイッチを押しまくり、無人の研究室は不気味な唸うなりに満たされた。

　あちこちで爆発……まではいかないが、スパークが起こり、ディスプレイに見知らぬ世界が現れた。

「なあに、これェ……どこのスイッチ切ればいいのぉ!?」

　ディスプレイの中の草原はどんどん拡かく大だいされ、美星に迫せまって来る。

「止まりなさい！　ちょっと、止まって！　撃うつわよぉ」

　美星は泣きながらブラスターを構えたが、もちろん拡大は止まらなかった。

「ああっ、ダメッ！　清きよ音ね、助けて！」

　美星は必死に今押したスイッチを切り始めた。

　と、いきなり体が浮き上がった。

「待ってぇ、まだ全部切ってない……」

　ふっと美星の姿が消えた。

　と、同時に柾木家の台所にいた天地の、魎呼の、阿重霞と砂沙美の姿が消えた。

「誰だれか！　余計なスイッチ押したわね……」

　一瞬遅れて鷲羽の姿が消えた。

　無人となった台所のテーブルの上にはまるで蒸じよう発はつ事件の如く飲みかけのお茶と海の苔りあられが残され、無人の研究室ではスパークの収まったコンソール上で警けい告こく灯とうが点てん滅めつしていた。

　サブ・ディスプレイに共通語の表示が共通語のクエスチョン・マーク付きで点滅している。

　はあい、鷲羽ちゃん。プロテクト解かい除じよしちゃったわ。再プロテクトを行う場合はオール・クリアー・キーを押してね。いい？

　表示されていたのは、そんな内容のメッセージだった。




　清きよ音ねは狙ねらいをつけたワンピースを胸に、阿あ鼻び叫きよう喚かんのようなバーゲン会場を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　バイトの帰り、いつも溜ため息をついて通り過ぎるだけだったフラワープリントの、ロング丈のワンピースである。

　なぜ清音がそんなミスマッチな服を買いに出で掛かけたかというと、バイト仲間の女子大生にこう言われたのが原因なのであった。

「清音さんて、いっつもジーンズかスパッツよねー。スカート持ってないのォ？」

　ロングスカートなど一枚も持っていない上に正直な清音は咄とつ嗟さに返事が出来なかった。

「そっそんなことないけど……」

「えーっ、ウッソぉー！　今度はいて来てよ」

「えっ……でも、動きにくいから……」

「やだぁー、ホントは持ってないんでしょ？」

「う……ううん……」

「ホラ、清音さんと一いつ緒しよに来てクビになっちゃった子、美み星ほしさんって言ったっけ？　あの子けっこう可愛かわいいカッコしてたじゃん？」

（げッ!?　地球の女の子って、良く見てるのね!?）

「あたし、あなたがスカートはいたとこ、どおしても一回見てみたいんだ。なかったら借りておいでよ。それともあたしが貸してあげようか？」

「い……いいのよ。今度はいてくるわ。じゃあまたね」

「お疲つかれさまー。そうそう、あなたがいっつも見てたあのワンピース、今度の日曜のバーゲンに出るわよオ」

「えっ!?」

「もう、付き合い悪いんだからあ。バーゲンは十時からよ。遅れないでね！」

「え、ええ……」

「マジメばっかじゃ人生つまんないわよー。清音さんの話も聞きたいしぃ」

　と、いうわけで清音はファッションビルの一階にある有名ブランドのバーゲンに来ているのであったが、地球人の、それも若い女の子が服に注ぐ情熱の凄すさまじさに圧あつ倒とうされてカルチャーショックを味わっているのであった。

「ねえねえ、これとこれとこれとこれ、どれがいいと思う？」

　清音よりずっと年下の女子大生は、山ほど戦せん利り品ひんを抱かかえてやってきた。

「あたし、一人だとすぐ迷っちゃってェ」

　女子大生は目を輝かがやかせ、真しん剣けんに服の吟ぎん味みを始めた。

「清音さん、そのワンピース着てみれば？　他のはいらないの？　何だか元気ないわねえ、もしかして別のご用とかあった？」

「い、いいえ」

「うそォ。いっつもおうちに真っすぐ帰るから、同どう棲せい中のカレがいるんでしょ？　そう言えば、おうちのこと全然話してくれないのね。カレってどんな人？　誰だれに似てる？」

「あのねえ……」

　清音は機き関かん銃じゆうのような質問責めに辟へき易えきしながら、どうやってこの場を切り抜けようかと頭を巡めぐらした。

　この観察力は一級刑事並だわ。地球の女の子ってあなどれないのね。

「私、家が神社なの。だからお手伝いとか色々あって……」

　まさか、ギャラクシーポリスの刑事です、とも言えない清音はほんのちょっと創そう作さくを混まぜて答えた。

「ええーっ、神社？　どこの神社なの？　今度お参りいくから場所教えてよ。お守りとか安くなる？」

「あ、ほら、試着室空あいたわよ」

　女子大生が振ふり返った。

　と、その時。

　ぐわぉぉぉぉ、という感じの異様な吸きゆう引いん力が清音を襲おそった。

「な、なに!?」
















　感じているのは清音だけのようだった。

「ちょっと待って、これ、お金払はらってない……」

　女子大生が試着室の手前で振り向いた時には既すでに、清音の姿はどこにもなかった。

「清音さん？　どこ行っちゃったのかしら」

　女子大生は余り深く考えずにカーテンを閉め、続く十分の間に、清音のことも手持ち資金のことも忘れ去ってしまった。

「お金……アタシ、ドロボーになっちゃうわ!?」

　清音の声は転送中の情報空間に吸い込まれ、既にこの地球のどこにも届いていなかった。







　レベル２　「……アタシは何ど処こ？　ここは誰!?」







「……アタシは何ど処こ？　ここは誰!?」

　フラワープリントのワンピースを握にぎり締しめたまま、清音は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　見渡す限りの草原である。

　その草原のど真ん中、膝ひざ丈たけぐらいの草の中に清音は立っているのだった。

　着ているものは白のトレーナーに黒のスパッツという、出で掛かけた時の格好である。

　青い空には白い雲が浮かび、その雲が上空の強い気流でどんどん流されていく。

　草原を輝かがやかせていた陽光が流れる雲に遮さえぎられる度たびに、さっと影かげが落ちた。

「……何処なの!?」

　風が吹き渡り、草原が波のようにうねった。

　草の様子などから見れば、地球のどこかには間違いないように見える。

　清音はわけが分からないままハンドバッグの紐ひもをしっかり引き寄せ、ぐるりと辺りを見回した。

　清音の後ろ、ちょうど振り返ったところに真新しい立て看が出ていた。




　《旅立ちの野》




　日本語で、しかも活字でそう記されている。

　清音は五メートルほど離れた立て看の前に歩いて行き、もう一度読んだ。

　立て看としては特に変わったところはない。

　なぜこんなところにあるのかという問題と、立て看が何の支えもなく真っすぐに立っているという事実を除いては。

　清音はわざわざ立て看の裏に回って見たが、裏は裏であった。

　少なくとも、裏表はあるらしい。

「アタシ……」

　悪い夢でも見ているのかしら。

　それとも頭がヘンになったとか。

　清音は手に握ったワンピースに目を落とした。

　これを摑つかんだ時の状況も、一いつ緒しよに行った女子大生の顔もはっきり覚えている。

　それどころか、吸い込まれそうな不気味な感じが襲おそって来た時に、自分が叫んだ言葉もはっきり覚えている。

　そう、このワンピースはこのままでは盗とう品ひんになってしまうのだ。

「ジョーダンでしょ!?」

　清音は思わず怒ど鳴なった。

　ギャラクシーポリスの、それも一級刑事ともあろうこの清音真まき備びがドロボウなんて。

「いいえ、ヘンなのはアタシじゃないわ。この場所よ！」

　声に出して宣言してみたものの、もちろんどうにもならない。

　清音はエリートらしい、論理的な頭脳を巡めぐらせて、少しでもこの異常な事態を把は握あくしようと立て看に寄っかかって考え始めた。

　バーゲンに行ったことが原因とは思えない。空間の歪ゆがみかなんかであれば、アタシだけでなく女子大生も一緒に飛ばされただろうし、アタシだけにこれが起こったっていうことは、誰かが狙ねらってやったと考える方が自然だ。

　その誰かというのは当然アタシのことを知ってて、なおかつ狙った者を別の場所へ飛ばす力を持っている。

　その理由は……!?

　清音はあまりのわけの分からなさにそろそろ腹が立って来た。

　そりゃあアタシは一級刑事だから、今までの捜そう査さ活動で逆さか恨うらみされても不思議じゃないかもしれないけど、こんな大掛がかりなことが出来そうなヤツは思いつかない。

　空間転移能力を持った犯罪者は何人か知ってるけど、指一本触さわらずにいきなり人を転移させるなんて。

　魎りよう呼こさんだってそんなことは出来ないわ。

　と、すれば一体誰!?

　清音は身を起こし、もう一度立て看をしげしげと見た。

「旅立ちの野、ねえ……」

　生あい憎にくゲームというものに興味がなかったせいで、ＲＰＧの常じよう套とう句くには全く素人だった。

　清音は首を捻ひねり、何の手掛かりもない草原を見渡した。

「旅立てば何か分かるのかしら？」

　一人でブツブツ言っているのが恥はずかしくなり、清音は取り敢あえず歩きだすことにした。

　と、突然音楽が鳴り響ひびいた。

　旅立ちに相応ふさわしい、勇ゆう壮そうで少し物悲しいメロディーだった。

　どこから聞こえて来るのか全く分からない。

　清音が驚いてきょろきょろしている間に、勇壮な音楽は長いワンフレーズを三回程繰くり返し、いつの間にか消えてしまった。

「なっ、何よ。何なのよ!?」

　清音は脅おびえ、ハンドバッグの中身を探った。

　何か武器になりそうなもの、反射的にその考えが浮かんだのだ。

　バーゲンに出掛けた時のハンドバッグの中にブラスターが入っているはずもなく、少しでも武器になりそうなものと言えば、コンパクトだけだった。

「……もう！」

　清音はハンドバッグの留め金を掛け、邪じや魔まなワンピースを腰に巻いた。

　ワンピースはくしゃくしゃになるだろうが、片手が塞ふさがっているよりはマシである。

　清音は額にタテジワを寄せて歩きだした。

　何が何でもこの世界を解明して、家へ帰る決心である。

　中天高く上った太陽は一向に傾かたむく気配がない。

　暑くなった清音はトレーナーの袖そでをまくり上げ、立ち止まって汗を拭ぬぐった。

　再び歩きだそうとした時である。

　清音のスニーカーが何か柔やわらかいものを踏んづけた。

「いッ!?」

　何かのフンでないことを祈いのりながら恐る恐る足元を見る。

　と、そこには透すき通るような青色をした、カボチャぐらいのゼリー状の物体がぷるぷると震ふるえているのだった。

「なあに、これ!?」

　清音は気味悪そうに足をどかし、そのゼリーを蹴けり飛ばそうとした。

　その途と端たん、ゼリーは高く跳はね上がり、清音の顔目がけて襲おそいかかって来た！

「うきゃあああっ」

　反射的に手刀でそれを跳ね飛ばし、さっと体の向きを変える。

　間かん髪はつを入れず、二番手が襲いかかって来た。

「とぉッ」

　回し蹴りが決まった。

　三番手、四番手を手刀で叩き落とした清音は身構えたまま、緊張して辺りを見回した。

　叩き落としたゼリー、否いな、モンスターは地面に落ちると煙のように消えてしまい、もう二度と襲って来なかった。

　清音は溜ため息をついて構えを解いた。

「化け物がいるじゃない！　どうして誰も教えてくれなかったのよ!?」

　草原の真ん中で握にぎり拳こぶしを震わせてみても、もちろん答えが返ってくるわけではない。

　清音は憤ふん懣まんやる方ない顔で草むらを睨にらみつけていたが、ハンドバッグからバンダナを取り出し、きりりと額に結んだ。

「そっちがそのつもりなら、こっちだって覚かく悟ごがありますからね！　もう二度と不意打ち食わされるもんですか!!」




「ぷッ……」

　少し離れた草むらの中で、吹き出したような声がした。

「スライム相手におマヌな旅人ねえ。何ど処この誰だか知らないけど、このクレアちゃんがばっちし不意打ちしちゃうわよ」

　緑のシャツに革かわの胴どう着ぎを着け、ミニパンツに編み上げサンダルといういで立ちの若い女盗とう賊ぞくは、ポニーテールの先が草むらから出ないように細心の注意を払はらいながらそろそろと後をつけ始めた。

　清音は怒りが収まらないまま、ばしばし草を薙なぎ倒して歩いていたが、左手の草むらにふと何かが見えたような気がして足を止めた。

「気のせいか……」

　確かに今、黄色いリボンが見えたような気がしたんだけど。

　清音が歩きだすと、左手の草むらで黄色い蝶ちよう々ちようがひらひらと踊おどりだした。

「ふふん」

　清音は横目で蝶々を睨にらみながら、わざとゆっくり歩き始めた。

　蝶々は、清音が止まると止まり、歩きだすと同じ速度でついてくる。

「なんてマヌケなの。誰だか知らないけど、あれで隠かくれてるつもりなんだわ」

　清音は立ち止まると、わざとらしく伸びをした。

「あーあ。ちょっと休きゆう憩けいしようかなー」

　聞こえるぐらいの声で言い、さりげなく背を向ける。

　背後で微かすかに草の揺ゆれる音がした。

　いち、にい、さん！

　突き出されたショートソードをすれすれで躱かわし、清音は追いはぎの手首に手刀を打ち込んだ。

「いっったぁ～い！」

「ちょっとアナタ、一体どういうつもり!?」

　清音は素す早ばやくショートソードを蹴けり飛ばした。

「あ～ん、また失敗しちゃったわ」

　追いはぎはぶつくさ呟つぶやき、くるりと向き直った。

　その手にはナイフが光っている。

「えーとぉ、命が惜おしかったら有り金ぜぇんぶ、置いてってよね！」

「美星!?」

　清音は思わず足を踏み出した。

「美星!!　美星じゃないの！　どうしてこんなとこにいるのよ!?」

「えっ!?」

　今度は追いはぎの方がびっくりして後ずさった。

「あなた、だあれ？　みほしって誰のこと？」

　旅人と追いはぎ、正確に言えば清音と記き憶おくを封ふう印いんされた美星はしばらく無言で睨にらみ合っていた。

「あのー。私、クレアっていうんですけど」

　クレアこと美星はそろそろとナイフをしまい、蹴り飛ばされたショートソードを恨うらめしげに見やった。

「あれ、返してもらっていいですか？　あれがないと私、商売上がったりなんですもん」

「みほ……じゃなかった、クレアさん？　一体どういうお仕事なの？」

「いーえ、お仕事ってほどでもないんですけどぉ」

　美星ことクレアは清音の様子を窺うかがいながら、じりじりと横移動を始めた。

「オヤジがシーフでオフクロもシーフだから、オマエも絶対シーフになるんだって言われてつい……。でも私、何だか向いてないような気がするんですよねー。だってシーフになって三か月、一度も成功したことないんですもん。大盗とう賊ぞくだったおじいさまは絶対大丈夫っておっしゃるんですけどぉ……」

「ちょっと、シーフって盗賊のこと!?」

　清音は思わず美星の肩を揺ゆさぶった。

「何を情けないこと言ってるのよ！　美星のおじいさまは宇宙に名だたるギャラクシーポリスの長官じゃないの！　そしてアンタは九く羅ら密みつ美星、ギャラクシーポリスの一級刑事よ。それがまあ、何が悲しゅうてドロボーなんぞ……」

　清音は思わず目を瞬しばたたいた。

　あんまりだわ!!

　心の中で絶叫する。

　なんてマヌケな追いはぎだと思ったらよりにもよって美星だったなんて！

「しっかりしなさい、美星！　相棒の顔を忘れたの？　アタシはアンタの同どう僚りよう刑事、清音真備よ！」

「キヨネ……!?」

　美星ことクレアは怪け訝げんな顔で眉まゆを寄せた。

「キヨネ、きよね……清音ちゃん!?」

「ちゃんじゃないでしょ!!」

　清音は喜びの余り、美星をぎゅっと抱だき締しめた。

「しっかり思い出した？」

「ギャラクシーポリスの神に誓ちかって！」

　ミホキヨはパチンと手を合わせ、笑い出した。

「でもどうして私、盗賊なんてやってたのかしら？」

　記き憶おくの戻った美星は自分の服を見下ろした。

「やだぁ……私ったら、こんなカッコで歩いてたの？」

「這はってたのよ。黄色いリボンひらひらさせながらね」

　清音は笑いながら美星の肩をパンパン、と叩たたいた。

「ドジでノロマなカメという、世にも珍めずらしい追いはぎだったわよ。おまけに言うことが、えーとぉ、命が惜おしかったら……だもんね」

「そこまで言わなくったって……」

　美星は恨うらめしそうに大笑いしている清音を横目で見た。

「そうやって笑ってるんなら、教えてやんないから。大体、あの時出で掛かけてた清音がどうしてここにいるのよ？」

「あの時って？」

　清音は笑い止め、美星の肩を抱だくように覗のぞき込んだ。

「笑わない？」

「うん」

　清音は頷うなずいた。

「絶対怒らない？」

「ギャラクシーポリスの神に誓うわ」

「あのね、多分……こうだと思うのよ」

　美星は草むらの中に座すわり込んで話し出した。

　鷲羽わしゆうがシミュレーション・プログラムを作ったこと、研究室の水すい晶しよう球、プログラムはＲＰＧ仕立てになっていること、本当は天てん地ちだけ転送することになっていたこと、転送される途と中ちゆうで一瞬だけ天地や魎呼たちの姿が見えたことなど。

「……要するに、ここは鷲羽さんが天地さんの為ために作った世界だって言うわけね。で、どうしてみんな転送されちゃったわけ？」

　美星はもじもじした。

「怒っちゃいやよ」

「早く言いなさいよ」

　清音はもう大体見当はついていたのだが、怒ど鳴ならずに済むかどうか自信がなかった。

「私がどうも余計なスイッチを押したのが原因らしいの」

「どんなスイッチ？」

　清音は猫なで声を出した。

「あのね、やたらメモが貼はってあってね、いじるな、触さわるな、許可のない者は近づくなっていうの。私、水晶球の中のきれいなプリズムが見たくて、これ切れば邪じや魔まなカバーが外れるかと思って……後で良く見たら、プロテクト解かい除じよスイッチって書いてあったのよね」

　清音は首を捻ひねった。

「そういうのって普通、解除するに当たっては二重三重のプロテクトがかかってるはずなんだけど」

「切った後表示が出てさ、パスワードを打ち込め、シークレット・コードを打ち込めって。それで私、適当に打ち込んだわけ。鷲羽ちゃん天才、宇宙一ってさ。そしたら……」

「……ジャック・ポット……」

　清音はいきなり美星の胸むな倉ぐらを締しめ上げた。

「アンタがやったんじゃないの!!」

「ひえ～、お助けぇ……」

　美星は震ふるえ上がった。

「わざ、わざとじゃなかったのよぉ」

「わざわざシークレット・コードを解除するバカがどこにいるってのよ!!」

「わ、悪気はなかったのよ」

「悪気があってたまりますか！」

「ひぃ～ん……やっぱし怒ったぁ～」

　美星がぼろぼろ涙をこぼしているのを見、清音は唐とう突とつに戦意を喪そう失しつした。

「アンタって、そういう子なのよね……。どうしてその才能を井戸掘りとか失うせ物占いに生かさないのか時々不思議に思うわよ」

「そんなこと言ったって」

　美星は啜すすり上げた。

「今からでも遅くないわ。アンタは馬券予想師になってアタシとコンビを組むのよ！　しがない刑事稼か業ぎようなんか止やめちゃって、二人で大儲もうけするの。株に宝くじ、ルーレットにポーカー、金儲けの材料はそこらへんにごろごろしてるじゃないの。アンタも一回、真しん剣けんに職業適性というものを……」

「お金が絡からむと全然ダメなの、清音ちゃんも良く知ってるくせにぃ」

　美星は涙を拭ぬぐい、その手をミニパンツに擦こすりつけた。

「私がデビルウィングに賭かけて何回損したか、覚えてるでしょ？」

「そうだったわ。アンタがデビルウィングに賭けるとエンジェルダストが勝つのよね。アタシがエンジェルダストに賭けるとデビルウィングが勝つんだわ。そうやって何度貴重な給料をムダにしたことか……」

　清音は溜ため息をつくといきなり美星の肩を揺ゆさぶった。

「アンタのせいじゃないの!!」

「き、清音ちゃん、気を確かに……」

　美星は必死に作り笑いを浮かべた。

「ギャラクシー・スーパードッジボールの話は止よしましょうよ。私、鷲羽さんを探すわ。私のせいなんですもん、この世界のどこかにいる鷲羽さんを捕つかまえて、帰り道を聞くのよ！　ね、簡単でしょ？」

　清音はまだ手を離さなかった。

「そこまで辿たどり着くには一体どうすればいいの？　見当ぐらいはついてるんでしょうね？」

　美星はあやふやに首を振ふった。

「ＲＰＧ仕立てだって言ってたから、町を見つけて、情報を集めていけばきっと……」

「その町はどこにあるの？　何ていう町？」

「……攻略本に載のってると思うんだけど」

「…………」

　清音は何も言わずに手を離し、立ち上がると枯かれ草やら草の実やらを払はらい落とした。

「どこ行くの？」

「町を探しに行くのよ。通常任務と同じだわ。片っ端ぱしから聞き込みして、捜そう査さする。ぐずぐずしてると耳引っ張るわよ！」

　美星は跳とび上がり、ショートソードを拾って来た。

「盗とう賊ぞくって、町に入ってもいいのかしら」

「刑事でしょ!?」

「こんなカッコで？」

「ロビン・フッドの弟子みたいだわよ」

　清音は急に思い出した。

「アンタ、ブラスターは？」

　美星はぶんぶん首を振った。

「手に持ってた？」

「持ってたわ。でも、今持ってるのはショートソードにナイフだけなの」

　清音は眉まゆを寄せた。

「記き憶おくが封ふう印いんされた時に装備が変化したわけね。それに、きっちり名前と設定がついてたってことはこの世界のキャラクター、それも天地君が出会うことになっていたポイントの人物に割り振られた可能性が高いわ。ということは、魎呼さんたちもこの世界で、要所要所のキャラクターになってるってわけ。どう？」

「俗に言う、イベント・キャラっていう奴やつね。清音ちゃん、すっごーい！」

「なに、初歩的な推理だよ。ワトソン君」

　清音はまんざらでもなさそうにニヤリと笑い、ハンドバッグを肩に掛かけ直した。

「行くわよ、美星！」

「おーっ！」

　ミホキヨは、旅立ちの野を後に歩きだした。







　レベル３　旅立ちの野から一時間







　旅立ちの野から街かい道どう沿ぞいに一時間ほど歩くと何かきらきらしたものが見えて来た。

「清きよ音ねちゃん、私……足痛い。オナカも空すいたし喉のども渇かわいてるぅ」

「はいはい。あともうちょっとよ。アタシ、スニーカーでホントに良かった。これでハイヒールだった日にゃ、今頃冒ぼう険けん止やめてるわ」

　清音は持久力ゼロの元盗とう賊ぞくを励はげましながら、彼方かなたに光る金色の塔とうを見、目を細めた。

「あれきっと、お城かなんかよ。城下にアタシたちの目指す町があるわ。間違いないわよ」

「コンビニあるかなー。ドーナツ屋さんとケーキ屋さんもあるといいなー。牛丼屋さんとお寿司屋さんはどうかしら。蕎そ麦ば屋もいいわよねえ。天てん麩ぷ羅ら屋も捨て難いし、ステーキハウスってのも歓迎だわ。あっそれから、ラーメン屋さんとカレー屋さんも」

「アンタねえ」

　清音の額にタテジワが寄った。

「そういう不毛な空想してて楽しい？」

「だってゴハンが食べたいんだもん」

　美み星ほしは涙ぐんだ。

「チョコレート一枚持ってないわ。お菓子とお弁当のない遠足なんて、海のない海水浴みたいなもんよ。清音ちゃん、何か食べるもの持ってなあい？」

　清音はハンドバッグを開け、首を振ふった。

「ジンタンしかないわ」

「ジンタン？」

「子どもには辛からくて食べられないものよ」

　清音は不意に、もっと重要なことを思い出した。

「アンタ、お金持ってる？」

　美星はびっくりして立ち止まり、服のあちこちを探った。

「持ってない」

「やっぱり」

　清音は頷うなずきながら財布の中を改めた。

「一枚……二枚……ちゃんと入ってるわ。問題はこのお金が使えるのかっていうことよ。この世界の通つう貨かは何なのかしら」

「えーと」

　美星は眉まゆを寄せた。

「ダメだわ。クレアじゃなくなったら、そういう記き憶おくも全部消えちゃったみたい」

「もしこのお金が使えなければ、アタシたち一文なしよ」

「そんなぁ」

　盗とう賊ぞくスタイルの美星が両手の握にぎり拳こぶしを口元に当てて目を丸くしている構図はギャグにしか見えなかった。

「ハンバーガーは？　お寿司は？　ドーナツは？」

「道端に空あき缶かん置いて座るしかないわね」

「それが冒険なの!?」

「アタシに言わないでよ。おなか空いてるのはアンタだけじゃないんだから」

　それからしばらくの間、二人は黙もく々もくと歩き続けた。

　清音がトレーナーを脱ぬいでＴシャツ一枚になり、美星がこれ以上一歩も歩けないと思った時、町の入り口が現れた。

「着いたわ」

　清音は真しん鍮ちゆうの門を見上げ、赤しやく銅どう色に磨みがき込まれたプレートを読んだ。

「太陽の町。どうりで暑いわけだわ」

「なんかいい匂いがする！」

　美星はたちまちしゃんとなり、清音の手を引っ張って駆かけ出した。

「ヤキソバの匂い！　フライドポテトとソーセージの匂い！　コーヒーの匂い!!」

「ヤキソバ!?」

　門をくぐって十歩も走らないうちに、ミホキヨはタッグを組んで一人の青年をラリアットしてしまった。

　もちろん、大通りの真ん中を手を繫つないで走っている方が悪いのである。

「……いってー……」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに尖った耳という、典型的なエルフ顔の優やさ男おとこは何が起きたのか分からないと言うように頭を振ふった。

「あっ、スミマセン……」

「大丈夫ですかぁ？」

「……うー……」

　両方から引っ張り起こされた青年は、かわりばんこにミホキヨを見た。
















「これは珍めずらしい。冒険者かい？」

　ミホキヨは顔を見合わせた。

「珍しいとおっしゃいますと？」

「その服。武ぶ闘とう家かなんかだろ？　君は盗とう賊ぞくかな？　この平和な世の中でスカートはいてない女の子と言えば、冒険者に決まってるじゃないか」

「平和なんですか？」

　清音は目を瞬しばたたいた。

「あのー、悪い魔法使いやおっそろしいドラゴンなんかは？」

「いるよ。でも町にはいない。ドラゴンだってテリトリーがあるし、町と町の間は魔法のゲートで繫がれているから、ぼくら一般人は荒野や岩山を通らなくてもいいんだ。わざわざ面めん倒どうを求めに行くのは冒険者だけだね。モンスターで困っている人もいるし、名めい誉よやお金を求める奴やつもいるからそれはそれでけっこう需じゆ要ようがあるんだ。それじゃ……」

　行きかけた青年の腕を清音がはっしと摑つかんだ。

「あのっ。すみませんがこのお金使えるかどうか見てもらえます？」




　露ろ店てんの片かた隅すみでミホキヨはモノも言わずに山盛りのフライドポテトをコーヒーで流し込んでいた。

　青年は自分の財布の中身が見知らぬ女たちの口の中に消えて行くのを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「ホントに申し訳ないですわ、ピートさん。ハンバーガーだけじゃなくて、チキンにポテトにコーヒーまでつけて頂けるなんて」

　清音は上品に唇くちびるを拭ぬぐい、にっこり微笑ほほえんだ。

「い、いえいえ……」

「何にもお返し出来なくて、ホントに申し訳ないと思ってますの」

「別にそんな積もりでは……」

「ね、私の言ったとおりだったでしょ？」

　美星は指の油をなめながらにっこりした。

「ちゃんとハンバーガー屋さんがあったじゃない」

「呆あきれちゃったわ」

　清音は露店の外を見やった。

「町も人もファンタジーだっていうのに、アンタの食べたいものがみーんな揃そろってるなんて」

「ところでピートさん」

　美星はまだにこにこしたまま振ふり向いた。

「おなかも一杯になったことですし、良かったら町を案内して頂けますぅ？」




　ピートはきゃあきゃあはしゃいでいる女二人に両脇を固められ、自分がどうしてこんな事態に陥おちいったのか真しん剣けんに悩んでいた。

　二人の女……美星の方はローラ・アシュレイのワンピースにマーガレットのコサージュつきの帽子、手にはバスケットで足元はショートブーツという装備に変わっており、清音の方はトレーナーの替わりに腰に巻いていたフラワープリントのドレスを装備し、手には買ったばかりのアイスクリームを持っていた。

「ピートさん、あなたってホントにいい方ね。見ず知らずの私たちにゴハンを食べさせてくれて、町を案内してくれた上に、買い物までつき合って下さるなんて。私、なんだか初めて会ったって気がしないわ」

「ホント……どうしてだろう!?」

　ピートは殆ほとんど空になった財布の中身を思った。

「僕、何だか君たちを放っとけない気がして……で、この町には観光に来たんですか？」

「それなのよ」

　美星が頷うなずいた。

「私たち、人を探してるの。鷲羽わしゆうちゃんていう天才科学者で、ちょっと子どもみたいに見えるんだけど、ホントは二万歳でとーっても性格が歪ゆがんでてイジワルでいっつも私のこと怒ど鳴なるの」

　ピートは目を瞬しばたたいた。

「あっ、あの、違うのよ。ちょっと、美星！」

　清音は慌あわててフォローにかかった。

「私たち、別の町から仲間を探しに来たの。鷲羽という名に聞き覚えはない？」

「鷲羽……？」

「多分、有名な人だと思うんだけど」

「この町にはいないと思うなあ……科学者って？」

「えーと、そのー……」

　清音は返答に詰つまった。

　ファンタジーの世界で科学を説明するほど空むなしいことはない。

「科学者っていうのはね、ワケ分かんないこと言ったりやったり、研究室に籠こもってとんでもないもの作ったりして、面めん倒どうを増やす人のことなの」

「ああ、ウイザードか」

　美星の説明にピートはぽんと手を打った。

「魔法使いだろ？　魔法使いを探してるならこの僕がそうだよ」

「ええー!?」

　二人の女は同時に両手の握にぎり拳こぶしを口元に当て、驚きのポーズを作った。

「あなたが!?」

「ただの人じゃなかったの!?」

「……魔法学校の学生なんだ」

　ピートはちょっと傷ついた顔で答えた。

「で、君たちは何なんだい？　どっから来たんだい？　ここまで尽つくしたんだから聞かせてもらう権利があると思うな。それとも何か、他の見返りがあるのかい」

「他の見返りって？」

　美星はきょとんとした顔でピートを見返した。

「それはだね、例えば……」

　ピートは辺りを見回した。

「あそこに宿屋があるのが見えるだろ？　僕の財布の中にあったありったけの真心に対して、ほんのちょっとだけお返しをしてくれるとか……ああっ、一体僕は何を言ってるんだ!?」

　ミホキヨは頭を抱かかえてしゃがみこんでしまったピートを見下ろし、顔を見合わせた。

「今の言葉は忘れてくれ。一文なしのいたいけな少女たちにまるで悪の魔ま導どう師しのような下げ劣れつな欲望を抱いだくなんて。品性を貶おとしめるような言動はすまいと心に誓ちかったばかりなのに」

「あの……ピートさん？」

　美星は恐る恐る声をかけた。

「何だか分かりませんけど、このご親切は決して忘れませんわ。お金はいつか必ずお返しします」

「そうですわ。無事元の世界に帰る日までにはきっと……」

「元の世界？」

　ピートは顔を上げた。

「元の世界って君たち、まさか違う世界から来たって言うんじゃ……」

　青年の不安そうな顔を見たとたん、清音は言うんじゃなかったと思ったが、もう遅い。

「ピートさん、思い切ってお話ししますけど、アタシたち、どうしても鷲羽っていう人を探して家に帰らなきゃならないの。アタシが持ってたお金は地球という世界の、日本という国のお金なのよ。アタシたち、旅立ちの野からまっすぐ歩いてやっとここに辿たどり着いたばかりなの」

「地球……日本……旅立ちの野だって!?」

　ピートはすっくと立ち上がった。

「大変だ！　今すぐお城へ行かなくては！　どっちが勇者か分からないけど、とにかく早く！」

「あの……待ってよ！」

　ミホキヨはスカートの裾すそをひらひらさせながら、全速力で走って行くピートの後を追って走りだした。

「どうしてそん、なに大変なんです、か？」

「この世の終わりだ、からです！」

　ピートは息を切らしながら怒ど鳴なり返した。

「旅立ちの野から勇、者来たりて太陽の門をくぐりし時、この世に破は滅めつが訪おとずれる、すなわち最後、の七日間の始まりなり。要するに」

　ピートは胸を押さえて立ち止まり、息を継ついだ。

「伝説に言う、滅ほろびの日が来たんです」

「ちょっと待ってよ、どうしてアタシたちが来ると世界が終わっちゃうワケ!?」

　やっと追いついた清音は逃亡中の犯人を捕つかまえるようにピートの服の裾を摑つかんだ。

「魔王が復活するからですよ！」

　ピートは清音の手を振ふり切ってまた駆かけ出した。

「皆さーん、道を空あけて下さーい！　勇者が、ダブル勇者が現れましたー」

　と、賑にぎやかだった町の広場が一瞬静まり返った。

　次の瞬間、テロ事件が起こったような騒ぎになった。

「勇者が!?」

「勇者だって!?」

「二千年も平和が続いて来たというのに」

「勇者がダブルだって!?」

「ああっ、三十年ローンで家を新築したばっかりなのに！」

「一人でも恐ろしいのに二人も現れたら一体どういうことになるか……」

「まだ三つになる私の娘は!?」

「せっかく軌き道どうに乗った商売が……」

「あっこら、食い逃げー！」

「どうせ世界は滅びるんだー」

　悲鳴と怒ど号ごうの渦うず巻まく広場をミホキヨと学生魔法使いピートはかき分け、駆け抜け、躓つまずきそうになりながら走って行った。

「つ、着きました」

　大きな跳はね橋の前でピートは立ち止まった。

「ここがシャムシエル王のおわす黄金城です」

　ミホキヨは、取り敢あえず呼吸を整える間無言で跳ね橋の向こうにきらきら光る城を見上げていた。

「ようこそ、お嬢さん方」

　跳ね橋の前にハルバードを持って控えていた双子の警備兵が重々しく誰すい何かした。

「黄金城に何か御用かな」

「緊急事態なんです」

　ピートが進み出た。

「一刻も早く王にお目通り願いたい」

「して、その訳は？」

「僕は魔法学校のピート、この二人は旅立ちの野から来た勇者なんだ！」

「何と!?」

　二人の警備兵は驚きの余りハルバードを取り落とすかに見えた。

「しばし、しばし待たれよ。この場から動くなよ。とにかく俺おれ、聞いてくっからよ」

　どうやら取り乱した余り警備兵に相応ふさわしい言葉遣づかいを失念したらしい男は、相棒に頷うなずきかけるとあたふたと走って行ってしまった。

「勇者!!　そんな馬鹿な！」

　取り残された方は神経質に両手を握にぎり締しめ、遠ざかって行く相棒とミホキヨを交互に眺ながめていたが、ようやく次の言葉を思いついたらしく、ハルバードの柄つかで敷しき石いしをどんと突いた。

「冗談も休み休み言われよ！　こんな可愛かわいいお嬢さん方がどうして勇者なのだ!?　謁えつ見けんの間に掛かかっているタペストリーにはちゃんと男の勇者が描かれておるぞ！　地球国、日本村から来た丸顔の少年がな。予言と違うではないか。それとも偉い大だいなるミングラー・カオス様からシャムシエル一世が直接賜たまわったと言われるタペストリーが冗談だと申すのか!?」

　ミホキヨは呆あきれて顔を見合わせた。

「どうしよう清音。何だか分かんないけどこの人怒ってるみたい」

「怒ってるんじゃなくて、アタシたちのこと疑ってるのよ、きっと」

　清音は覚かく悟ごを決めて警備兵に向き直った。

「ちょっと、そこの兵隊さん。アタシたちだって何だか全然ワケが分かんないんですけどね、一々大騒ぎされるのはもうゴメンだわ。勇者って、城門で足止めされるものなの？　もし違ってたら王様に怒られるのはアナタで、アタシたちじゃないんですからね。別に案内はいらないからさっさとここを通してよ。それともアナタ、勇者と張り合おうっていうの？」

　ビシッと決めポーズを作る。

　花はな柄がらのワンピースじゃなければバッチリ決まったところだったが、警備兵は気け圧おされて一歩下がった。

「拙せつ者しやはただ、職務に忠実に……」

「アタシたちには勇者の使命があるのよ！　邪じや魔まするとタメにならないわよ！」

「ちょっと、キヨちゃん……」

　勇者の二文字を入場チケットのごとく振ふりかざしている清音の袖そでを美星が引っ張った。

「いいのよ、美星。勇者になっちゃえば王様のお墨すみ付きでどこでも行けるでしょ？　これからこの世界を旅しなきゃならないんだから、特典は多い方がやりやすいわ」

　清音は小声で言い返し、再び警備兵に向き直った。

「どうなのよ!?」

「せ、拙者の一いち存ぞんでは……」

　警備兵が板挟みの苦悩に陥おちいった時、城門の方からさっきの警備兵が走って来た。

「勇者様！　大変失礼をば致しました。確かにあなたさまは勇者でございます。謁えつ見けんの間で王がお待ちになっておられますです。そちら様もご一いつ緒しよにご案内申し上げます。さ、どうぞ」

　拳こぶしを振り上げた清音の前でコメツキバッタのようにヘコヘコしながら、警備兵は啞あ然ぜんとしている相棒をつついた。

「おいっ、何突っ立ってるんだ。勇者様の御おん前まえだぞ。さっさとご挨あい拶さつせんか！」

「あ、ああ……」

　双子の片割れはびっくりしたように頭を下げた。

「申し遅れまして、こいつはディーと申します。拙者はダムでございます。どうぞ拳をお下ろしになって、ついて来ておくんなさい」

　双子のダムとディーはがちゃがちゃと鎧よろいを鳴らしながら跳はね橋を渡り、城門の前で立ち止まった。

「何なのよ、一体!?」

　戸と惑まどった清音がピートに囁ささやきかけた時だった。

「勇者様の御お成な──り──！」

　巨大な真しん鍮ちゆうの扉が軋きしみながら内側に開かれた。







　レベル４　城門をくぐった途と端たん







　城門をくぐった途端、壮そう麗れいなファンファーレが鳴り響ひびいた。

　遥はるか向こうにきらめく黄金の玉ぎよく座ざまでの道どう程ていには深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷かれ、近この衛え兵へいや紳しん士し淑しゆく女じよたちがずらっと並んで勇者の謁えつ見けんを見守っている。

「すっ……ごーい……ホントに映画みたい……」

　美み星ほしは天使の群れ飛ぶ天てん井じよう画がを見上げ、紳士淑女たちの後ろの肖しよう像ぞう画がを見渡し、貴婦人たちのドレスにちりばめられた宝石にひかれて道を踏ふみ外しそうになった。

「美星っ。まっすぐ前見てっ」

　清きよ音ねは慌あわてて美星のポニーテールを引っ張り、長い長いバージンロードをずんずん歩きだした。

　その後ろを心配そうに眉まゆを寄せたピートが続く。

「よくぞ参られた。異世界から来たりし勇者よ」

　沈ちん痛つうな声が響いた。

「我こそは黄金城の主、シャムシエル二十三世じゃ。黒くろ髪かみの女勇者よ、名は何と言う？」

「わたくしは清音と申します」

　清音は礼儀正しく一礼した。

「美里でぇす！」

「王様にはご機嫌うるわしゅう、シエラ魔法学院のピートです」

　挨あい拶さつが一通り終わったところで初老の王様は深い溜ため息をついた。

　その溜め息の深さと言ったら、もう少しで自分を吹き飛ばしてしまうかと思われるほどだった。

「して、勇者とその仲間たちよ」

　王様は闇やみ夜よのトイレより暗い声で呟つぶやいた。

「何な故ぜわしの代になって突然現れたのじゃ。何故おとなしく伝説のタペストリーに収まっておらなんだ。それも、今朝になって突然代役とは一体どういうことなのじゃ!?」

「代役ですって!?」

　清音は啞あ然ぜんとした。

「昨日までこの勇者のタペストリーには丸顔の少年が収おさまっておった」

　王様は玉ぎよく座ざの後ろに掛かかっている大きなタペストリーを指さした。

「サムイとかいう胴どう着ぎを着た気の弱そうな少年じゃ。二千年間ずーっとそうだった。だが今朝下働きのメイドがハタキをかけに来たら、スライムを蹴けり飛ばしている女に変わっておったのじゃ。わしは何かの冗談かと思った。よっぽどこいつをぐるぐる巻きにして、倉庫に放り込んでやろうかと思ったぐらいじゃ。その女はずんずん歩いて行ってやがて太陽の門に辿たどり着いた。昼食が始まる頃には、花模様のドレスに着替えておった。そして、さっき見た時には門番に拳こぶしを振ふり上げておったのじゃ」

「…………」

「今はわしの前に立っておる」

　清音はタペストリーを見上げた。

　バックに日章旗みたいな集中線を従え、フラワープリントのワンピースで大見み得えを切っている自分の、お笑いにしか見えない姿がそこにあった。

「やだぁー、足ががに股またになってるぅ。清音ってば、超恥はずかしーい」

「美星っ」

　美星は真っ赤になった清音のパンチをひょいとかわした。

「王様！　これには深い理由が……」

「さもありなん」

　王様は疲つかれたように頷うなずいた。

「お前が代役だろうと女だろうと、わしゃどうでも構わん。問題は、どうして今日なのかということなのじゃ！　いいか、今日から七日後、わが国では戴たい冠かん式しきが行われる。同時に結婚式も執とり行われる。新国王が誕生してわしはめでたく引退する。後は悠ゆう々ゆう自じ適てきの毎日じゃ。それが勇者よ、そなたが現れたお陰かげで全部パーじゃ！　今この瞬間にも、地下迷めい宮きゆうの奥深くで魔王が目覚め、世界は破は滅めつの予感に震ふるえておるに違いない。これを不幸と言わずして何と言うか。晴天の霹へき靂れきとはこのことじゃ。おお、何という不運！　何という貧乏くじ！　勇者よ、そのようなわけでわしは今、悲しみに打ちひしがれておるのじゃ」

「あのー」

　喋しやべり倒されて言葉も出ない清音に代わって、美星がおずおずと進み出た。

「ちょっと聞いてもいいかしら。この世界では、勇者が現れると魔王が復活しちゃうんですか？」

「そうじゃ」

　王様も喋り疲れたようだった。

「勇者って、世界を救ったりしないんですか？」

「普通はそうじゃ」
















「そんなら私たちが魔王を倒せば別に世界は滅ほろびなくて済むじゃない？」

「それは新しい冗談か？」

　王様はぐったりして玉座に寄りかかり、ローラ・アシュレイのワンピースを上から下まで眺ながめ回した。

「荒野に一歩足を踏ふみ入れた途と端たんに、ドラゴンの鼻息に吹き飛ばされるのがオチじゃ」

「まあ、失礼ね！」

　美星は腰に手を当てて王様を睨にらみ返した。

「王様って、勇者に泣きついて世界を救ってもらうものだと思ってたけど。勇者ってね、お母さんに起こされてお城に行って、支し度たく金きんは宝箱に入ってて、イイエっていうとハイって言うまでしつこく同じこと聞かれて、モンスターとかやっつけるとじゃんじゃんお金がもらえて、人んちの引き出しや壷つぼなんかどんどん開けちゃっても何にも言われないのよ。だから私、勇者って何でも出来るんだと思ってたのに」

「ここは法ほう治ち国家じゃ」

　王様はうんざりしたように言い返した。

「お前の言ってることは山さん賊ぞくか空あき巣す狙ねらいとしか思えぬわ。そんな細腕で一体何が出来る？　大体お前の職業は何じゃ。家事見習いか？　店の売り子か？　皿洗いになら雇やとってやっても構わんぞ。そこの勇者よ、お前はちょっとばかりましなようだから剣の稽けい古こでも弓でも好きにやるがよい。七日後に魔王が城門をノックしたら、ちょっと出て戦ってくれればいいんじゃ。もう下がって良いぞ」

　王様は力無く手を振ふった。

「この世は終わりじゃ。わしゃもうどうでも良くなったわ」

「ええ──ッ、そんな投げやりな!?」

　美星は思わず両方の握にぎり拳こぶしをしっかり口元に当て、瞳ひとみをうるうるさせた。

「世界が滅びちゃってもいいんですかぁ!?　魔王をやっつけなくってもいいんですかぁ!?　そしたらあたしたち、おうちに帰れなくなっちゃうじゃない。せっかく戦ってあげるって言ってるのにぃ、武器も何にもくれないんですかぁ!?」

「わしの方は世界がなくなっちゃうんじゃ」

　王様は立ち上がる元気もないようだった。

「剣でも鎧よろいでも好きに持って行くが良い。わしゃもう寝る」

「えええ──ッ！」

　美星は玉ぎよく座ざに駆かけ上がり、王様をガクガクと揺ゆさぶった。

「困りますぅ！　王様がしっかりバックアップしてくれなきゃ冒ぼう険けんが出来ないじゃない!?　ほら、魔王だって話せば分かるかもしれないしぃ、私、人のこと泣き落とすのうまいんですぅー。いざとなったら魔王なんて泣き殺しちゃえばいいんだから。私たち、ギャラクシーポリスでは無敵のミホキヨ・コンビって呼ばれてるんですよぉ。ちょっとは信じて下さいってば！」

「もういいわよ、美星！」

　額にタテジワを寄せ、バックに暗雲を漂ただよわせた清音が遮さえぎった。

「こんな情けない世界、滅ほろびちゃえばいいのよっ。魔王、魔王って、戦いもしないでへろへろになってるだけじゃないの！　アンタのケチな剣なんかいらないわ。アタシは素す手ででも戦いますからねっ。アンタなんかそこで震えてらっしゃい！　大体、勇者が来たっていうのにこの国は何やってるのよっ」

　と、その時。




　ゴゴゴゴゴォォォォ……。




　不気味な地鳴りが響ひびいた。

　清音は拳を振ふり上げたまま一瞬固まった。

「な、何よ!?」

「魔王が……」

　はらはらしながら成り行きを見守っていたピートの顔が引き締しまった。

「……魔王が目覚めようとしてるんです」




　ゴゴゴゴゴォォォォ……。




　再び地鳴りが響いた。

　足元に気味の悪い振動が走り、ステンドグラスがびりびりと震ふるえる。

　マネキンのようにおとなしく並んでいた紳しん士し淑しゆく女じよたちの間にざわめきが広がった。

「……魔王じゃ。滅びの七日間が始まったのじゃ！」

　王様はついに頭を抱えてしまった。

「勇者よ。もう何も言うな。わしゃせめて心静かに短い余生を送りたいんじゃ。黙ってこの国を出てってくれ。金は後で侍じ従じゆう長にでも届けさせよう」

「何よっ。地震ぐらいナマズだって起こせるわ！　地鳴りの一つや二つ、何だって言うのよ!?　そんな根こん性じようで良く国が治めて来られたわねっ。アンタがそんなにヘッポコだから町の人たちもたかが勇者が走ったぐらいで混乱しちゃうのよ。行きましょう、美星！　こんな国、救ってくれって言ってもお断りですからね！」

　清音はくるりと踵きびすを返すと、ずんずん歩きだした。

「キヨちゃん、待って！」

　美星が慌あわてて後を追う。

「お、王様……何だか申し訳ないことに……」

　ピートは遠ざかる二人を気にしつつ、王の前に跪ひざまずいた。

「良いのじゃ、ピート。あの二人に伝えてくれ。魔法のゲートは町外れだとな」

「は……」

　ピートは立ち上がった。

「お──いっ。待ってくれ────」

　次の瞬間、近この衛え兵へいですら走ったことのない長い長い絨じゆう毯たんの上を、ピートは全速力で走って行った。

「ふっ……」

　その一部始終を柱の陰かげから腕組みして見つめていた男がいた。

「面おも白しろい……実に面白い。勇者の代役とはな。この世に生を受けて二十九年、やっと面白そうなことに出会えたぞ」

　輝かがやくような金きん髪ぱつの男は無造作にマントを跳はね上げると素す早ばやく柱の陰に消えた。







　レベル５　清きよ音ねさーん、美み星ほしさーん







「清音さ──ん、美星さ───ん」

　ピートは必死に二人の後を追いかけていた。

「どこ行くんですか──。待って下さいってば……」

　清音が急に立ち止まったので、ピートは危あやうく鼻をぶつけるところだった。

「許せない……」

「え!?」

「許せないわ!!」

　清音は額にくっきりと二本のタテジワを寄せて拳こぶしを振ふり上げた。

「アタシは勇者よ!!　どうして王様に足あし蹴げにされなきゃならないのよ!?　そんなにこの国は滅ほろびたいわけ？　だったらアタシが滅ぼしてやるわ！　魔王が何よ。女勇者をバカにするんじゃないわよ!!」

「き、清音ちゃん、ちょっと違うんじゃない!?」

　美星は必死に宥なだめにかかった。

「私たち、鷲羽わしゆうさんを探しておうちに帰るのよ。別にこの世界を救いに来たんじゃないんだってば。天てん地ちさんやリョーコさんや阿あ重え霞かさんはどこにいるの？　一週間後の魔王なんか構ってるヒマはないんだって。ね、取り敢あえず聞き込みを……」

「は……!?」

　勇者清音は空を振り仰あおいだまま凍こおりついた。

　そろそろと拳を下ろす。

「そうだったわ。アタシ、何言ってんのかしら!?　魔王なんかどうでもいいんだわ。一刻も早く鷲羽さんを探さなきゃならないっていうのに、もう一日無む駄だにしちゃったじゃないの。美星っ。お金は？　身分証明書は？　この町出るのに他になんかいる？」

　美星は力無く首を振った。

「……さあ」

「さあって……アタシたちお城に何しに行ったんだっけ？」

「王様を怒ど鳴なり倒して来たのよ」




　ひゅるるるる……。




　街かい道どうの真ん中を無む情じようの風が通り過ぎて行った。

「ど、どうしよう……アタシたち、文無しの上にお尋たずね者だわ……」

「勇者じゃないんですか!?」

　ミホキヨはぱっと振ふり向いた。

「ピートさん!!」

「やっと気づいてもらえましたか。取り敢あえず王様の伝言を届けに来たんですけど」

「伝言？」

「月の谷に行く魔法のゲートは町外はずれにあるからって」

「それだけ？」

「それだけです」

　街道の真ん中に今度は沈ちん黙もくの帳とばりが下りた。

「……取り敢えず、僕の部屋に来ますか？　学生寮りようですけど」




　それから十五分後、ミホキヨとピートはシエラ魔法学院の敷地内にある、学生寮の二〇一号室にいた。

　夏休み中だそうで、学生の姿は殆ほとんどなかった。

　窓の外には緑の芝しば生ふと心ここ地ち良さそうな影かげを投げかけている木々が見える。

　蟬せみ時雨しぐれが降り注ぎ、清音は遥はるか遠い柾まさ木き神社の境けい内だいを思い出した。

「麦茶しかないんですけど」

　ピートはグラスを三つ、お盆に載のせてミニ・キッチンから戻って来た。

　三人は冷えた麦茶を飲み、しばらく人けのないキャンバスを見下ろしていた。

「すみません、清音さん。僕、あなたたちが旅立ちの野から来たって聞いて、すっかり勘かん違ちがいしちゃって……」

「……ヘンね」

　清音は眉まゆを寄せて呟つぶやいた。

「お城に入った途と端たん、何か不思議な力が漲みなぎったのよ。アタシは勇者、世界を救う勇者なんだってね。アナタに勇者だって言われたからじゃないわ。入る前はただ、勇者って言えばこれからの旅が有利に運ぶかと思っていたんですもの。ねえ、ピートさん、話してちょうだい。タペストリーって何なの？　この世界は何というの？」

「ホントに何にも知らないんですか？」

　ピートは目を見開いた。

「じゃあ、やっぱり別の世界から来たんですね。この世界はハーツイーズ、七つの地域から成り立っているんです。ほら」

　ピートは壁かべに張ってある地図を指さした。

「月の谷、炎ほのおの山、恵めぐみの湖……ゲートを使えば一日で回ることだって出来ますよ。その鷲羽さんとかいう人は、この七つの町のどこかにいるに違いありません。他にもお仲間がいるんでしたっけ？」

「ええ。天地、魎呼、阿重霞、砂さ沙さ美み、鷲羽……この名前のどれかに聞き覚えはない？」

　ピートはしばらく眉を寄せて考え込んでいたが、首を振ふった。

「みんなあなたたちの世界の人なんですか？」

「そうなの。ちょっとした手違いでね」

「手違い？」

「ええ。ホントなら、この世界に勇者として現れるのは天地さんだったはずなのよ」

　清音はハッとした。

「タペストリー！　確か、丸顔の少年が描かれていたって言ったわね？　どんな人？　描いてみて！」

　ピートは戸と惑まどいながらも不器用に勇者の姿をレポート用紙の裏に書き上げた。

　作さ務む衣えを着て、丸顔に短髪の少年がにこにこしながら立っているところだった。

「天地さんだわ!!」

　美星が声を上げた。

「どうして清音になっちゃったのかしら？　清音が勇者だって言ったから？　ねえねえピートさん、ここでは勇者宣せん言げんした人が勇者になれちゃうの？」

「いや、あれは予言のタペストリーといって、この世界が誕生した時に神から授さずかったと言われているものなのです。その、天地さんという人は神に見み捨すてられちゃったんですね、きっと……そうだ!!」

　ピートは立ち上がった。

「やっぱりあなたが勇者なんですよ。勇者になればいいんです！　清音さん、王様のことは気にしないで下さい。シャムシエル王は善政を敷いてますが気が弱い男なんです。一人息子のザフィエルさえちゃんと躾しつけられないぐらいですからね。王子を見ましたか？　金きん髪ぱつで背の高い……あの王子はやくざ者ですよ。家か督とくを継つがずに遊び回っているんです。許婚いいなずけが迫せまりまくってやっと七日後に結婚式まで漕こぎつけたんですよ。宿屋の親父はあのろくでなしが三日と玉ぎよく座ざに座ってないだろうって金まで賭かけてるんですけどね……ええと、どこまで話しましたっけ？」

「ろくでなしの王子様」

　美星がわくわくしながら答えた。

「……じゃなくって！　そう、勇者の話です。清音さん！　どうかこの世界を救って下さい！　タペストリーに描かれたあなたは力と決意に溢あふれてました。どうせ魔王の城まで行くには順番にゲートを乗り継いで行かなきゃならないんです。行く道々、仲間を探せばいいじゃないですか。僕、案内役になってもいいですよ。どうせ今は夏休みだし、魔王が復活すれば世界は滅めつ亡ぼうしちゃうんですしね。僕、お金はないですけどちょっとは魔法が使えます。魔物除よけの結界も張れます。こんなのどかな町で王様はヘッポコですけど、僕はこの町が好きなんです。魔王の軍団がなだれ込んで来て、踏ふみ潰つぶされるかと思うとたまらないんです。僕はこの学院でもっと勉強して将来は偉い大だいなウイザードになりたいんだ。魔法のゲートも改良したいし、ドラゴン・ブレスの有効利用についても研究したい。僕だって夢があるんです。清音さん、どうかうんと言って下さい！」

　清音は絶句したままピートの若々しく紅こう潮ちようした顔を見つめ返した。

　夢……って、アナタねえ。

　喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込む。

　アナタは鷲羽さんの作ったゲームの中のキャラなのよ。

　この世界も、魔王も、単なるプログラムに過ぎないのよ。

　アナタがこうして生きて喋しやべってるのは、誰だれかがスタートボタンを押したからなのよ。




　だが、清音は何も言わなかった。

　言う替かわりにピートの手を取り、しっかりと握にぎり締しめた。

「アタシは勇者よ。代役だろうが女だろうが、そんなことは関係ないわ。勇者清音は魔王を倒し、世界を救って伝説になるのよ。そしてアナタは勇者と共に戦った偉大なる魔法使いとして、学院のキャンパスに立派な銅像が立つの。アナタが引退して息子が学院長になる頃にはきっと、孫たちに自分の冒険を話して聞かせてるわ。昔々、わしがまだ見習い魔法使いだった頃……ってね。どう？」

　ピートの顔がぱっと輝かがやき、ドラゴンでさえにっこりするような気持ちのいい笑顔に変わった。

「ありがとう、清音さん。あなたは優やさしくて勇気のある、本物の勇者です！」

「アタリマエよ！」

「素す敵てき！」

　美星は両手を打ち合わせた。

「私たち、ホントの冒険が出来るのね。魔法使いと旅をするなんてお話の中だけだと思ってたけど、私たち、物語の主人公になって恋や冒険が出来るのね」

「主役はあなたたちですよ」

　ピートは美星の空色の目に輝く星を見た途と端たんなぜか赤くなり、もごもごと口の中で呟つぶやいた。

「素敵な恋が出来るといいですね」

「え？」

「いや、何でもないです。支し度たくしなくちゃ……」

　ピートは背を向けた途端に椅い子すに蹴けつまずき、ロッカーの扉に辿たどり着く頃にはますます赤くなっていた。

「申し訳ありませんが、ちょっと扉の外で待っててもらえますか。すぐ着替えますから……」

　ミホキヨはあたふたと外に出て行き、魔法使いの正装に着替えたピートと交替に元の服装に着替えた。

　生活費になるはずだった貯金をはたいて細こま々ごまとした買い物を済ませ、冒険者というよりは怪あやしい三人連れに見えるミホキヨたちが町を後にしたのは、長い一日もそろそろ暮れようかという時だった。




「待ちくたびれたぜ」

　旅行者用窓口のそばに寄りかかっていた金きん髪ぱつの男は、清音の顔を見るなり大おお股またで近づいて来た。

「お前にちょっとしたプレゼントを渡す為ために三時間も待ってたんだぜ。ほら、これが通行許きよ可か証しよう。これが金だ。五百ゴールド入ってる」

「ザフィエル王子!?」

　ピートは驚いて走り出た。

「どうしてここに？」

「俺おれがここにいちゃいけないのか？」

　しなやかな長身、肩の辺りで真っすぐ切り揃そろえた金髪に映はえる赤しやく銅どう色の胸当てと、血のような暗い赤のマントを羽織った王子はハンサムな顔をしかめ、ピートを見下ろした。

「墓場に入る前のちょっとした冒険さ。親父がくれぐれもよろしくって言ってたぜ」

「冗談でしょう!?」

　ピートは思わず言い返した。

「王子様は結婚式と戴たい冠かん式しきのお支し度たくで見張りがついてると……」

「冗談さ」

　王子は面白そうに笑った。

　笑うと意外に素直な表情が覗のぞいた。

「戴冠式の当日に空が真っ暗になって、世界が滅めつ亡ぼうするのが冗談でなくて何が冗談なんだ？　おい、女！」

　これは清音に向けられた挨あい拶さつだった。

「代役なんて今すぐ降りちまえ。魔王は俺が倒す。お前は月の谷の修道院に行ってお祈いのりでもするがいい。そっちの黄色いリボンの女はちょっと可愛かわいいな。夜よ伽とぎの相手を申し付けよう」

　王子はアーチ型の虹にじ色に輝く魔法のゲートに向かって顎あごをしゃくった。

「これから行けばたっぷり一晩楽しめる。さあ、早く行かないとゲートが閉まるぞ」

　王子が背を向けると両手持ちのグレートソードが黄金の鞘さやに収まって肩にかかっているのが見えた。

　柄つかに太陽の紋もん章しようが刻まれている由ゆい緒しよ正しそうな剣である。

「さっさと来い」
















　王子は気短そうに眉まゆを寄せて振り返った。

「何ですって!?」

　啞あ然ぜんと聞いていた清音がつかつかと歩み寄ったかと思うと、王子の頰ほおを思い切り張り飛ばした。

「誰が女よ!?　アタシには清音という立派な名前があるのよ！　それに、勇者はアタシです！　王子だか何だか知らないけど、アンタみたいなやくざじゃないわ!!」

「気の強い女はうんざりだ」

　王子はプライヴェートな独ひとり言ごとを言い、無造作に清音の手首をつかんだ。

「誘さそわなくて悪かったな。お祈りは嫌いか？　じゃあダブルプレイと行こう」

　今度は反対側の平手打ちをひょいと避さけ、王子は清音を軽々と抱だき上げた。

「ゲートを開け！　ザフィエルの名に於おいて命ずる！」

　妙におどおどした番人が詰つめ所しよの内側で何やら手を動かすと、虹色の光がゲートの内側に広がった。

「降ろしなさいってば！　嚙かみ付くわよ!!」

　王子が虹の中に消えた途と端たん、清音の声も聞こえなくなった。

「清音!?」

　美星は青くなってゲートに飛び込み、その後に慌あわてふためいたピートが続いた。

　四人の冒険者たちの姿が消えた後、虹色の光はゆっくりと薄うすれ、元に戻った。

「ミングラー・カオス様の御ご加か護ごがありますように」

　番人は胸に勝利のルーンを切り、ゆっくりと詰め所の中に戻って行った。







　レベル６　着いたぜ、女







「着いたぜ、女」

　王子の腕に嚙かみ付こうとしたところで虹にじ色の目眩めまいに包まれてしまった清きよ音ねは、きょとんとして周囲を見渡した。

　空気がひんやりしている。

　ゲートのまわりは小さな庭園になっており、球形のランプに灯された明かりが薄うす闇やみの中にわだかまる背の低い植え込みを照てらし出していた。

　肌に触れる風はまるで季節を逆戻りしてしまったようだ。

　ゲートの横には同じような詰つめ所しよがあり、番人はザフィエル王子の顔を確認すると頷うなずいた。

「重いな。それにけっこう筋肉質だ」

　王子の言葉に清音ははっと我に返った。

「降ろしてよ！」

　王子はあっけなく清音を解放すると、先に立って歩きだした。

「清音───！」

　美み星ほしとピートが転がるようにゲートから現れる。

「大丈夫だった？　王子様は？」

　その声に王子が振ふり向いた。

「よう、リボンちゃん」

「私、リボンちゃんじゃありません！」

　美星はポニーテールを振り立てて王子の側まで歩いて行くと、腰に手を当てて頭一つ分長身の王子を睨にらみつけた。

「ねえねえ、ろくでなしの王子様。ちゃんと名前で呼んでくれないんなら、私だって呼んであげないから！」

「分かった、分かった」

　王子は閉口したように手を振った。

「失礼申し上げた、美星殿に勇者清音殿。俺おれはシャムゴール国の王子にしてシャムシエル王の一人息子、ザフィエル。そこの魔法使いピート君とは顔なじみだ。これで許してもらえるかな？」

　王子は優ゆう雅がに一礼した。

「やればできるじゃないの」

　清音が険けん悪あくな顔でやってきた。

「やくざな真ま似ねは止よしなさいよ、親不孝な王子様。さっさと帰って王様を安心させてあげなさいな」

「お説教は止してくれ」

　王子はひらひらと手を振って歩きだした。

「お前たち、本当に魔王と戦うつもりなのか？　大体、魔王がどういうものか分かってるのか？　一体何で戦うつもりなんだ？　拳こぶしと爪つめとリボンじゃ俺の親父だって倒せないぜ。もっとも、さっきのビンタは結構迫はく力りよくあったけどな」

　王子は頰ほおを撫なでるとニヤリと笑った。

「そのリュックの中には何が入ってるんだ？　まさか、コールドチキンとシャンパンじゃないだろうな。おい、ピート。黒ローブなんか着て、まるで魔法使いみたいじゃないか」

「僕はれっきとしたウイザードです」

　ピートは精せい一いつ杯ぱい威い儀ぎを正すとずり落ちそうなザックを揺ゆすり上げた。

「僕は学院一の優等生だったんですよ。この王子に悪事の片かた棒ぼうを担かつがされる前まではね」

「人聞きの悪いこと言うなよ」

　王子は親しげにピートの肩に腕を回した。

「ちょっとカギを開けてもらっただけじゃないか」

「執しつ事じにかけた眠りの呪じゆ文もんはどうなんです？」

「あんな夜よ更ふけに顔を出すから悪いんだ」

「夜更けに忍しのび込んだのは僕らの方ですよ」

「あの娘この笑顔が頭から離れなくって死にそうだったんだ」

　王子は剣の柄つかに手を掛け、小声で囁ささやいた。

「それ以上ごちゃごちゃ抜かすとこいつでくすぐってやるぞ」

　ピートが青くなって口をつぐんだ途と端たん、どこからか音楽が流れて来た。

　ゆったりした二拍子のリズムに詠えい唱しようの声がうねるように被かぶさっていく。

　街かい道どうの向こうの方でいくつもの明かりが揺れ、十字路を横切って行った。

「ほう……」

　王子は立ち止まり、薄うす闇やみに目を凝こらした。

「そうか、月祭りだ！　白銀の寺院から巫み女こ様がお出ましになるぞ。急げ！」

　王子は大おお股またでどんどん走って行き、ミホキヨたちも仕方なく走りだした。

「美星、アタシたち何だか走ってばっかりじゃない？」

「冒険って、疲つかれるのね」

「王子に会ったのが運の尽つきですよ」

　それっきり、月の谷に着くまで三人とも喋しやべるどころではなかった。

　月の谷は急斜しや面めんに囲まれた谷あいの小さな盆ぼん地ちで、白銀の寺院はその一番奥、二つの山に抱だかれるようにひっそりと建っていた。

　満月が空に上り、寺院はその名に相応ふさわしく白銀色に輝かがやいた。

「おいしそう……お砂さ糖とうで出来てるみたい！」

　目の粗あらい白大理石が月の光を反射してきらきら光っているのを見、美星は思わず唾つばを飲み込んだ。

「ここは月の女神様を祀まつった由ゆい緒しよ正しい寺院なんだ」

　広場の一番前に陣じん取どった王子は気前よく解説した。

「俺の国の太陽神は全ての生き物に活力を与え、月の谷の女神様は全ての夜を清める。この二人の神が結婚した時、この世界、ハーツイーズが生まれたんだとさ」

「ロマンチックね」

　美星は、同意を求めるように隣となりに座っているピートに向かって囁いた。

「王子の許婚いいなずけを見れば昔のロマンスがどう風化して行ったか分かりますよ」

　ピートは王子に聞こえないように囁き返した。

「こう暗くちゃ人の顔なんか見えないわ」

　清音はさっきから必死で辺りを見回していたが、集まった村人や信者たちの中に知った顔は見当たらなかった。

「誰だれを探している？　ナンパなら宴うたげが始まってからの方がいいぞ」

　清音は思いっきり王子の脇わき腹ばらにひじ鉄を食わせ、王子は顔を顰しかめて座り直した。

　その時、寺院の扉が開いた。

　燭しよく台だいを捧げ持った白ローブの修道女たちが次々と現れる。

　修道女たちの後に流れるような白いドレスを纏まとった少女たちが続き、最後に目ま深ぶかにフードを被かぶった巫み女こが現れた。

　詠唱の声が一段と高まる。

「月の女神セレネよ。今こ宵よいここに集う全ての人々に祝福を。我、月の巫女フレイアの祈いのりを聞き届けたまえ」

　巫女はフードを脱ぎ、高く両腕を差し伸べた。

　紫がかって見える程の黒くろ髪かみが満月の光を浴びて濡ぬれたように輝き、ルビーのような赤い瞳ひとみをきらめかせた。

「阿あ重え霞かさん!?」

　清音は思わず立ち上がり、王子を仰ぎよう天てんさせた。

「阿重霞さんでしょ!!　こんなところで何をしてるの!?　アタシよ。清音よ」

「何者!?」

　修道女たちの列が崩くずれ、ざわめきが広がった。

「我が名はフレイア。月の巫女の祈りを遮さえぎったのはそなたか」

　阿重霞は厳しい声で詰きつ問もんし、祭さい壇だんの端はしまで歩み寄った。

「この満月の夜の祀まつりは一年の夜を清める大事な儀式じゃ。あえかとは何者？　そなたは何ゆえ我われの邪じや魔まをする？」

　そこで巫女は王子の姿に気づき、はっと息を吞のんだ。

「ザフィエル!?」

「やあ、フレイア……じゃなかった、フレイア様、お久しゅう」

　王子は仕方なく立ち上がった。

「まあ阿重霞さん、王子様とお知り合いなの？」

　美星が首を傾かしげた、その時。
















　広場の脇の暗がりから闇やみの固まりのようなものが飛び出した。

　黒い翼を持ったその生き物は、軋きしるような叫びを上げると月の巫女に襲おそいかかり、鋭い鉤かぎ爪づめで白しろ絹ぎぬのローブを引き裂さいた。

「きゃあああっ」

「危ない!!」

　清音は無我夢中で階段を駆かけ上がり、護ご身しん用に持っていたナイフをその背に突き立てた。

　シャッ……！




　鋭い呼こ気きが聞こえた。

　魔物はがっと頭を巡めぐらせ、瞳のない濁にごった黄色い目で清音を見み据すえると、鉤爪を横に薙なぎ払った。

「はッ!?」

　肩から胸の辺りまで鋭い爪に引き裂かれ、清音は祭壇の下まで転げ落ちた。

「清音っ」

　美星がショートソードを構える。

　魔物の肉食獣のような足が祭壇を蹴けった。

　鋭い爪を十本のナイフのように広げて清音に躍おどりかかる。

　と、ピートが何か呟つぶやきながら印を結んだ。

　まるで空気の網あみに絡からまれたかのように魔物の翼の動きが止まる。

　人とも獣ともつかぬ魔の生き物は、空間に宙づりになったまま凍こおりついた。

「食らえっ」

　稲いな妻ずまが走るようにグレートソードが一いつ閃せんした。




　ギ……シャアアアアア！




　魔物の中心に光の筋が入った、と次の瞬間、魔物の体を形作っていた闇やみが爆はぜるように飛び散った。

　後には血けつ痕こん一つ、毛筋一つ残らなかった。

「清音ちゃん!?」

「大丈夫ですか？」

　清音は唇を嚙かみ締しめながら体を起こし、美星とピートに笑いかけた。

「大丈夫、かすり傷よ……ありがとう」

「立てるか」

　王子がさっきとは打って変わった厳しい表情で問いかける。

「待って！」

　四人は一斉に振ふり向いた。

「あの……助けて下さってありがとうございます。わたくしは……すっかり動転してしまって……」

　阿重霞ことフレイアは裂けたローブを搔かき合わせるようにして俯うつむいた。

「申し訳ないことを……」

　月の巫女は顔を覆おおってすすり泣いた。

「月の祀まつりに魔物が現れるなんて……この世界はどうなってしまったのでしょう」

「お話ししましょう、フレイア様。だけどその前に、傷の手当が出来るようなところはありますか？」

　ピートが清音の傷を押さえていた布を離すと、新たな血が溢あふれ出した。




「……では、あなたさまが勇者でいらっしゃるのね」

　清音は四本の深い爪つめ痕あとが血みどろの溝のように走っていた場所をしげしげと見下ろし、そっと指で触さわってみた。

　跡あと形かたもなくなっている。

　月の巫女フレイアは、阿重霞とはとても思えぬような慈じ悲ひ深ぶかい表情で手ずから芳ほう醇じゆんなハーブ酒を注ぎ、清音に手渡した。

「月の谷の名産でございます。邪じや気きを払はらい、体力を回復させる効果があります」

　四人の冒ぼう険けん者しやは、フレイアの自室で食事を取り、今はこうしてくつろいでいるのであった。

「それでは魔王が目覚めたというのは本当だったのですね」

　フレイアは美しい顔を曇くもらせ……実際、普ふ段だんの阿重霞から比べるとこれが同じ人物かと思われる程だ……清音を見返した。

「阿重霞さん」

「そのお話はもうよろしいですわ」

　フレイアはやんわりと拒絶し、清音の視線を避さけるように立ち上がった。

「わたくしが異世界の住人で、昨日までその……おかやまとかいうところに居たなんて、どうして信じられましょう？　わたくしは生まれた時から巫女として育てられました。月の娘として一生を捧ささげるのです。わたくしの癒いやしの力はセレネ様からの授さずかり物なのですわ。この信仰を失えば、癒しの力も失われるのです」

「でも……」

「後にしよう」

　言いかけた清音を王子が遮さえぎった。

「明日の夜になれば、再び魔物は襲おそって来る。それも、たった一匹ではなく、群れをなして来るだろう。フレイア、あなたを狙ねらってだ。多くの血が流れるだろう。あの魔物は普通の血肉を備えたモンスターではない」

　王子は熱っぽく語りかけた。

「だが、俺たちならあなたを守ってやれる。今、俺たちのパーティーには癒しの力を使える僧そう侶りよがいないのだ。なあ、フレイア。幼なじみの間あいだ柄がらじゃないか。世界が滅ほろびようとしている今、月の谷に閉じこもっていても仕方がない。一いつ緒しよに来てくれないか？」

　フレイアは振ふり返った。

　血の気が失うせたような顔で、しかし静かに巫み女こは首を振った。

「わたくしはこの谷を離れることは出来ません。プリーステスたちの使う魔法の中には守りの言葉も守護の障しよう壁へきもございます。わたくしたちは、月の谷の民たみを守らねばなりません。……ご無事をお祈いのりしておりますわ」

　フレイアが卓たく上じようのガラス細工のベルに手を触ふれると澄すんだ音が響ひびき渡った。

　すぐに控ひかえめなノックの音がして、灰色のフードを目ま深ぶかに被かぶった修道女が現れた。

「勇者様たちをお部屋にご案内なさい」

　修道女は頷うなずくと、元のように扉の脇に控えた。

　フレイアは清音の方を向くと、きっぱり言った。

「お休みなさい、勇者様。明日の朝お目にかかりましょう」

　その声は静かだったが、何か逆さからい難がたい意志が感じられた。

　王子は口を開いたが、何も言わずに立ち上がった。

「お心こころ遣づかい痛み入る。お休みの挨あい拶さつもしてくれないんだな」

　王子は落らく胆たんを滲にじませた声で礼を述べると、振り返らずに部屋を出て行った。

「どうしちゃったの、阿重霞さん。ホントに私たちが……」

　美星は言いかけたが、溜ため息をついて王子の後に続いた。

　一人になったフレイアは、ぐったりと長椅い子すに座り込み、疲つかれたように目を閉じた。

「あえか？　じゅらい……？」

　フレイアは身を起こすとセレネの像の前に跪ひざまずき、不安を振り払うように祈りを捧ささげた。

「母なる女神よ、フレイアをお導き下さい……勇者たちの行く手に御ご加か護ごを……」

　疲れ果てた清音たちがようやく寝入った頃、巫女は小さな文机の前に座り、ペンを取った。

　阿重霞、樹じゆ雷らい……白い紙の上を書き慣れたようにペンは動き、フレイアは驚いてペンを投げ出した。

「分からない……わたくしは一体……ザフィエル、なぜ今頃いらしたの？」

　ベッドに身を投げ出したまま、フレイアはすすり泣いた。




　翌朝、フレイアは一いつ層そう白く見える顔を背けるようにして朝食の席についた。

「この寺院から少し離れた峡きよう谷こくの奥に、炎ほのおの山に続くゲートがあります。恵めぐみの湖に行くゲートは、炎の山を下り、砂さ漠ばくに入る手前にあるそうです。炎の山には恐ろしい山さん賊ぞくがいると聞きます。何のお役にも立てず心苦しく存じますが、贈おくり物を用意致しました」

　フレイアが昨日のように鈴に触れると、修道女たちが贈り物を捧げて入って来た。

「勇者様には白銀の鎧よろいとセレネの剣を差し上げましょう。鎧には守護の言葉が、剣には破は邪じやの言葉が記されております。美星様には月の光を織り込んだマントを」

　フレイアは修道女を手招きすると、マントの裏を返し、紺こんの裏地を示した。

「表は闇やみ夜よでも光を失うことなく、裏を返せばメファシエルの言葉がそなたの身を隠かくすでしょう」

「メファシエルって？」

「御存じないのですか？」

　フレイアは驚いたように目を見開いた。

「ああ、そなたもこの世界の人ではなかったのですね。メファシエルは盗とう賊ぞくの守り神と言われている伝説のシーフです。ピート様には癒いやしの言葉が封ふうじられた指輪を」

　フレイアは立ち上がり、自分の指に嵌はまっていたムーンストーンのリングを外すと、ピートの手のひらにそっと置いた。

「一度だけ、どんな深い傷でも癒すことが出来ます。ザフィエル様には……」

　フレイアは王子の側に立ち、躊ちゆう躇ちよするように両手を握にぎり締しめた。

　それから身を屈かがめ、王子の額に接せつ吻ぷんした。

　フレイアが唇くちびるを離した後に銀の三日月が浮かび上がり、一瞬光を放って消えた。

「お許しを……」

　フレイアは青ざめ、清音の視線を避さけるように退いた。

「本当なら、勇者様に差し上げるべき祝福を……皆様の行く手にセレネの御加護がありますように」

　フレイアの頰ほおを涙が伝った。

「お見送りも出来ず、申し訳ありません。ゲートまではこのナンネルがご案内致します」

　朝食の皿に一口も触れないままフレイアは部屋を出て行き、後には清音たち四人と給きゆう仕じ役の若い修道女が残された。

　謎を抱かかえたまま清音たちが支し度たくを済ませ、月の谷を後にした時は既すでに、日は銀の山の中腹近くまで上っていた。

　誰も口をきく者はいなかった。

　ゲートをくぐり、四人の勇者が姿を消した後、若い修道女は首を振ふった。

「ザフィエル王子様はちっともろくでなしに見えなかったわ。フレイア様と結婚したらとってもお似に合あいなのに！」

　まだ年若い修道女は舌を出した。

「あたし、修道女なんて止やめちゃおうかな。女の幸せはやっぱり結婚よね」

　王子の逞たくましい背が目に浮かび、修道女はにっこりした。

　それから溜ため息をついて今来た道を戻り始めた。







　レベル７　目の前を炎が躍おどり上がり……







　目の前を炎ほのおが躍おどり上がり、次の瞬間、吹ふき払はらわれた。

　清きよ音ねたちはゲートから足を踏み出した途と端たん、竦すくんだように立ち止まってしまった。

　草も生えていない台地のそこかしこにある割れ目から炎が吹き上げ、止やむことのない強風に吹き払われていく。

「ここが……炎の山？」

「そのようですね」

　美み星ほしとピートは課外授業に来た子どものように並んで、荒こう涼りようと続く台地を見つめていた。

「観光旅行やってるんじゃないんだぞ」

　王子は不機嫌に言い、マントをしっかりと体に巻き付けて歩きだした。

　深しん紅くのマントには炎の熱を和やわらげる呪じゆ文もんが織り込まれているのである。

　清音は難しい顔で王子に続いた。

　昨日の夜からずっと考え続けだったのだ。

「清音ちゃん、タテジワ取れなくなっちゃうわよ」

　追いついて来た美星が囁ささやいた。

「阿あ重え霞かさんのことでしょ？　私も最初そうだったけど、阿重霞さんたらホントになりきっちゃってるんだもん。天てん地ちさんでも連れて来ないことには目が覚めないわよ、きっと」

「そう、そうよね」

　清音は目が覚めたように顔を上げた。

「天地さん！　今どこで何してるのかしら。色んなことがあり過ぎて、天地さんのことまで気が回らなかったわ。ええと、今日は二日目だっけ？」

「うん。あと五日？」

「そういうことになるわね」

　清音は頷うなずいた。

「魔王って一体何者なのかしら。どうもわけが分からないのよね。今まであったことって言ったら地鳴りと化け物一匹でしょう？　まだ何だか実感湧わかなくて……」

「きっとまだちゃんと目が覚めてないんじゃない？」

　美星は肩を竦めた。

「ほら、良くいるじゃない、低血圧って言うか、寝起きの悪い人」

「アンタじゃないのよ」

　清音は美星をどつき、やっと笑顔になった。

「あっ、それそれ。今度深刻な顔したらもう、タテジワキヨちゃんって呼んじゃうから」

「じゃあ、アンタはお気楽ミホちゃんね」

　清音は炎ほのおの間かん欠けつ泉せんをひょいと飛び越こし、着地のポーズを決めた。

「すっごーい。清音ってば、かっこいいー！」

「あのなー……」

　いつの間にか戻って来て二人の漫まん才ざいを聞いていた王子とピートは顔を見合わせて吹き出した。

「勇者なんか止やめてコントで売り出さないか」

「僕はローブの下から鳩はとかなんか出せばいいんですね」

　ピートはにこにこしながら言い、手をぱちんと打ち合わせた。

　途端に色とりどりの小さな鳩が現れ、ハレルヤ・コーラスを歌いながら空に消えて行った。

「まあ、ピートさん！」

　美星は目を丸くして両手を打ち合わせた。

「すごいわ！」

「単なるイリュージョンですよ」

　ピートははにかむように微笑ほほえんだところを王子にどつかれた。

「お前、俺おれが魔法使えないからって、見せびらかしやがって！」

「え、そうでしたっけ？　確か王子にしか使えない魔法があるんじゃなかったですか？」

「その話は止めろ！」

　王子ははた目にも分かるほどうろたえて、踵きびすを返した。

　と、その時。

　いきなり地面が揺ゆれたかと思うと、あちこちから炎の柱が吹き上がった。

「な、何だ!?」




　グゴオオオオオ……！




　地鳴りのような咆ほう哮こうが上がる。

　台地に亀き裂れつが入り、見る間に広がったかと思うと、黒光りする刺とげのようなものが地面を突き破った。

　刺だらけの頭部がみるみるうちに盛り上がり、五階建てのビルほどの大きさにそびえ立った。

　もちろん、刺だらけの頭部には刺だらけの胴が続き、バオバブの木のような太い足を経て刺だらけの尻しつ尾ぽに続いているのだった。

「ブラックドラゴン!!」

　ピートは息を吞のんだ。

「下がって！　止められるかどうか、僕がやってみます！」

　ピートはグレートソードを抜き放った王子を制し、真しん剣けんな顔で呪じゆ文もんを唱え始めた。

「大地よ、眠れる母ガイアよ、その大いなる手を広げ、目覚めしものを大地に縫ぬい止めよ。グラヴィテーション・ホール!!」

　と、ドラゴンの周囲の炎ほのおが引きずられるように小さくなり、消え始めた。

　その場だけ圧あつ倒とう的な重力がかかっているかのように地面が沈しずみ始める。

　磨みがき上げられたような鱗うろこがみしみしと音を立て、ブラックドラゴンは怒りの咆哮を放った。

「良くやった！」

　言うなり、王子はだっと走りだした。

　一直線にドラゴンの下腹の柔やわらかい部分を狙ねらい、剣を逆さか手てに持ち替かえる。

　と、ドラゴンがぎりぎりと軋きしむように首を回した。

　冷ややかな琥こ珀はく色の双そう眸ぼうがピートを見据え、一瞬笑うように細められる。

　その瞬間、呪文の結界は破れ、霧む散さんした。

「レジストされた!?」

　ピートがよろめいたのと、ドラゴンが三つの巨大な鉤かぎ爪づめを持つ翼を薙なぎ払はらったのは殆ほとんど同時だった。

「きゃあああっ」

　王子の身体からだが宙を飛び、嫌な音を立てて地面に叩たたきつけられた。

　美星は悲鳴を上げたまま、立ち竦すくんだ。

　動けないのだ。

　体中の神経が悲鳴を上げてこの場から逃げ出したがっている。

「王子!!」

　その横を白い姿が駆かけ抜けた。

　清音だ。

「よくも……！」

　清音はセレネの剣を振ふり上げてドラゴンの足に切りつけた。

　カッという澄すんだ音を立てて刃が弾はじき返された。

　ドラゴンは面おも白しろそうに首を巡めぐらし、小さな姿を見下ろした。

　その顎あぎとが嘲あざ笑わらうかの如く、開かれる。

「空気の盾たてよ!!」

　ピートは叫んだ。

　間に合わなければ清音は骨も残らないだろう。

　と、凄すさまじい炎ほのおのブレスがドラゴンの口から吐はき出された。

　清音の姿が炎に飲み込まれる。

「清音───!!」

　不意に金かな縛しばりが解けたように、美星は駆け出した。

「いけない!!」

　ピートは早口に呪じゆ文もんを唱え始めた。

　あの子だけは死なせちゃいけない。あの子だけは……。

　その時だった。

　いきなり上空からバケツを引っ繰くり返したような土ど砂しや降ぶりが降り注いだ。

　余りの勢いに炎はひとたまりもなく消え、後には呆ぼう然ぜんとした顔の清音と美星とドラゴンが残された。

「ザフィエル!?」

　ピートは走りだした。

「ミホキヨさん、早く！　逃げるんだ！」

　赤いぼろ布のように見える王子の身体を渾こん身しんの力を込めて抱だき起こす。

「やあ、ピート……」

　王子は呻うめいた。

「……早く女どもを連れて行け！」

「何を言ってるんだ!?」

　ピートは無理やり王子を引きずり起こそうとし、凍こおりついた。

　胃の辺りが骨が見える程抉えぐられ、内臓がはみ出している。

　生きているのが不思議なくらいだ。

「勇者を守れ!!」

　王子は絞しぼり出すような声で囁ささやいた。

「ザフィエル王子!!」

　ミホキヨが懸けん命めいに走って来る。

　その後を追いかけるようにドラゴンが咆ほう哮こうした。

　怒り狂っているのが空気で分かる。

「来るな!!　逃げるんだ！」

　ピートは叫んだ。

　と、その時。

「なあに、ちんたら走ってんだよ!?」

　声と共に小こ悪あく魔まのような人ひと影かげが現れ、ミホキヨの襟えり首くびを摑つかむと軽々と浮き上がった。

「おめーらそこで見物してろ！」

　水色の髪かみを振ふり立てた人影はミホキヨをピートの側に放ほうり出すと、ドラゴンの頭上に現れた。

「いっちょタイマン張るか？」

　やけにプロポーション抜ばつ群ぐんの女小悪魔だか魔物だかは、空高く飛び上がると疾しつ風ぷうのように突っ込んで行った。




　ドガッ!!　バギッ!!　ドゴッ!!




　稲いな妻ずまを纏まとった三段蹴げりと、炎ほのおを纏った連続パンチが刃も立たぬ装そう甲こうを貫つらぬき、内部組織を粉ふん砕さいした。




　グ……ガアアアアアア！




　ハーツイーズで最強の生き物と呼ばれるブラックドラゴンは断だん末まつ魔まの咆哮を残し、地じ響ひびきを立てて倒れた。

「……ふん！」

　ドラゴンをたった五秒足らずで倒した空飛ぶ女格かく闘とう家は一瞬消えると呆ぼう然ぜんとしているピートの前に現れた。

「魎りよう呼こさん!?」

「なんだ、ミホキヨじゃん。そんなカッコしてるから分かんなかったぜ」

「魎呼さぁぁぁぁん!!」

　ミホキヨは抱だき合って泣き出し、魎呼は困ったように水色の髪を搔かき上げた。

「理想の女だ……」

　王子はにっこり笑うと目を閉じた。

　すうっと潮しおが引くように生せい気きが抜けて行く。

「ザフィエル!?」

　ピートは我を失って王子を揺ゆさぶり、はっと気づいてフレイアの指輪を引き抜いた。

「忘れていた……！　もっと早く使っていれば……」

　王子の魂たましいは飛び去った後で、指輪の癒いやしは発動しなかった。

「王子様!?」

　美星の瞳ひとみが潤うるんだ。

　と、王子の額に銀の三日月が浮かび上がった。

　見るも恐ろしい傷が光に包まれ、魔法のように塞ふさがって行く。

　王子の全身が白銀の光に包まれた。

　蒼そう白はくだった頰ほおに暖かな色が蘇よみがえり、唇くちびるが息い吹ぶきを求めて開かれる。

「あれ……!?」

　王子はゆっくりと身を起こし、辺あたりを見回した。

「俺、今死ななかったか？」

「ザフィエル!!」

「奇き跡せきだわ!!」

　ピートは喜びの余りザフィエルの首に抱きついて涙ぐみ、ミホキヨは思わず手を打ち合わせた。

「そうか……これがフレイアの贈おくり物だったんだな」

　王子はふっと微笑ほほえむと宥なだめるようにピートの腕を叩き、立ち上がった。

「ザフィエル、あの魔法は最高だったよ」

　王子の独り言を聞き逃したピートは晴れ晴れと笑った。

「土砂降りまで進歩したんだね」

「土砂降りって、あの炎ほのおを消しちゃった雨のこと？」

「そう、王子のたった一つの魔法なんだ」

　ピートは美星に頷うなずきかけた。

「自分で自分の名前を叫ぶんだ。ザフィエルって。にわか雨っていう意味だよ」

「死ぬまで人前では言わずにいようと思ってたのに」

　王子はぼやいた。

「そんなことないわ。あの雨がなかったらアタシは死んでたわ」

　清音は王子に近づき、しっかりと手を握にぎり締しめた。

「ありがとう、王子様。アナタは本当の勇者よ」

「礼は彼女に言ってくれ。ハーツイーズ最強の女戦士だ」

　王子は魎呼の前に立つと、胸に手を当て、宮きゆう廷てい式に一礼した。

「君ほど強い戦士は見たことがない。どうか俺たちと共に戦ってくれないか？」

　魎呼は腕組みしたままハンサムな王子を上から下まで見回した。

「ふーん……いいよと言いたいとこだけどさ、あたしは今、人を探してんだ」

「鷲羽わしゆうさん？」

「鷲羽を探してんのか!?　あのクソ馬鹿ヤローなら隠いん者じやの森にいるぜ」

　魎呼は眉まゆを吊つり上げて毒づいた。

「あたしの探してんのは、天地さ」

　ミホキヨは思わず顔を見合わせた。







　レベル８　おめーら、一体何しに







「おめーら、一体何しに来たんだよ？」

　魎りよう呼こは黄金の杯さかずきを片手にクッションの山から身を起こした。

　そばで心ここ地ち良さそうに丸まって寝ているのは、確かに魎りよう皇おう鬼きである。

　ウサギ程の大きさだった魎皇鬼が、ベンガルタイガーぐらいの大きさになって、その口から真っ白な牙きばを覗のぞかせているのを別にすれば。

　ここは炎ほのおの山の中腹にある山さん賊ぞくどもの要よう塞さいで、ミホキヨたちがいるのはその中の一室であった。

　豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、部屋の四よ隅すみには宝箱からこぼれ落ちるほどの金銀財宝が山積みになっているという、絵に描いたようなアラビアン・ナイトの世界である。

「何しに……って、アタシが聞きたいわよ！」

　ずらっと並べられた御ご馳ち走そうの山から、控ひかえめに料理をつついていた清きよ音ねが顔を上げた。

「魎呼さんこそここで何やってるわけ？　何で記き憶おくがあるのに山賊の親分なんかやってるのよ。アタシはねえ、いきなりこっちの世界に放ほうり出されちゃったのよ。ここまで来るんだってもう心細くて不安で、涙が出そうだったわ」

「ウソばっか」

　美み星ほしがぼそっと呟つぶやいた。

「結構なりきってたくせにぃ」

　清音はタテジワを寄せたが敢あえて無視することに決め、白銀の鎧よろいにこぼれたパンくずを払はらい落とした。

「あたしはあたしさ」

　魎呼は事もなげに言うと杯を干ほし、九杯目の酒を注いだ。

「たまたま気づいたらこんなでっかい偃えん月げつ刀を振ふり回して、誰だれぞの首を跳はね飛ばしてたわけよ」

　魎呼が腕を一杯に広げたのを見、清音の背にぞっと寒気が走った。

「暮らしてみりゃあ、結構ご機嫌な世界だぜ。酒は飲み放題、お宝は取り放題、小うるせえ阿あ重え霞かはいないし、鷲羽わしゆうもいない。魎皇鬼もいるし、これで天てん地ちがいりゃあ言うことないんだが、これが一向に見つからねえんだ」

　革かわのビキニ・タイプのアーマーに鮮あざやかな青のマントを羽織り、手首と足首に革のプロテクターを巻いただけ、という露ろ出しゆつ度の高い格好はもともとこの世界の住人なのではないかと思うほど魎呼に似合っていた。

　王子の目が吸い付いたように胸の谷間から離れないのを意識しているんだかいないんだか、魎呼は無造作にビキニのブラに指を突っ込み、羽の扇せん子すで風を送り始めた。

「おめーら、そんなに柾まさ木き家けに帰りたいか？」

　一瞬虚きよを突かれ、清音は絶句してしまった。

「何言ってんの！　アタリマエじゃないのよ!!　魎呼さん、この世界はあと五日で滅ほろびるのよ。魔王が出て来て天変地異が起こるのよ。さっきだってブラックドラゴンとかいうのに出っくわして危あやうく死にかけたばかりじゃないの。アタシはファンタジーとかゲームの世界は良く知らないけど、魔王って言ったら最後のボスでしょ？　ブラックドラゴンの何十倍か強いんでしょ？　アタシ……」

　危うく清音は続きの言葉を飲み込んだ。

　今の清音は、勇者清音なのである。

　それも、シャムシエル王やザフィエル王子の前で大見み得え切ってしまった勇者なのだ。

「よーするに、ビビッてんだな」

　魎呼はニヤニヤした。
















「ま、無理もねえよな。ここはどっちかっつーと、あたしにぴったりだもんな。力のねえ奴やつは泣きを見るのよ」

　魎呼は杯さかずきを放ほうると立ち上がった。

「あたしが魔王をどうにかするとか、世界を救うとか期待してるんならはっきり言っとくがな、あたしは天地が見つかりゃそれでいいのさ。もともとあたしは海かい賊ぞくだったんだしな」

「それは困る!!」

　いきなり王子が立ち上がった。

「魎呼、君は戦士だ。戦わずして何の人生だ？　天地だか何だか知らないが、このハーツイーズに名前すら聞こえて来ないような男が君に似合うとは思えない。一いつ緒しよに来るんだ。そして俺おれと共に戦え！　君と俺が組めば魔王など敵ではない。二人の愛で新しい世界を作ろうじゃないか！」

「はァ!?」

　魎呼はコケそうになった。

　王子の金きん髪ぱつは炎ほのおや強風に晒さらされたせいか、光こう沢たくが消えて白っぽい砂色に見える。

「魎呼！　うんと言ってくれ。頼む!!」

　魎呼は眉まゆを寄せ、まじまじと王子の顔を見返した。

　こいつは……この脈みやく絡らくを無視した、虚こ仮けの一いち念ねんみたいな物言いは……。

「おめー、何ていうんだっけ？　ちょっとこれ結んでみな」

　魎呼は額に巻いていた赤いスカーフを放った。

　王子が不器用な手つきで結ぶのを見ているうちにますます表情がきつくなる。

「もしかして、おめー青せい蘭らんとかいう親しん戚せきはいねえだろうな？」

「セイラン？」

「だあれ？　その人」

　ミホキヨが顔を見合わせる。

「いや、こっちの話」

　魎呼は不機嫌に呟つぶやいた。

　こっちじゃない、本当はあっちの話なんだよな。

　赤いスカーフ……本当ならバンダナだ……を結んでますます青蘭そっくりになった王子を見ながら魎呼は思った。

「やっぱ止やめた。それ返せ」

　乱暴にスカーフを引ったくる。

「いやだ！」

　引ったくり返された。

「王子として生まれて二十九年間、何かが足りないと思って来たんだが、今それが分かった。俺に足りなかったのはお前とこの赤いバンダナだ!!」

　言い放った途と端たん、眉を寄せる。

「バンダナ？」

　王子は赤いスカーフをしげしげと眺ながめ、さっきよりは慣れた仕草で額に結んだ。

「もうちょっとで何か思い出しそうなんだ。星……。夜空……。船？」

　王子はスカーフに指を当てたまま瞑めい目もくし、その表情は殆ほとんど青蘭と言っていい程になった。

「連想ゲームしてんじゃねえよ!!」

　魎呼はドキドキしながら王子の瞑想を遮さえぎった。

　あいつのことは七百年前、宇宙海かい賊ぞくの思い出と共に星の海に捨てて来たはずなのに。

「おめーは何とかっていう王子なんだろ!?　戦いはどうしたんだよ？」

「そうだ」

　王子は目が覚めたように顔を上げた。

「一瞬、別の人生が見えたような気がしたんだ。君は不思議な女だな」

　王子は残念そうにスカーフを外しかけた。

「これ……返してほしいんだろ？」

「気が変わった。お前にやるよ。えーと」

「ザフィエルだ。職業は王子」

「じゃあ、王子。しっかりこいつらを守ってやってくれ。行くぞ、魎皇鬼」

　魎呼は眠りこけている魎皇鬼の横腹をつま先で軽く蹴けった。

「みゃん!?」

　ミホキヨは危あやうく御ご馳ち走そうの上に突っ伏ぷすところだった。

「魎皇鬼ちゃん、声は元のままなのね」

「みゃう？」

　魎皇鬼は大きな頭を不思議そうに傾かしげて美星を見返した。

「みゃう……って、この子、どうしてこんなに育っちゃったの？　まさか宇宙船に変身するなんてことはないわよね」

「あたしもちょっと期待したんだけどな」

　魎呼はよしよしと魎皇鬼の頭を撫なでた。

「聞いて驚け。何とこいつは羽が生えて空を飛ぶのさ！」

　ミホキヨはクッションの山の上に引っくり返った。

「ま、まあ予想はしてたけど……」

「フライング魎皇鬼ね」

「みゃあああん♡」

　魎皇鬼は魎呼の足に纏まとわりつき、何かをねだるようにじっと魎呼の顔を見上げた。

「またかよ。おめー、ニンジンはこの世界じゃ貴重品なんだぜ。ちょっと行って八百屋から買って来るってわけじゃねえんだからな。おーい、ノベコー！」

　魎呼は扉の外に声をかけた。

「ニンジン持って来い。魎皇鬼が腹空すかせてんぞ！」

「へーい、ただ今！」

　どこかで聞いたような声がしたかと思うと、しばらく経たって一人の手下が顔を出した。

「生あい憎にく仕入れ係が切らしちゃって……申し訳ありませんです」

　革かわのベストにゆったりしたズボンを幅広のベルトで締しめ、小役人のような間ま延のびした顔に縁ふちなし帽ぼうを被かぶったその男は、魎呼の顔を見るなり額を絨じゆう毯たんに擦すりつけた。

「野の辺べ山やま課長!?」

「はあ？　何のことッスか？」

　ミホキヨの上司そっくりの山さん賊ぞくは怪け訝げんな顔で二人を見返した。

「てめーこの！　ほんっと能無しだな！」

　魎呼は手下をどつき、ノベコーは頭を抱かかえてヘコヘコした。

「さっさと町行って買って来い！　いや、待て」

　魎呼は何か思いついたように振ふり向き、美星のポニーテールを引っ張り上げた。

「ラッキースターのおめーを忘れてたぜ。さ、買い物に行くぞ。酒とニンジンと天地だ！」

「何するんですか!?　天地さんが売ってるわけないでしょ？」

　美星は頭を押さえ、涙ぐんで聞き返した。

「ボケかましてんじゃねえよ。おめーは一応刑事だろ？　天地を探すんだよ！」

　魎呼は美星の胸むな倉ぐらをつかみ、猫なで声を出した。

「さっき、おめーのこと助けてやったよな。魔王より天地を探す方が先だよな。あたしと一いつ緒しよに天地を探したいよな？」

「ううー」

　美星は脅おびえて頭を振りかけた。

　と、その時。

「お頭かしら！」

　部屋の外で声がした。

「遠えん征せい隊たいから救援の狼煙のろしが上がってます！　何かトラブルがあったようです」

「ちっ」

　魎呼は舌打ちして手を放した。

「話は明日だ。あばよ」

　魎呼は魎皇鬼を引き連れて出て行き、その日はとうとう戻って来なかった。




　結局ミホキヨに王子にピートに、魎呼と魎皇鬼を含ふくめて総勢五人と一匹の大所帯となった一行は、翌日の昼過ぎになって砂さ漠ばくのゲートをくぐり、大きな湖のほとりに現れた。

　恵めぐみの湖と呼ばれる、その入り江に瀟しよう洒しやなレストランやペンションが立ち並ぶ町がある。

　高級保養地として一年中賑にぎわっている観光地、グレイスであった。

　湖面を渡り来る風は涼すずしげに、佇たたずむ少女たちのリボンを揺ゆらし、カフェテラスでは恋人たちが甘い言葉を囁ささやき合う、そんなお酒落しやれな町なのである。

「わあい！　アイスクリーム！　チーズケーキ・ブルーベリーソース！　ミルフィーユ・フレーズ!!」

　ゼラニウムの鉢はち植うえに囲まれた南なん欧おう風のカフェテラスの、その店先に出ていたメニューに張りついていた美星は、清音の手を振ふり切ると歓かん声せいを上げて店の中に駆かけ込んで行ってしまった。

「ちょっ……美星!!」

「清音ちゃんこっちこっち！」

　窓まど際ぎわの、湖面を見渡す一番いい席に陣じん取どった美星が吞のん気きに手を振る。

「あたしはチョコレート・パフェ、大盛り。こいつにはキャロット・ケーキ」

「俺はチェリー・パイとコーヒー」

「僕はええと……ハーブ・ティー」

　清音の後からどやどやと入って来た魎呼たちはさっさと席につくと次々と注文し始めた。

「お客様は？　失礼、今椅い子すをお持ちしますわ」

　黒いワンピースに真っ白なエプロンをつけたウエイトレスは、座るところのなくなった清音を慰なぐさめるようににっこり笑った。

「あ、いいです。アタシはここで」

　いじけた清音は隣となりのテーブルに座り、エスプレッソを注文した。

「はああ……」

　思わず溜ため息が漏もれる。

「アタシ……一体何やってんのかしら」

　一刻も早く、隠いん者じやの森にいるという鷲羽を探し出さなければならないのに。

　それに、魔王も倒さなければならないし、天地と砂さ沙さ美みも探さなければならないのに。

「こんなところに座って、お茶してる場合じゃないのよ！」

　清音は思わず拳こぶしを握にぎり締しめ、他のテーブルにいる客に眉まゆを顰ひそめさせた。

「なあにぃ、清音ちゃん？　ケーキ食べないのぉ？」

「済みません、清音さん。僕、席代わりましょうか？」

　すっかり仲良しムードの美星とピートが振り向いた。

「いいのよ、ピートさん。お心こころ遣づかいありがとう」

　清音は口の端はしをちょっと引きつらせて笑い返した。

　瞳ひとみキラキラ、頰ほおは薔ば薇ら色、きっと胸が一杯でハーブ・ティーを飲むのがやっとなのだ。

　どうして魔法使いがギャラクシーポリスの一級刑事に恋をしたのか、清音にはさっぱり分からなかったが、人の恋路を邪じや魔まする程清音は意地が悪くなかった。

　魎呼はと言うと、魎皇鬼を足元に従え、ついでに王子のチェリー・パイを横取りし、椅子の上にあぐらをかいてふんぞりかえっているのだった。

　王子は世にも嬉うれしそうな顔で自分の注文が魎呼の口の中に消えて行くのを眺ながめていた。

　きっと、皿をなめろと言われても喜んで言うとおりにするに違いない。

「はああ……」

　清音は二回目の溜め息をついた。

　人生は空むなしい。

　砂糖抜きのコーヒーは苦い。

　ウエイトレスは砂糖壷つぼを持って来るのを忘れ、ついでにミルクも忘れていた。

　鎧よろいなんかじゃなくて、あのワンピースに着替えてくればよかった。

　清音は自分の何とも場違いに見える、白銀の鎧を見下ろした。

　ウエイトレスは別に気にしていないようだったが、清音は自分一人が店の中で浮いているような気がして悲しくなった。

　この鎧はアタシにちっとも似合っていない。

　勇者だなんて、言わなければ良かった。

　こんなカッコしちゃったら、お姫様でも助けなきゃ引っ込みがつかないじゃないの。

　清音は意い気き消しよう沈ちんして湖面に目をやった。

　湖面の上を静かに白い遊覧船が滑すべって行くのが見える。

　ぼんやりと船を追って首を巡めぐらせた清音は不意に寒気を覚え、ぎょっとして振ふり返った。

　清音の斜め向こうのテーブルに、黒ずくめの若い男が座り、凍こおりつくような目で清音を見つめていたのだ。

　男は清音より僅わずかに年下に見えた。

　青みがかって見える程ほど透すき通った白い肌に漆しつ黒こくの髪かみ、暗い紫の瞳ひとみに薄うすく引き結ばれた唇くちびる。

　天使のような美び貌ぼうと、死者のような冷たさを合わせ持った男だった。

　と、男が微笑ほほえんだ。

　暗雲を割って、一条の光が差し込んだような微笑みが、男の影かげを和やわらげた。

　清音はかっと胸が熱くなり、次いでうろたえたように目を逸そらせた。

　とても凝ぎよう視しできなかった。

　刑事の、それとも女としての直感が本能的に危険を感じ取ったのだ。

「失礼」

　物柔やわらかな声が囁ささやいた。

「ご一いつ緒しよしても構わないかな」

　男が清音の返事を待たずに腰こし掛かけると、きぬ擦ずれの音がさらさらと鳴った。

　男の顔を間近に見、清音は息が止まるかと思った。

　それほどまでの美しさだったのだ。

「名は何と言う？」

「清音……」

　頭の芯しんまで痺しびれてしまったような声で清音は呟つぶやき、男の瞳を覗のぞき込んだ。

　店内のさざめきは光速で遠ざかり、日差しの温ぬくもりさえ闇やみの中に吸い込まれてしまったかのようだ。

　闇の中で男がそっと清音の手を取った。

「良い名だ。君の清らかさに相応ふさわしい」

　男は微笑んだ。

　闇の中でそこだけ明かりが灯ともされたかのようにぽっと明るくなった。

「我が名は……」

「王子!!」

　急に辺りが明るくなり、清音は目眩めまいがして思わず頭を振ふった。

「困りますな、勝手に出歩かれては」

「下がれ！」

　その激しい口調に驚いた清音が顔を上げると、男の側に暗い影のような姿がわだかまっているのが見えた。

「お城にお戻り下さい」

　甲かつ冑ちゆうをつけた戦士のような影は、脅おどすように揺ゆらめくと唐とう突とつに消えた。

「また会おう。清らかな女戦士よ」

　王子と呼ばれた男は、清音に寂さびしげな一いち瞥べつをくれると足早に店を出て行った。

　開け放たれた窓に駆かけ寄った清音がいくら目を凝こらしても、今出て行ったはずの男の姿は見当たらなかった。

「どうしたの、清音ちゃん？」

「今……」

　清音は振り向いた。

「男の人が……黒いシャツを着て、黒くろ髪かみの……」

　美星はきょとんとした顔で清音を見返し、窓の外を覗いた。

「清音ちゃん、ずっと一人だったわよ。私、悪いなーと思ってちらちら見てたんだもん。あんまり暗ーい顔してるから、湖に身投げするのかと思っちゃった」

「な、なんでアタシが身投げしなきゃならないのよ!?」

「ごめんね♡」

　美星は瞳ひとみの中に星をきらめかせた。

「私、ちっともキヨちゃんのこと考えてあげなくて。寂しかったでしょ？　こっち来て一いつ緒しよにケーキ食べれば良かったのにぃ。きっと何か悪い夢でも見てたのね。もう大丈夫よ。私が一緒に遊覧船乗ってあげるから」

「誰が遊覧船の話をしてるのよ？」

「だって、じいーっと見てたじゃない」

　名残なごりの午後の日差しに輝かがやく湖面に再び目をやった美星は、残念そうに溜ため息をついた。

「今日はもうすぐ終わりみたいね。明日の朝、船着き場に行きましょ。あら？」

　美星は窓から体を乗り出した。

「天地さあーん！」

「なに!?　天地ィ？」

　魎呼が慌あわてて窓に駆け寄る。

「ほら、あそこ。船着き場のとこ、とぼとぼ歩いてるでしょ？　なんか籠かごみたいなのしょって。天地さあ───ん」

　美星は窓まど枠わくをつかんで大きく手を振ふり、その横を魎呼と魎皇鬼が飛び越こして行った。

「魎呼！」

　王子とピートがそれに続き、美星はピートにエスコートされて上品に窓枠から飛び降りた。

「どこ？　ちょっと待ってよ、アタシも……」

　その肩をがっちりつかんだ者がいた。

「お客様、お勘かん定じようはあちらでございます」

　ウエイトレスがにっこり笑ってレジを指さした。

「消費税を合わせまして、全部で三百三十九ゴールドになります」

　王子にもらった五百ゴールドの内から勘定を払はらい終え、清音が店を後にした時は既すでに、四人と一匹は天地を取り囲んで何やらわあわあ言っているところだった。




　清音が出て行ってしばらく経たった後のことである。

　地味な灰色のマントに身を包んではいたが、人じん品びん卑いやしからぬ女が足を引きずるようにしてカフェテラスを訪れた。

「もし、人を尋たずねて参ったのですが」

　女がマントの下からザフィエル王子の絵姿を取り出すと、ウエイトレスはにっこりして頷うなずいた。

「その方なら先ほどまでいらっしゃいました。この町のどこかにご滞たい在ざいだと思いますわ」

　丁てい寧ねいに頭を下げた女のマントの下から真っ白なローブが覗のぞき、目ま深ぶかに被かぶったフードから艶つややかな黒くろ髪かみが滑すべり落ちた。

「お客様はもしかして、フレイア様……？」

　女ははっとマントを引き寄せ、何かに脅おびえるように足早に店を出て行った。







　レベル９　ニンジン、如何いかがですか







「ニンジン、如何ですか？」

　妙みように晴れ晴れとした顔の天てん地ちは、魎りよう呼この前に見事な葉つきニンジンを取り出した。

「甘くておいしいニンジンですよ。僕は世界一のニンジン作りです」

　魎呼が目を見開いたっきり手を出さないので、残りの三人の前に次々ニンジンを差し出した天地が、溜ため息をついてニンジンを籠かごにしまおうとした時だった。

「天地!!」

　魎呼は天地の胸むな倉ぐらをつかみ、がくがくと揺ゆさぶった。

「どうしたんだよ、おめーは!!　あたしの、この魎呼の顔を忘れたのか!?」

「ニンジン、いりますか？」

　天地は揺さぶられながらもなぜかにこにこしてニンジンを差し出した。

「みゃあん！」

　ついに我が慢まんできなくなったらしい魎りよう皇おう鬼きがニンジンに飛びつき、ウサギの数十倍はあるような前歯でこりこりと齧かじり始める。

　ぱああ、と魎皇鬼の顔が輝かがやいた。

　感動の余り、目を潤うるませている。

「みゃあみゃあみゃあみゃあみゃあ!!」

　魎皇鬼は断固として魎呼と天地の間に割って入り、前足で伸び上がると訴うつたえるような真しん剣けんな眼まな差ざしで天地を見上げた。

「ニンジン……！」

　天地は嬉うれしそうに別のニンジンを籠から取り出した。

　恐る恐る肉食獣のような魎皇鬼の口に入れる。

「みゃあ♡」

　魎皇鬼の全身が喜びに震ふるえ、蕩とろけそうな顔になった。

「ニンジン！」

「みゃあ♡」

「ニンジン!!」

「みゃみゃあ♡」

　後はこの繰くり返しである。

「おめーはっっ」

　魎呼がいきなり魎皇鬼の頭を殴なぐりつけた。

「みゃ!?」

　地面に這はいつくばった魎皇鬼を片足で踏ふんづけ、魎呼は天地の顔を両手で挟はさんだ。

「天地ぃ……一体どうなっちゃったんだよ!?　あたしが分かんないのか？　魎呼だよ。ほら、この髪かみ。この唇くちびる。覚えてるだろ？」

　魎呼は天地の手を無理やりつかむと自分の頰ほおに押し付けた。

「なんて顔してんだよ？　おめーとあたしは熱い愛を交わし合った仲じゃないか。これでも分かんねえか？　ほら、この辺がドッキンドッキンいってるだろ？　この熱い胸の奥に秘ひめた震えるハートがお前を恋しがって泣いてるのさ」

　魎呼は天地の手をビキニから弾はじけそうに盛り上がっている胸の辺りまで導いた。

「魎呼っ」

「待って！」

　血相変えて飛び出しそうになった王子のマントを必死に押さえながら、美み星ほしが囁ささやく。

「天地さん、なんだかヘン……」

「ニンジン……」
















　天地は脅おびえたような顔でイヤイヤをするように首を振ふった。

「……いらないんですか？」




　ドカッ……!!




「おめーはニンジンのことしか言えねーのかっ」

　船着き場の桟さん橋ばしに天地を殴なぐり倒した魎呼は、やるせない思いに拳こぶしを震ふるわせて絶叫した。

「おおー!?」

　回りからどよめきの声が上がる。

「あちゃー……」

　桟橋の回りにはいつの間にかやじ馬の人ひと垣がきができており、出遅れた清きよ音ねは人垣の陰かげで思わず頭を抱かかえた。

　と、その時である。

「乱暴は許しませんわ!!」

　人垣の中からつかつかと歩み出た灰色の姿が魎呼に向かってビシッと指を突き付けた。

「何の罪もない行商人を殴り倒して恐きよう喝かつするなんて、どういう料りよう簡けんですの？　ザフィエル、こんな悪事の片棒を担かついでいたなんて、わたくし、あなたを見み損そこないましたわ！」

　小柄な灰色の姿はフードを撥はねのけた。

　艶つややかな黒くろ髪かみがその背を滑すべり落ちる。

「フレイア!?」

「阿あ重え霞か!?」

　王子と魎呼が同時に叫んだ。

「悪事を働く者には神のお裁きが下りますことよ！」

　フレイアこと阿重霞は手を広げ、詠えい唱しようの文句を呟つぶやき始めた。

「るせえっ、くそ阿重霞！　てめーなんざどっか消えちまえ!!」

　魎呼がすらりと偃えん月げつ刀を抜き放つ。

　その声に天地が意識を取り戻した。

「ニンジン……!?」

「止やめて!!」

　清音は人垣をかき分けて飛び出した。

「ちょっと、何やってんの!?　予約の時間に遅れちゃうわよ。早く！　天地さんも立って！　ほらっ、みんな行くわよ！」

　白銀の疾しつ風ぷうの如く一同を追い立てた清音は、美星の手を引っつかみ、人垣をかき分けるようにその場を抜け出すと走りだした。

「予約って？　ねえキヨちゃん、予約って？」

「みゃみゃん！」

「待って下さい、清音さん！」

「ニンジン……」

　清音の後からぞろぞろと走って来るのは今や総勢七人と一匹になった冒ぼう険けん者しやたちである。

「ここまで来れば大丈夫よね……」

　清音は一軒だけぽつんと離れて建っている宿屋の前で足を止めた。

　はあはあと肩で息をしている。

「あんな人の大勢集まってるところでケンカ始めるなんて、どういう料りよう簡けんよ？　阿重霞さん、ここは柾まさ木き家けの居間じゃないのよ。ったく、アンタたちときたら、こんなとこまで来てまだ殺し合おうっていうの!?」

「月の巫み女こは殺せつ生しようなど致しませんわ」

　阿重霞ことフレイアが氷のような視線を向けた。

「勇者様こそこんなところで何をなさっているのです？　もう魔王の手はそこまで伸びて来ているのですよ。わたくしは……救いを求めに参ったのです。それが、何ですの？　こんな無法者と手を組んでいるなんて！」

「魔王の手だァ!?　阿重霞、おめー何ふざけたこと抜かしてんだよ？」

「わたくしは阿重霞などという女は存じません！　月の巫女フレイア様とお呼びなさい！」

　阿重霞、否いなフレイアは怒りに燃えるような目で魎呼を睨にらみつけた。

「へ!?」

「フレイア！　一体何が起こったんだ？　魔王の手とはどういう意味だ？」

「ザフィエル」

　阿重霞はゆっくりと王子に向き直った。

「月の谷が襲おそわれたのです」




　同じ頃、地下迷めい宮きゆうの奥深く、墓ぼ所しよのように横たわる魔王の根城では、黒ずくめの服を着た美び貌ぼうの青年が苛いら々いらと歩き回っていた。

「アズラエル様、少しは落ち着いて下さい。もう三日目でございますよ。あと四日で世界を滅めつ亡ぼうさせなければならないというのに、若君は一体何をなさっているのです!?」

「うるさいっ」

　アズラエルと呼ばれた若き王子は凄すさまじい形ぎよう相そうでライアーガスを睨みつけた。

　ライアーガスが骸骨の姿をした魔界の参謀ならば、親戚筋にあたるライアーガスは魔界の学者といったところだろうか。

　某ぼうゲームにおいては、ギリシャ風のトーガを纏まとい、石板を抱かかえた姿で登場するが、このライアーガスは大学教授風の黒いガウンを纏い、分厚い本を抱えていた。

「世界の滅亡など私の知ったことではない！　そんなものは父上を叩たたき起こしてやらせれば良いではないか。大体、この美しいハーツイーズを崩ほう壊かいさせて何の得がある？　人間どもが死に絶えれば我ら魔族も飢うえて滅ほろびるのだぞ。この世が栄え、清らかさに満ちて喜びに溢あふれた魂たましいが次々生まれ出るからこそ、我ら魔族はそれを堕だ落らくさせ、恐怖の色に染め上げて貪むさぼり食らう喜びを満まん喫きつできるのだ。金の卵を生む鶏にわとりも、大事に生かしてこそ価値がある。首を捻ひねり殺してしまっては元も子もない！」

　長弁舌を振ふるった王子はサイドテーブルからゴブレットを取り上げると一気に飲み干ほした。

　濡ぬれた唇くちびるが血を啜すすったように光る。

「ですが、若君！」

　ライアーガスも負けてはいなかった。

「アズラエルの名の下もとに集結した軍勢はどうなさる御積もりです？　この地下迷宮にはすることのない魔物どもがうようよしておりますよ。あんまり暇ひまなのでお互たがいいがみ合ったり、殺し合ったり、はたまた大酒かっ食らったり、物もの陰かげで子どもを作ったりしておるのです。下等な魔物の中には分ぶん裂れつして壁中覆おおい尽くしたりする者もおります。それをまた面おも白しろがって体中に塗ぬりたくる者、豚ぶたのように転げ回る者、ちぎっては丸めて積み上げる者、サッキュバスを追いかけて精気を抜かれる者、お互いの首をちょん切って投げ合う者……」

「皆、魔界に帰してしまえ!!」

　アズラエルはゴブレットを投げつけた。

　ライアーガスがさっと飛び退のいたのを見、王子の蒼そう白はくな額に血管が浮き出した。

「別に私が呼んだわけではない！　お前たちが勝手に呼び集めたのではないか。私はグレイスの湖こ畔はんで静かにこの世の移ろいを眺ながめているのが好きなのだ。そうして夜は家々を回り、徴しるしをつけた魂を魔道に導いて行く。物心ついて以来、そうして過ごして来たのだ。勇者が現れたからと言って、野や蛮ばんな振ふる舞まいを押し付けられるのは御ご免めんだ!!」

「単に若くてきれいな女を物色してるだけじゃないですか」

　ライアーガスは落とした本を拾い上げ、ぶつくさと呟つぶやいた。

「大魔王ネルガル様がお目覚めにならない以上、若君が指揮をお執とりになるのは当然というものです。それなのに、遠とお見みの水すい晶しようもご覧下さらない。計画書もお読みにならない。報告もお聞きにならない。勇者はもう、グレイスの湖畔まで来ておるのですよ！　それなのに、こちらのしたことと言えば、ナイトストーカー一匹とブラックドラゴン一匹出しただけじゃないですか！　このままでは全ての恐怖の源、このダーク・フォートの権けん威いが失しつ墜ついするのは時間の問題です。今まで見た限りでは、勇者たちは手ごわいですよ。今夜にでも魔物を放ちましょう。世界を恐怖に陥おとしいれ、人間どもを震ふるえ上がらせるのです！」

「ならぬ!!」

　アズラエルは一いつ喝かつした。

「勇者などこの迷めい宮きゆうに入ればどうせ一刻と生きていられまい。私は邪じや魔まな勇者が滅ほろびればそれで良いのだ。もう下がれ！　お前の髑どく髏ろ顔は見み飽あきたわ」

「わたくしは若君の後見人でございます！　まだ幼くていらっしゃった若君をこの腕に抱だいて以来、魔界のプリンスに相応ふさわしいお方になられるよう見守って参りました。偉い大だいなる父上のことをお考え下さい！　血と恐怖と大いなる力で暗黒時代を支配されたネルガル様のことを。今の若君は余りにもふがいないではないですか！　今からでも結構ですから遠見の水晶をご覧下さい。勇者どもが元気一杯、五体満足でやって来るのがお解わかりになるでしょう！」

「ライアーガス」

　アズラエルは凄すごみのある美び貌ぼうに陰かげを落とし、忠実なる臣下の虚うつろな眼がん窩かを覗のぞき込んだ。

「それ以上つべこべ抜かすとそのガウンごと骨こつ壷つぼに詰つめ込んでやるぞ。下がれ」

「……失礼致しました」

　ライアーガスは溜ため息をつくと、振ふり返り振り返り広間を出て行った。

　独ひとりになった王子は苛いら々いらと大広間を歩き回っていたが、ドラゴンと髑髏を彫ほり込んだ象ぞう牙げの玉ぎよく座ざに沈しずみ込んだ。

　その唇くちびるから深い溜め息が漏もれる。

「何な故ぜ私を追い立てるのだ？　何故放ほうっておいてくれぬのだ？　私は美しいものが好きだ。美しいものを美しいままに愛するのが好きなのだ。戦いなど野や蛮ばんなけだものに任せておけば良い。ハーツイーズの神よ、何故私の邪魔をする!?」

　ふっと脳裏に女の姿が浮かんだ。

　白銀の鎧よろいをつけ、凜りんとした瞳ひとみに悲しげな色を湛たたえている、人間の女だ。

　彼はもう一度、その顔を見たいと思った。

　今ならまだ、湖こ畔はんの町にいるだろう。

　寒々とした広間の中央に描かれた魔法陣の上に立ち、アズラエルは転移の呪じゆ文もんを唱え始めた。

「清音……と言ったな」

　王子は詠えい唱しようを途と中ちゆうで止めて呟つぶやいた。

　あの白銀の鎧はどこで手に入れたのだろう。

　月の谷だろうか。

　巫み女こフレイアのもとに立ち寄り、祝福を受けたのだろうか。

「ライアーガス！」

　たった今、下がれと言ったのも忘れてアズラエルは声を張り上げた。

　広間はしんとしたまま、燭しよく台だいの炎ほのおだけが揺ゆらめいている。

　ライアーガスは本当にどこかに行ってしまったようだ。

　恐らく、迷めい宮きゆうの見回りにでも行ったのだろう。

　アズラエルは軽く舌打ちして紫し檀たんの大きなテーブルの上に放り出された報告書を取り上げた。

　ぱらぱらとお義理でめくって見ただけで、一度も目を通していない報告書である。



















　８の月、旅立ちの野に勇者現れる。

　異世界の者、太陽の門をくぐり、黄金城の王に謁えつ見けんす。

　予言のタペストリーに異変あり。




　報告書はそこから始まって、黄金城の王子ザフィエルが加わったこと、勇者には連れがいること、ウイザードが加わって月の谷に向かったことが書かれていた。

「黒くろ髪かみの女勇者……名は清音……清音だと!?」

　報告書には月の谷に伝わる秘ひ儀ぎが記されていた。

　勇者現れし時に授さずけられると言われる三つの祝福……白銀の鎧よろい、セレネの剣、そして処女の接せつ吻ぷんである。

　アズラエルは報告書を放ほうり出し、遠見の水すい晶しようの覆おおいをつかむと床に投げ捨てた。

　白い霧が渦うず巻まく水晶の内部が中心から徐々に澄すみ渡り、ザフィエル王子や巫女フレイアの姿に混じって一ひと際きわ目を引く白銀の鎧姿が映し出された。

　その背に帯びているのは確かにセレネの剣である。

「三つの祝福……！」

　アズラエルは思わずよろめいた。

「……勇者……だったのか!?」

　水晶の中の清音は残り六人の仲間を引き連れて、一軒の宿屋の中に消えるところだった。







　レベル10　天地さん、良く聞いて







「天てん地ちさん、良く聞いて！」

　魎りよう呼この拳こぶしにものを言わせ、無理やり空あけさせたスイート・ルームのソファに天地を座らせた清きよ音ねは、首実検をするように魎呼と阿あ重え霞かを目の前に立たせ、順番に指さした。

「魎呼さんよ。それに阿重霞さん。本当に覚えてないの？」

　天地はきょとんと清音を見上げたまま、曖あい昧まいに首を振ふった。

「アタシは？　美み星ほしは？　魎りよう皇おう鬼きは？　みんな忘れちゃったの!?」

「もう座ってよろしいですわよね？」

　阿重霞は返答を待たずに踵きびすを返すと、さっさと奥のテーブルに歩いて行き、ザフィエルの向かいに腰こし掛かけた。

「阿重霞さん！」

「フレイアです！」

　怒ったような返事が返って来た。

「一体どうなっちゃったのよ？　どうして記き憶おくが戻らないの？　このままじゃ二人とも、こっちの人になっちゃうわ。美星、アンタは簡単に戻ったのにね」

「真ま面じ目めな人ほどなりきっちゃうんじゃないかしら？　ほら、天地さんも阿重霞さんも真面目だしぃ……」

「あたしは不真面目だって言うのかい？」

　魎呼が中指を突き立てた握にぎり拳を美星に突き出した。

「えっ、べ、別にそんなこと誰だれも言ってないですぅ……」

　奥のテーブルでは阿重霞が王子とピートを前に、眉まゆを寄せて昨晩の出来事を話していた。

「じゃあ、月の谷を襲おそった魔物は、僕たちが来た時あなたを襲った魔物と同じだったんですね」

「ええ……同じものでした。それも何百と……。甲かつ冑ちゆう姿の、闇やみの化け身しんのような恐ろしい指揮官が魔物たちを率いていました。わたくしたちは守りの障しよう壁へきを唱えましたがその男に打ち破られてしまって……後は魔物たちの天下でした。谷の半数が殺され……わたくしは隠かくれ身のマントを羽織ってようやくゲートをくぐったのです」

「フレイア」

　王子は顔を覆おおってしまった阿重霞の肩に手を置くと、一瞬言葉を詰つまらせた。

「悪かった。俺おれが残っていれば君を……」

「いいえ、ザフィエル。わたくしが悪いのです。あなたの言うとおり、一いつ緒しよに旅立てば良かった……そうすれば谷の者たちが命を落とすこともなかったのに……」

「魔王ネルガルの手の者でしょう」

　ピートは難しい顔で呟つぶやいた。

「暗黒時代の話は、実はあまり伝わっていないのです。魔王ネルガルがどういう姿をしていたか、魔王の軍勢がどれほどの規模のものか……魔王ネルガルがミングラー・カオスに封ふうじられ、永い眠りについて以来、ドラゴンやモンスターたち、闇やみに潜ひそむ魔界の生き物たちはその本来の力を失ったと言われています。脅きよう威いは脅威ですが、世界を脅おびやかす程でもない。均きん衡こうが取れていると言っても良いでしょう。だが、どうやら均衡は打ち破られたようです。いよいよ滅ほろびの時が近づいたのですね……恐らく、世界のあちこちでそういった殺さつ戮りくが始まるはずです」

「そんなことが……」

　いつの間にかピートの後ろには清音が立ち、じっと耳を傾かたむけていた。

「すみません。もっと早く話すべきでした」

　ピートはしんとしてしまった一同の方に振ふり返った。

「僕自身も混乱していたのです。余りに色々なことがあって……ここまでの旅は楽しかったですし……恐ろしい目にも遭あいましたけど……」

「みんな同じよ」

　清音が慰なぐさめるように微笑ほほえんだ。

「アタシたち、とにかく出会ったわ。そして何とかここまでやって来た。あとは《目指せ、魔王城！》よ。行く道々、ひとつひとつ切り抜けていけばいいわ」

「キヨちゃん、決めゼリフが渋しぶいじゃない？」

「アタリマエでしょ。アタシは勇者だもん」

「……ふん！」

　魎呼は苛いら々いらと水色の髪かみを搔かき上げ、無心に魎皇鬼の頭を撫なでている天地をちらりと見た。

「なに遊んでんだよォ……天地の方が大事だろ？」

　その時だった。




　ドォォォォン……!!




　爆ばく炎えんと共に扉が吹き飛んだ。

　禍まが々まがしい叫び声と共に異形の魔物たちがどっとなだれ込んで来る。

「不意打ちだ！」

　いつの間にか夕闇が忍しのび寄っていた室内は、たちまち悲鳴や剣の触ふれ合う音、物の壊こわれる音などで満たされた。

「イヤぁっ、来ないでぇ！」

「美星っ」

　清音は白く輝かがやくセレネの剣を力任せに振ふり下ろし、美星に襲おそいかかろうとしていたオークを切り倒した。

　その途と端たん、左腕に鋭い痛みが走る。

　がっちり歯を立てて嚙かみ付いていたのは、ゾンビの生首（？）だった。

　どうやらクリティカルしたのは魎呼らしい。

　部屋の隅すみからカッと光が迸ほとばしる。

「母なるセレネよ！　汚けがれた魂たましいを地に返し、邪じや悪あくなる瘴しよう気きを清めたまえっ」

　ヒステリーを起こしかけているような阿重霞の声だ。

「炎ほのおの精、イフリートよ。不ふ浄じようの肉を焼き尽くす聖なる炎もて、我に力を貸し与えよ！」

　ごうっと魔法の炎が巻き起こり、ナイトストーカーどもが悲鳴を上げる。

「どぉりゃああああっ」

　喜々として両手持ちのグレートソードを片手で振り回しているのはザフィエルだ。

「えーい、この！　この！　この！　この！」

　美星は手近にあった花か瓶びんでゾンビの生首をガンガン叩たたき、清音はセレネの剣を構えたまま狂おしく室内を見回した。

「天地さん！」

　天地は涎よだれを垂らした狼おおかみに部屋の隅すみまで追い詰つめられ、目を見開いたまま震ふるえていた。

「みゃあああん！」

　いきなりぶっとい足が狼の背を踏ふみ潰つぶした。

「みゃんっ」

　魎皇鬼は狼の首筋をくわえるとそのまま天井まで投げ飛ばし、半分失神状態の天地にすりすりし始めた。

「畜ちく生しようっ、きりがねえ！　魎皇鬼、天地を連れて逃げるんだ！」

　偃えん月げつ刀を振り回していた魎呼は魎皇鬼に向かって叫ぶと、刃は毀こぼれした刀を捨て、素手で闘い始めた。

「みゃあああああん!!」

　魎皇鬼は首を下げてぐっと力をこめた。

　肩けん甲こう骨こつの下が盛り上がり、天使のような純白の翼が現れる。

「りょ……魎皇鬼ちゃん？」

「みゃみゃん！」

　魎皇鬼は清音に向かって得意げに鳴くと、仰ぎよう天てんしている天地をその背に放ほうり上げ、破れた窓から飛び出した。

「行くぞっ」

　魎呼がすぐその後に続く。

　幸い部屋は一階だったので、ミホキヨや阿重霞たちも足を骨折したり捻ねん挫ざしたりせずに窓まど枠わくから飛び降りた。

「ねえねえ、どうしてこんな目に遭あわなきゃなんないの!?」

　街かい道どうを必死で走りながら美星が振ふり向いた。

「分かんないわよっ。ほらっ、後ろ向いてるとコケるわよ！」

「あっ、魎皇鬼ちゃんペガサスみたい。ほら見てみて、ホントに飛んでるぅ……あっ!?」

　顔から砂じや利り道に突っ込むところだった美星を、追いついて来たピートがちょうど抱だきとめた。

「だから前向いて走りなさいって言ったのに」

「ゲートはすぐそこです。急いで！」

　少し行った先、小さな流れが恵めぐみの湖に流れ込むあたりにひっそりと虹にじ色のゲートが立っていた。

　魎皇鬼がゲートの手前に降り立った途と端たん、その背の翼が消える。

「天地ぃ、大丈夫か？」

　相変わらずぼーっとしている天地を待っていた魎呼が抱き下ろした。

「このゲートは？」

　ようやく追い着いた清音が息を切らしながら怒ど鳴なる。

「決まってんだろ。鷲羽わしゆうのとこさ。会えるかどうかが問題なんだけどな」

「問題って!?」

　突然、暗い影かげのような姿が清音を遮さえぎった。

　追いついてきた阿重霞とザフィエルが驚いて足を止める。

「お前が勇者か」

　甲かつ冑ちゆう姿の男の影は、くぐもったような声で清音に呼びかけた。

「ならば、ここで死ね!!」

　ざん、と空くうを切る音がして青白い大おお鎌かまが振り下ろされた。

「何者!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、飛びのいた清音がセレネの剣を抜き放つ。

「名乗る必要はない」

　男の声は僅わずかに笑っているようだった。

「出いでよ、闇やみの眷けん属ぞくたち！」

　ごう、と闇が渦うず巻まき、わらわらとモンスターが飛び出して来る。

「母なるセレネよ。汚けがれた魂たましいを地に返し、邪じや悪あくなる瘴しよう気きを清めたまえ！」

　カッと眩まばゆい光が迸ほとばしった。

　影はたじろいだように腕を上げ、目を覆おおった。

「逃げるのよ、清音！」

　美星が飛び込んで来て清音の腕をつかむ。

「だ、だってあれは魔王の……」

「いいんだって！」

　美星は清音を引きずってゲートに飛び込み、間を置かず全員がゲートをくぐって消えた。

「あれが阿重霞さんの言ってたやつ？」

「フレイアです！」

　ゲートから団子状態で転がり出た清音たちは、呆ぼう然ぜんと辺りを見回した。

　黒々と続く森の小さな空き地にぽつんとゲートが立っている。

「まあ……」

　阿重霞の表情が和なごんだ。

「森の匂いだわ。何だか懐なつかしい……」

「ふぇ～ん、怖かったぁ～」

　涙ぐんでいる美星を宥なだめながら、清音はゲートを振ふり返った。

「追っ手は……来ないようね」

「あの男、何か言ってましたか？」

　ピートがボロボロになった黒いローブをたくしあげながらやって来る。

「名前も言わなかったわ。でも、間違いなくアタシを狙ねらって来たのよ」

　清音はタテジワを寄せて白銀の鎧よろいを見下ろした。

　ゾンビの唾だ液えきや体液でべとべとのドロドロになってはいるが傷ひとつついていなかった。

　この鎧がなかったらもっとひどいことになっていたのは間違いない。

「ありゃあ、魔族の一人だぜ。絶対そうだ。フレイア、怪け我がはないか？」

　回りの闇やみに目を凝こらすようにして警戒していたザフィエルが戻って来た。

「……ったく、誰かさんの勇者ゴッコのお陰かげで苦労するぜ」

　魎呼は疲つかれたようにぐったり足を投げ出している天地を魎皇鬼に任せ、険悪な顔でやって来た。

「清音！　この森の奥に鷲羽がいる。だけど今日は暗いし、もうヤメだ。あたしゃ寝るからみんな好きにしろ」

　それだけ言いに来たのか、魎呼はすたすたと天地の側に戻って行ってしまった。




　朝になると結局全員がゲートの側で眠りこけていたことが判明した。

　朝、と言っても鬱うつ蒼そうとした森の中は薄うす暗い。

「今日は何日だっけ」

「え？」

「違った、何日目だっけ？」

「んーと……四日目かな」

　美星は指折り数えていたが、清音の顔を見て急に涙ぐんだ。

「清音ちゃん、オナカ空すいた。背中が痛い。きのうケガしたとこも痛い。手がべたべたする。もうおうちに帰りたい」

「子どもみたいなこと言うんじゃないわよっ」

　清音は立ち上がった途と端たん、目眩めまいを起こしてしゃがみこんだ。

　……アタシなんか、コーヒー一杯しか飲んでないんだから。

　昨日より緩ゆるくなったような気がする白銀の鎧よろいの汚れを、ヤケになって手でふき取った清音は、それをまた下草に擦こすり付けた。

「これが冒ぼう険けんってもんなのよ。普段の任務と大して変わりゃしないわ」

「ううー……」

　目を潤うるませている美星を引っ張って立たせながら、清音は耳元に囁ささやいた。

「辛つらい冒険ももうすぐ終わりよ。鷲羽さんに会って、魔王を倒せば元の世界に戻れるんだからね。ほら、しゃんとしなさいよ！」

　持ち物の殆ほとんどを宿屋に置いて来てしまった一同は、ドロドロのボロボロの格好で取り敢あえず森の中へ延びている小道を歩きだした。

　道は森の中を一周して、元のゲートまで戻って来てしまった。

「やっぱりな」

　魎呼は舌打ちし、今度は途中から道を逸それて歩きだした。

　すぐに密生した灌かん木ぼくやつる草に行く手を阻はばまれ、一行は遅ち々ちとしか進めなくなってしまった。

　随ずい分ぶん長い間苦労して進み、やっと開けたところに出たと思ったそれは、元のゲートがある小さな空き地だった。

「くそっ」

　魎呼は毒づくと、今度は逆回りと思われる方向に進み始めた。

　小道が見つかり、それに沿って進んで行くと、元のゲートが現れた。

「こらッ、クソ馬鹿カニアタマ鷲羽っ!!」

　魎呼は拳こぶしをぎりりと握にぎり締め、森中に響ひびくような大声で怒ど鳴なった。

「これ以上人をおちょくりやがると、森ごと衝しよう撃げき波はで消し飛ばすぞ!!」

　森は森しん閑かんとしていた。

「一体、どういうことですの？」

　阿重霞が声を潜ひそめて隣となりの王子に問いかける。

「さあな……」

　王子は拳を突き上げている魎呼の後ろ姿をうっとりと眺ながめていた。

　こんな時でも王子の愛は勝手に燃え盛っているらしい。

「ニンジン畑、行かなきゃ」

　おとなしく魎呼の後に付き従っていた天地が、ぽつりと呟つぶやいた。

「勝手になさい！」

　阿重霞は何な故ぜか怒ったような口調で吐はき捨てると、ザフィエルの側を離れ、何の変へん哲てつもない森の小道を睨にらみつけた。

「ちょっと、そこの魎呼とやら。わたくしの祈いのりで真実の道を見つけだしてあげますわ。おどきなさい！」

　両手を合わせて目を閉じる。

「母なるセレネよ、偽いつわりの幻まぼろしを退け、真実の姿を巫み女こフレイアに示されよ！」

　何も起こらなかった。

「駄だ目めですね。どうやらこの森には呪じゆ文もんを無効化する結界が張られているようです」

　ピートは美星に火の消えたロウソクを取り出して見せた。

「さっきちょっとやってみたんですけどね、マッチの方が役に立ちそうですよ」

「鷲羽さんがいるって、ホントなのかしら？」

　鼻の頭に泥をつけた美星が首を傾かしげる。

「見たんだ」

　途端に魎呼が振ふり向いた。

「あのクソいまいましいカニ頭をさ。森の奥に消えて行ったんだ。おーい、陰いん険けんイジワル女！　噓うそつきヤロー！　庭の盆ぼん栽さい科学者！　胸なし幼女サイエンティスト！　カニのノーミソ！」

「待って！」

　清音が魎呼を押しのけた。

　何かに憑つかれたような表情である。

「聞こえる……。不思議な声が聞こえるわ」

　清音はセレネの剣を高々と差し上げると、大声で宣言した。

「我こそは真の勇者、清音なり。隠いん者じやの森よ、我と我が仲間の前に真実の道を開け！」

　ふっと小道が揺ゆらいだと思うと、あっけなく森が開かれた。

　広い道の先に、小さな二階家が建っている。

　一行が近づくと、ドアに木き彫ぼりのプレートがかかっているのが見えた。




「この扉をくぐる者は、全ての希望を捨てよ」




　そう記されている。

「いい根こん性じようしてんじゃねえか!!」

　魎呼が雷を纏まとった足蹴げりをくれてドアを蹴破った。

「出て来いっ、鷲羽！　てめーの首を絞しめ上げて、マグロのエサにしてやるっ!!」

「だあれ？」

　ピートと同じような黒ローブを着て箒ほうきを持ち、水色の髪かみを二つに結んだ目の大きな少女が階段の踊り場から顔を出した。

「お師し匠しよう様は研究中です。誰にもお会いになりません」

「砂さ沙さ美みちゃん!?」

　ミホキヨは仰ぎよう天てんした。

「なあに？　わたし、サミーっていうんだけど」

「サミー？？？」

「そっ。魔法少女プリティサミー♡」

　砂沙美にそっくりの少女はにっこり笑ってポーズを取った。

「なあんて、まだ見習いなの。ねえねえ、森のグルグル・トラップを抜けて来たの？　そんなら会うかも知れないわ。わたし、お師匠様に聞いてくる！」

　少女は踵きびすを返すと降りて来た階段を上がろうとした。

「待って！　あなたは……」

　ミホキヨを押しのけて阿重霞が顔を出した。

　少女は振ふり返った。

　大きな目を不思議そうに見開いて、一段一段降りて来る。

「お姉様？」

　少女の目に驚きの色が浮かんだ。

「阿重霞お姉様!?」

　阿重霞はヘンな顔をした。

　どのくらいヘンかというと、イチゴケーキと信じて口に入れたものがクリームとタラコで飾かざられた押し鮨ずしだったというぐらい、ヘンな顔だった。

「砂……沙美？」

「うん！」

「砂沙美なのね!?」

「うん!!」

　樹じゆ雷らいの姉妹は固く抱だき合った。

「ふうぅ……」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた清音は安あん堵どの溜ため息をついた。

　一いつ遍ぺんに二人の記き憶おくが戻ったのである。

　樹雷皇おう家けの血はやはり濃いらしい。

「まあ？」

　阿重霞は不思議そうに辺りを見回した。

「ここはどこですの？　わたくし、ここで何をしていたのかしら？」

「フレイア!?」

　阿重霞は王子の顔を訝いぶかしげに見た。

「あの……どちら様でしたかしら？」

　王子は額に手を当ててよろめいた。

　と、その時。

「やかましい！　人の家で何を騒いでおる!?」

　凜りんとした声が響ひびいた。

　黒マント姿の小こ柄がらな姿がゆっくりと階段を降りて来る。

「プレートを読まなかったのか？　隠いん者じやの家を騒がす者には呪のろいが降りかかるぞ！」

「出たな！」

　魎呼の姿がふっと消えた、と思った時にはもう女の前に立っていた。

「ていッ」

　いきなり黒マントをひん剝むく。

「おおっ!?」

　見つめる一同から思わず驚きよう愕がくの声が上がった。

　カニのような真っ赤な髪かみを振ふり立て、グルグルメガネに肩パッドの入ったグルグル模様のガウンを羽織った、いかにもアブなそうな推すい定てい年齢十二、三歳の少女が現れたからである。

「よくぞ我が幻まぼろしを見破った!!」

　少女は絶好調で声を張り上げた。

「我こそは偉大なる混こん沌とんの神、ミングラー・カオスなり！　左手のグルグルは宇宙を統すべ、右手のグルグルは世界を統べる。何でも一つずつ、望みを聞いてとらせよう。何が良い？　男か、金か？　それともイケイケボディーか？　このカオスの手にかかれば世界など思うがまま。どんな設定でも望みのままじゃ！」



















　げしっ!!




　魎呼の拳こぶしが少女の頭を直撃した。

「おめーが一番、アブないんだよっ!!」

　その途と端たん、グルグルメガネがぽろっと外れた。

「何すんの！　母親に向かって!!」

　いつもの口調に戻った鷲羽が魎呼を見上げて目を吊つり上げる。

　と……。

「あらら……？　鷲羽ちゃん一体、何やってたのかしら!?」

　不思議そうというより恥はずかしそうに自分の格好を見下ろす。

「だああああ!!」

　王子とピートの二人を残して全員がその場に折り重なった。







　レベル11　で、あんたが勇者







「で、あんたが勇者ってわけね」

　天才科学者らしく、一秒で記き憶おくを取り戻し、二秒で事態を把は握あくした鷲羽わしゆうは、げっそりした顔の清きよ音ねを前に講義を再開した。

　ここは二階の研究室である。

　既すでにグルグルガウンは脱いで、今度は三角帽ぼう子しを被かぶり、魔法使いのローブを着ていた。

「ポニーテールにリボン結んだどっかのバカがプロテクトを解除したに違いないわ。現実世界がこのハーツイーズを侵しん食しよくしたお陰かげで、あらゆるところがごっちゃになっちゃって、手がつけられないのよ！　本来のキャラクターの性格は歪ゆがむわ、イベントは勝手に起こるわ、よく世界が崩ほう壊かいしなかったもんね」

　鷲羽が一見チェス盤ばんのように見えるキーボードを叩たたくと、真っ白なタペストリーに幻げん影えいが現れた。

　最後のステップ、魔王城に続く地下迷めい宮きゆうである。

「でも、もう起こっちゃったものは仕方がないわ。清音殿、あんたはここに行くのよ」

「そんなお遊びより、こっちを早くどうにかしてもらいたいな」

　ニンジンを取り上げられてしまったせいで、ますます元気のなくなった天てん地ちの首根っこをつかみ、魎りよう呼こは鷲羽の前に天地を突き出した。

「この顔を見ろよ！　これが天地か？　あたしの大事な男をこんな情けない目に遭あわせやがって！」

「ニンジン……ないですか？」

　天地は哀あわれな声で訴うつたえた。

　いつもならすぐ突っ掛かかる阿あ重え霞かも、今はさすがに俯うつむいて恥はずかしそうにしている。

　何と言っても、天地に気づきもしなかった負い目があるのだ。

「ニンジンねえ……今回一番割が合わなかったのは天地殿だわね」

　鷲羽はキーボードを叩いた。

「ほら、これこれ。ここにデータが残ってるわ。セリフなし、イベントなしのただの通行人ね。清音殿が勇者として登とう録ろくされちゃったんで、天地殿は弾はじき飛ばされてたまたまこの通行人に収まったってわけ。ほんと、天地殿って奥ゆかしいわよね。もし魔王なんかに転生したら大変だったわよ。それに引き換かえ、あんたたちと来たら！」

　鷲羽はキーボードから手を離し、お馴な染じみ柾まさ木き家けの面々を睨にらみつけた。

「勇者は王様を怒ど鳴なり倒すわ、月の巫み女こは町のど真ん中でケンカするわ、盗とう賊ぞくはちゃんとお金を払はらって買い物するわ、魎呼は……まあ、あんたはいつも通りか」

「鷲羽さんだってアブない人になってたくせにぃ」

　美み星ほしが懸けん命めいに抗こう議ぎした。

「まあちょっとその、呪のろわれてたのよ。あんまり深く追求しないでよね」

　鷲羽は曖あい昧まいに言葉を濁にごすと、天地に向かって指をパチンと鳴らした。

　虚うつろな目に光が戻り、表情が引き締しまる。

「あれ……鷲羽さん!?」

　天地は首筋を撫なでながら回りを見回し、ぎょっとしたように後ずさった。

「み……みんないるんですか？　俺おれは一体、今まで何をしてたんだろう？？」

「まあ、色々よ。それより……」

「天地!!」

　いきなり魎呼が遮さえぎった。

「良かったなあ、天地。あたしゃおめーの記き憶おくが戻らないんじゃないかと思って気が気じゃなかったぜ。これで元通りだよな。さ、家へ帰ろう」

「みゃん！」

　足元で突然声がし、天地は驚いて飛びのいた。

「魎りよう……皇おう鬼き!?」

　見慣れた姿の何十倍はあろうかという魎皇鬼である。

　天地は恐る恐る魎皇鬼に手を伸ばし、ふさふさの頭を撫なでた。

「みゃんんんん……」

　魎皇鬼は目を閉じて、気持ち良さそうに天地の手に自分の頭を擦こすりつけた。

「ねぇ～ん、天地ぃ」

　魎呼は別人かと思うような甘えた表情で、自分も天地に擦りついた。

「こいつら、これから魔王城に行って世界を救うんだってさ。おめーはどうする？　あたしと一いつ緒しよに温泉でも行くか？」

「魎呼……俺、何がなんだか……」

　天地はドギマギして阿重霞の方を盗ぬすみ見た。

　妙みようだ。

　いつもなら、もう飛んで来てもいい頃なのに。

「魎呼!!」

　代わりに怒り狂った見知らぬ男がやって来た。

「約束が違うじゃないか。俺とお前は世界を救って、新しい未来を切り開くんだ！　そんなニンジン売りに構っている暇ひまなどないだろう!?」

「あたしがいつ約束したよ!?」

　魎呼も険悪な顔で言い返した。

「勝手に約束すんなよな！　おめーは大体、今頃遥はるか宇宙の彼方かなたにいるはずだろ？　ったく、ゾンビみたいに蘇よみがえりやがって、あたしと結婚しようなんて百年早いんだよ!!」

「結婚!?」

　ザフィエルは怪け訝げんな顔をした。

「……しまった……」

　魎呼が珍めずらしく真っ赤になる。

「そうか……そうだったのか！　やっぱり俺とお前は運命の赤い糸で結ばれてたんだ。よしっ。世界を救ったらすぐに結婚式だ!!」

「帰れっ!!　ブラックホールに吸い込まれて、二度と出て来んな!!」

　魎呼は耳の付け根まで赤くなって、王子を寄せつけまいと拳こぶしを振ふり回した。

「結婚……!?　ニンジン売り……!?」

　理性が崩ほう壊かいしてしまったような顔で天地が呟つぶやく。

「天地様！」

　たまりかねた阿重霞が駆かけ寄った。

「こんな野や蛮ばん人の側にいては危険ですわ。わたくしと一いつ緒しよに元の世界へ戻りましょう！」

「ああっ、お姉様だけずるーい！」

　魔法使いの弟子、サミーこと砂さ沙さ美みが飛んで来る。

「ど、どうしようキヨちゃん……」

「どうしようって、ミホちゃん……」

「美み星ほしさん！　僕を置いて帰らないで下さい!!」

　ピートが涙ぐんで美星の腕を引き留とめた。

「はいはいはいはい！　みんな、分かったから離れなさい!!」

　鷲羽が手をパンパンと叩たたいて一同を仰ぎよう天てんさせた。

「あんたたち、ひとまずお風呂に入って頭を冷やしておいで。一人ずつ入るのよ。またケンカになるからね。その間に鷲羽ちゃんが今後の善ぜん後ご策さくを考えといてあげるから。さ、行った行った」

　鷲羽が手を一振りすると、ドロドロの冒ぼう険けん者しやどもの姿がぱっと消え、研究室に残ったのは鷲羽と砂沙美だけになった。
















「あれ？　お姉様たちどこへ行っちゃったの？」

「癒いやしの泉。ま、露ろ天てん風呂みたいなもんよ。ちゃんと男女別になってるから大丈夫だとは思うんだけど……」

　鷲羽がキーボードを叩くと、タペストリーに野や趣しゆ溢あふれる光景が映し出された。

　深山幽ゆう谷こくを抉えぐるように流れる川沿いに、大きな屛びよう風ぶ岩に仕切られた露天風呂が湯気を立てている。

　鷲羽がその片方をクローズアップして見ると、魎呼と阿重霞が裸でお湯を撒まき散らしながらつかみ合っているのが目に飛び込んで来た。

　そのそばで美星が吞のん気きに鼻歌を歌い、清音は懸けん命めいに汚れた衣服を洗せん濯たくしている。

「……お約束ね」

　鷲羽はもう片方の露天風呂に幻げん影えいを切り替えた。

　天地、王子、ピートの三人の男たちが出来るだけ離れるようにして体を洗い、その真ん中をでっかい魎皇鬼が嬉うれしそうに泳いでいる。

「ノゾキに行かないだけマシか」

　鷲羽はキーを押して幻影を消し、立ち上がった。

「さて。どうしたもんかしらね……？」




　小ざっぱりした天地たちが戻って（正確には戻されたのだが）来て、食卓についた時にはもう、午後も半分過ぎていた。

「わあ、おいしそう！」

　スープとサンドイッチにフルーツという簡単なメニューだが、飢うえた冒険者にとっては御ご馳ち走そうである。

「いっただっきまーす！」

　美星は何の屈くつ託たくもなく食べ始めた。

「食べながら聞いて欲しいんだけどね」

　鷲羽が口を開いた。

「残念ながら今すぐ帰るってわけにはいかないのよ。プログラム上、魔王を倒さないと帰れないようになってるの。今までにずいぶん夾きよう雑ざつ因いん子しが入っちゃってるからこの先どうなるか、正確なシミュレートが出来ないんだけどね。清音殿、とにかくあんたは勇者になっちゃったんだから、最後までやってもらうわ。それと美星、ここに置いとくとまた余計なことしそうだから一いつ緒しよに行きなさい。阿重霞殿と魎呼はここに居た方が良さそうね。そこの王子様と魔法使いは行くんでしょ？」

「魎呼と一緒でないなら行かない」

　ザフィエルは頑がん固こに首を振ふった。

「僕は美星さんと一緒に行きます」

　ピートの方は嬉うれしそうだ。

「あんたたちも何か混じってるんじゃない？」

　鷲羽は溜ため息をついた。

「あのね、本来のパーティーは四人なの。勇者、戦士、魔法使い、僧そう侶りよ。このメンバーで魔王を倒すはずだったのよ。文句があるなら余計なスイッチ押した人に言って欲しいわね。大体、最初っからおかしいの。月の谷の時点ではパーティーはまだ三人のはずなのに四人揃そろってたり、炎ほのおの山では山さん賊ぞくと戦うはずだったのに助けてもらったり、ね」

「君の言ってることは良く分からんが……」

　王子は眉まゆを寄せた。

「俺たちが間違ってるというわけか？　本当の勇者は別にいるのか？」

「ええ、そこにね」

　鷲羽は天地の方に顎あごをしゃくってみせた。

「本来ならこの天地殿が世界を救うはずだったのよ！」

　天地はびくっとして手を振った。

「あの、俺……別にいいですよ。俺、力ないし、そんな責任重大なこと引き受けるような勇気もないですし……」

「……失敗だわ」

　鷲羽はタテジワを寄せ、きりきりと青筋を立てた。

「この宇宙一の大天才が初めて失敗したわ！　しかも、やり直ししようにもリセットボタンは遥はるか現実の彼方かなたときてるの。もういいわ。あんたたちみんな、一いつ緒しよに行きなさい。何が起こるか分からないけど、このままここに座ってれば本当に世界が滅めつ亡ぼうして、みんな電脳空間のチリになっちゃうかも知れないわ。とにかく魔王を倒しさえすれば、現実世界に戻るゲートが開くことになってるのよ。旅立ちなさい！　そして、力を合わせて魔王を倒すのよ!!」

　一人、バックにベタフラをしょってリキが入っていた鷲羽は、呆ぼう然ぜんとして見つめる七人と一匹の視線にはっと我に返った。

「ねえねえ、砂沙美は？」

　七人と一匹から外れたところにいた砂沙美がお盆ぼんを置いて鷲羽の袖そでを引っ張った。

「君はいいのよ。砂沙美ちゃんが加わると別のお話になっちゃいそうだからね」

　鷲羽は砂沙美の掛け声を思い出して顳こめ顬かみを押さえた。

「ところで、魔法少女プリティーサミーって、一体なんなの？」

「んー……。えー……っと」

　本人も良く分かっていないらしい。

「……とにかく」

　鷲羽はげっそりした顔で階段に足をかけた。

「明日の朝、旅立ちなさい。魔王城に行くゲートは裏庭にあるわ」

　その夜、魔法の結界に守られた隠いん者じやの森の外では嵐が荒れ狂い、黄金城ではシャムシエル王が頭まで布ふ団とんを被かぶって震ふるえていたのだった。







　レベル12　ザイデル将軍！







「ザイデル将軍！」

　迷めい宮きゆうの小部屋に姿を現した甲かつ冑ちゆう姿の男に向かって、ライアーガスは声を張り上げた。

「どこに行っていたのです？　ちゃんと居てくれないと困りますな！」

「見回りに行っていた」

　将軍と呼ばれた男は兜かぶとを脱ぎ、豊かな銀ぎん髪ぱつを搔かき上げた。

　冷ややかな視線を放つ爬は虫ちゆう類るいに似た金色の眼、端正な顔立ちに薄うすい笑みを浮かべた姿はどこか禍まが々まがしい邪じや気きを感じさせる。

　魔界の将軍、ザイデルは小馬鹿にしたようにマントを打ち振ふると、話を打ち切るように背を向けた。

「私がどこにいようとお前の知ったことではないだろう？」

「なんですと!?」

　ライアーガスは脅おどすように指を突きつけた。

「もう五日目なのですぞ。何とか若君を説得して、魔王らしく振るまってもらわねばなりません！　わたくしが説得しようにも、若君は扉を閉ざしたっきり、出ていらっしゃらないし、迷宮の罠わなも点検しなくちゃならん、魔物どもの不満も聞かなきゃならん、そうでなくともわたくしは眼が回りそうに忙しくて、とても外の様子まで手が回りません。将軍は行方不明になって一体何をやっておいでなのです？」

「自分のやることぐらいは心得てるさ」

　将軍は薄笑いを浮かべて振り向いた。

「お前は勇者どもを迎むかえる準備でもしていればいいではないか。私は魔界の精鋭を従えてそれを迎え撃うつ。文句あるまい？」

　男の冷ややかな視線にライアーガスは思わずたじろいだ。

「若君にお出になってもらわねば……」

「あの弱々しい若造が！」

　将軍は吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「大魔王ネルガルの子とも思えぬわ！　共に臥ふし所に眠る王妃エレシュキガル様もさぞやお嘆なげきだろう。一人息子があのように軟なん弱じやくではな！」

「口が過ぎますぞ」

　ライアーガスは声を潜ひそめてなじるように男を睨にらみつけた。

「若君は戦いというものを知らぬのです。大体、勇者が現れたというのに、ネルガル様がお目覚めにならないのがそもそもおかしいではありませんか。勇者現れし時には枕元に置かれた魔界の警けい鐘しようが鳴るはず」

「止めてまたお休みになったのだろう」

　将軍はおかしそうに声を上げて笑った。

「目覚まし時計の話をしておるのではありませんぞ！」

「これは失礼した」

　男は笑い止め、突き通すような視線でライアーガスを見下ろした。

「女勇者など恐るるに足りぬ。若君は玉ぎよく座ざに座って見ていれば良いのだ。このザイデルがインフェルノの鎌かまをふるって勇者どもに引いん導どうを渡すのをな！」

　ライアーガスはぞっとしたように思わず身を引き、次いで腹立たしげにガウンをかき寄せた。

「その言葉、お忘れなきよう願いますぞ。若君は魔界の王子、そしてこのハーツイーズの霸は者しやとなられるべきお方……ネルガル様の力を受け継ついだ、ただ一人の御子なのですからな!!」

　唐とう突とつにライアーガスの姿が消えた。

　ザイデルは冷笑を浮かべると、手を宙に差し伸べた。

　ブン……という振動音と共に青白い大鎌が現れる。

「若君だと!?　魔界を制するのはこの私だ。私こそがハーツイーズの霸者となるのだ！」

　ザイデルは哄こう笑しようした。

　魔界の底から吹き出す瘴しよう気きのような、冷たく禍まが々まがしい笑いだった。




「若君」

　ライアーガスは王子の部屋の前に現れると、ほとほとと扉を叩たたいた。

「いいかげんにお出まし下さい！　ご相談したいことがございます」

「邪じや魔まをするな！」

　部屋の中から怒ど鳴なり返す声がした。

「私は考え事をしているのだ。一時間ごとにお前が来ていては、まとまるものもまとまらぬわ！」

「わたくしが一いつ緒しよにお手伝い致します」

　ライアーガスは食い下がった。

「もう丸一日、籠こもりっきりではありませんか。遠とお見みの水すい晶しようを抱かかえて何を見ておられるのです？　勇者どもならもう、隠いん者じやの森を出ましたよ。何と八人の大所帯です！　変な獣も付き従っております。今日の昼までには痛つう恨こんの河原を過ぎて、絶望の谷へ辿たどり着くことでしょう。まだ五日目なのに、もうここまで来てしまったのですよ！　それもこれも、若君が何の手もお打ちにならないからです。ザイデル将軍は当てにならないし、だらけ切った魔物どもはしょっちゅう持ち場を離れて逃げ出す始末です。わたくし一人が走り回ってもどうにもなりません。若君、聞いておいでですか？　わ……」

　いきなり両開きの扉がバンと開き、ライアーガスはあやうく頭ず蓋がい骨こつにヒビを入れるところだった。

「待っているのだ」

　魔界の王子は憔しよう悴すいした顔に暗く燃えるような瞳ひとみでライアーガスを見下ろした。

「この手で花嫁を抱だく瞬間をな。別に一日二日早くても構わぬ。それだけ早く世界が我が物となるわけだ。ザイデルを呼べ。魔物どもを呼び集めよ！　勇者には傷ひとつつけぬよう、徹てつ底ていするのだ！　この私のもとに来るまでは、何者もその歩みを遮さえぎってはならぬ！」

「おお……！」

　ライアーガスの虚うつろな眼がん窩かに魔界の青い炎ほのおが灯ともった。

「若君！　ついにお目覚めになりましたな！　あの小生意気な女勇者めに、魔界のプリンスたるアズラエル様の抱ほう擁ようはまたとない祝福となりましょう！」

　ライアーガスはかたかたと歯を打ち鳴らし、ガウンを指先でつまみ上げてタップを踊おどった。

「若君の死の抱擁に包まれて、哀あわれ女勇者は永久とこしえの眠りにつくと言うわけですな。なんとまあ、女たらしの若君に相応ふさわしい演出ではございませんか。おおっと、これは失礼をば……」

「……一本ずつバラしてモビールにするぞ」

「まあ良いではありませんか」

　ライアーガスは浮き浮きと王子の肩を叩たたいた。

「一刻も早く勇者どもが御ご前ぜんに辿たどり着けるよう、取り計らいましょう。ではわたくしはこれにて。早さつ速そくご命令を申し伝えに参ります」

　ライアーガスは通路を踊りながら去って行った。




「魔王城って、まだですの？」

　息を切らせた阿あ重え霞かが立ち止まった。

　清きよ音ねを先頭に、美み星ほし、ピート、天てん地ちが続き、その両脇に魎りよう皇おう鬼きと魎りよう呼こ、すぐ後ろにザフィエル、少し離れて阿重霞という大部隊である。

「えーとぉ……今歩いてるのが痛つう恨こんの河原だから、もうすぐ絶望の谷に着くはずよ」

　美星が地図を片手に振ふり返った。

　河原とは名ばかりの、涸かれた川床に大きな石がごろごろしている難所である。

　ゲートを出てから小一時間ばかり、一行は足に肉ま刺めを作りながらこの川床を溯さかのぼって来たのであった。

「痛恨の河原とはよく名付けたものですね」

　ピートは丸石に腰こし掛かけて、擦すりむいた足を調べ始めた。

「魔法使いはサンダルなんて、誰だれが決めたんです？　少なくともショートブーツぐらい許してくれたっていいですよね」

「わたくしもそうなんですのよ」

　阿重霞が気の毒そうに声をかけた。

「魔王城に入る前に治して差し上げますからご安心なさいな。それにしても、気の滅め入いる風景ねえ」

　阿重霞は辺りを見回した。

　川床には草ひとつなく、灰色の空は重苦しく垂れ下がっている。

　乾き切ってところどころひび割れている川床のあちらこちらに、何かの獣らしい白骨が散乱していた。

「ところでフレイア……じゃなかった、阿重霞さん。巫み女この呪じゆ文もんは使えるんですか？　元の記き憶おくが戻ったんで忘れちゃったんじゃないかと思ってたんですけど」

「鷲羽わしゆうさんに手伝って頂いて、使えるようになりましたの」

　阿重霞にしては素直な顔で微笑ほほえむ。

「長らくフレイアでおりましたので、巫女の記憶が残っていたのですわ。母なる女神、セレネに対する敬けい虔けんな気持ちを思い出した途と端たん、魔法の力も蘇よみがえったのです」

「良かった」

　ピートも素直に微笑み返した。

「癒いやし手がいなくては、如い何かに強いパーティーでも最後まで持たないでしょう。僕はそれが一番気にかかっていたんですよ。魔法使いは攻撃呪文専門ですからね」

「わたくし、本当は魔法が使えるんですよ」

　阿重霞は遥はるか彼方かなたを眺ながめるように眼を上げた。

「わたくしは樹じゆ雷らい星という遠い遠い星の皇おう女じよなのです。皇家の者として、敵を呪じゆ縛ばくする結界と、衝しよう撃げき波はを授さずかりましたの。でも、ここではきっと使えませんわ。フレイアになったり、阿重霞になったりする程器用ではありませんもの」

「今は何なんですか？」

「ゲートをくぐった時からフレイアになりました」

　阿重霞がにっこり笑った時、清音が立ち上がった。

「さあ、行くわよ。最後のひとがんばり！」




　ほどなくして絶望の谷が現れた。

　黒々と続く死の山脈に刻まれた峡きよう谷こくで、その最深部に大きな洞どう窟くつが虚うつろな顎あぎとを開いている。

「あれが……」

「地下迷めい宮きゆうの入り口みたいね」

　美星が地図から顔を上げた。

　誰も何も言わなかった。

　洞窟の内部は黒々と闇やみがわだかまっており、冥めい府ふに続いているようだ。

「この下に魔王城が……」

　清音の表情が引き締しまった。

　不意に、言いようのない寒気を覚えたのだ。

　高こう揚ようした気持ちが萎なえていくような静せい寂じやくが辺りを支配している。




　これはゲームなんかじゃないんだわ……。




　清音は心の中で呟つぶやいた。

　ブラックドラゴンの炎ほのおが身を焼き、青白い大おお鎌がまが白銀の鎧よろいを掠かすめて耳障ざわりな音を立てたように、この中には本物の苦痛が、そして死があるのかもしれない。

「えーい！　女勇者は美び貌ぼうとファイトよ!!」

　清音はセレネの剣を抜き、冒ぼう険けんの無事をギャラクシーポリスの神に祈いのった。

「清音ちゃん、日本一！　あら？？」

　日の丸の扇せん子すを両手に持った美星がコケた清音を見下ろした。

「そ、そんなもん、どっから持って来たのよ？」

「だって鷲羽さんがこれ持ってけって……」

「……しみじみ分かったわ。あの女の性格が！」

　気を取り直した清音は肩を怒いからせて洞窟に入り、その後にぞろぞろと冒険者たちが続いて行った。







　レベル13　迷宮の中は







　迷めい宮きゆうの中は割合サッパリしていた。

　夜道に並ぶ街灯のように、ぽつんぽつんと明かりもついている。

　その明かりが得体の知れない青白い光球で、一行の動きを追って首を振ふったりしているところが、いかにもと言えばいかにもであるが。

　両側に扉がびっしり並んでいる石畳の通路はそれほど広くはなく、せいぜい三人が並んで歩けるぐらいの幅である。

　一行の先頭に清きよ音ねと美み星ほしが立ち、後はごっちゃになって進んでいた。

「ねえねえ、だんぢょんってもっとオドロオドロしいのかと思った」

「アタシもよ」

「角を曲がった途と端たんにモンスターとエンカウンター！　とかさぁ」

「なあに、エンカウンターって」

「お互たがいバッタリ、っていう意味」

「美星、アンタ結構詳しいのね。アタシがバイトしてる間、ゲームばっかりやってたんでしょ！」

「そ、そうでもないけど……」

　藪やぶ蛇へびである。

　美星は笑ってごまかし、清音は抜き身の剣を引っ提さげ、真ま面じ目めな顔で歩きだした。

「これがダンジョンかあ……小部屋とか入らなくていいのかなあ」

　魎りよう呼こと魎りよう皇おう鬼きに挟はさまれた天てん地ちは物珍めずらしそうに石造りの壁や分厚い木の扉を見回していた。

　ミホキヨや魎呼たちがちゃんと装備を整えているのに対し、天地は作さ務む衣いにスニーカーという格好である。

　手に持っているのは木刀一本だ。

　最低の装備である。

「おい、ニンジン売り」

　悠ゆう々ゆうと前を歩いていたザフィエルが振り向いた。

「お前の特技は何だ？　畑仕事か？」

「ニンジン売りは止やめて下さいよ」

　後からわけを聞かされた天地は溜ため息をついた。

「俺おれ、ホントに知らなかったんですから」

「あたしの天地をいぢめるな！」

　早さつ速そく魎呼が言い返した。

「別にいいじゃんか、ニンジン売りだって。天地はな、ホントはすっげー強いんだぜ。おめーは知らねえからそんなこと言ってるけどよ、光こう鷹おう真しん剣けんが使えんだぜ。なっ、天地！」

「なんだ、コーオーシンケンって？　中華料理か？」

　藪蛇である。

「何にも出ませんね」

「そうですわね」

「ところで足は大丈夫ですか？」

「あっ、忘れていましたわ。ごめんなさい、今癒いやしの呪じゆ文もん唱えますから」

　フレイアになっている阿重霞とピートは、暇ひまである。

　全体的に和気藹あい々あいムードであった。

　と、通路が行き止まりになって、目の前に扉が現れた。

「出たわね！」

「ただの扉よ、キヨちゃん」

　美星はコンコンとノックをかました。

「誰だれかいますかぁ？」

　もちろん返事はない。

「バカね、アンタは！　こういう時はそ──っと……」




　だんっ!!




　魎呼が扉を蹴けり開けた。

「くぉらっ、モンスターども!!　この魎呼サマが捻ひねり潰つぶしてくれるわっ」

　いきなり足が滑すべった。

「おわッ!?」

　床一面に何かぬるぬるしたものが蠢うごめいている。

　良く見ると、壁にも天井にもそのぬるぬるは蠢いていた。

「なぁにぃ、これぇ!?　ゴキブリホイホイ？」

「バブリースライムですよ！　ちょっとどいて下さい。炎ほのおの精イフリートよ……」

「ち……ちょっと待ちやがれ！」

　ごうっと炎が渦うず巻まき、魎呼は平たくなって頭を抱かかえた。

　一分後、あらかたきれいになった部屋の真ん中で、魎呼が立ち上がった。

　ちょっと焦こげてはいるが、無事である。

「す、すみません、魎呼さん。僕、後こう衛えいだから見えなくて……」

「死ぬかと思ったぜ!!」

　魎呼はピートを殴なぐり飛ばし、まだ腹の虫が収まらない顔で周囲を見回した。

「扉が三つ……みんな開けてみるか？」

「待って！　あそこに矢印があるわ」

　清音が近づいて見ると、正面のすすけた扉の横に確かにぞんざいな矢印が書かれていた。

　誰かが慌あわてて書いたような字で、ごていねいにも順路と記されている。

「……ずいぶん親切なダンジョンだな。罠わなじゃないか？」と、ザフィエル。

「あのさあ、キヨちゃん。ホントはこういうだんぢょんって、小部屋をぜーんぶ開けながら、一歩一歩マッピングしてくものなんだって」

「なんだってって言うのはなんなのよ!?」

「だっていつもは攻こう略りやく本見ながらやってるんだもん。キヨちゃん、マッピングする？」

「……矢印どおりに進みましょ」

　それから一行は、扉を開け、通路を曲がり、階段を降りて扉を開け、ザコモンスターを倒し、テレポート地点を通過して回転床でぐるぐる回され、シュートを滑すべり降り、ピットに落ちて這はい上り、また扉を開けて今は通路を歩いていた。

「えーん……今どこだか全然分かんなぁい」

　二番手の美星が清音の背に泣きついた。

　先頭は何かとひどい目に遭あうことが多いので、今は清音とザフィエルが先頭になっているのである。

「すみません。俺……何の役にも立たなくて」

　三番手の天地が先を行く清音に声をかけた。

「いいのよ、天地さん。勇者になっちゃったアタシが受けて立つべきことですもの」

　滑り降りたり、煤すすけたりで、何だか薄うす汚よごれてきたように見える白銀の鎧よろいを清音は見下ろした。

　鎧の下の胴体は別に何ともなっていない。

　今までのところは大したモンスターに出会っていないが、この鎧が勇者としての自分を守ってくれているのだ、と清音は痛感した。

　本来なら天地が勇者として先頭を歩いているはずなのである。

　清音は鷲羽わしゆうの話を思い出した。

　勇者にはこの世界の仲間がいて、熱い友情や燃えるような恋、湧わき上がる勇気や身も凍こおるような戦いを味わっているはずなのだ。

　元々は天地一人の為ために作られた世界なのである。

　そう思うと清音は何だか自分が天地の楽しみ、否いな、人の人生を横取りしているような気になった。

「ねえ……」

　長い通路の途と中ちゆうで清音は振ふり返った。

「アタシ……天地さんと勇者、代わりましょうか？」

「え？」

　天地はきょとんとした。

「どうしたんですか？　具合でも悪いんですか？」

「そうじゃなくって、アタシ……何だか申し訳ないような気がして……。本当は天地さんが主人公だったんでしょ？　どっかのおバカのお陰かげでたまたまこうなっちゃったけど、今からでも取り替えられると思うのよね。この鎧よろい、天地さんに着れるかしら？」

「無理ですよ、体型が違うから」

　天地は元気のない清音に向かって励はげますように微笑ほほえんだ。

「いいじゃないですか。清音さん、決まってますよ。鎧もぴったりだし、剣だって俺よりうまいじゃないですか。それに、君はもう勇者なんですよ。仲間と出会って、一歩一歩苦労してここまでやって来たんでしょう。俺なんか何にもしてないですから」

　天地は屈くつ託たくなく笑った。

「俺、やっぱ勇者って柄がらじゃないですよ。ザフィエルさんが言うように、ニンジン売りが一番合ってるのかもしれないですね」

「天地さん……」

　ナーバスになっていた清音は思わず涙ぐんだ。

「あなたって、いい人ね。魎呼さんや阿重霞さんが一目惚ぼれしたのも分かる気がするわ」

「そーだろ、清音。おめーもやっと天地の良さが分かったか。たとえニンジン売りでも天地は天地。普段どんなに情けなくっても、天地は天地なんだ。人間、顔や強さじゃねえだろ？　愛だよ、愛！　たとえ天地がどんなに役立たずでも、あたしの愛は揺ゆるがないぜ！」

「魎呼……」

　天地はバックに怒ど濤とうをしょって盛り上がっている魎呼の陰で、消え入りそうな声を出した。

「それって、無用だって言ってんのと変わらないんじゃ……」

「ま、細かいことはいいから」

　魎呼はスッキリしたらしく、にこにこして天地の背をどついた。

「このダンジョン、化け物が出なくてつまんねーけどよ。要は魔王を倒しゃいいんだろ？　心配すんなよ、清音。おめーがダメでもあたしが倒してやるから」




　魔界の王子とライアーガスは、にわか作りの順路に設置されたモニター装置で勇者たちの様子を窺うかがっていた。

　モニター装置というのはウイル・オー・ウイスプのことである。

　清音たちが明かりと思っていた青白い光球が、実はモニター装置なのであった。

「順調に進んでおりますな」

　大広間のタペストリーに映し出された様子を見、ライアーガスはちょっと不満そう呟つぶやいた。

「もう少しサスペンスの演出が欲しいところですが、若君のご命令とあらば仕方ありません。でも勇者以下があんなにぞろぞろいていいんですか？　もうちょっと減らした方が盛り上がるのではないですか？　本来ならこの迷めい宮きゆうは何日もかかって攻略すべき、死の迷宮なのです。順路に結界を張って魔物どもを追い出したものですから、みんな不満たらたらですよ。あんまり何も出ないのもおかしいと思って、スライムや蝙蝠こうもりのようなザコを入れときましたがね、これではこの恐怖の源、ダーク・フォートの権けん威いというものが……」

「構わぬ」

　王子はうるさそうに遮さえぎった。

「無用な殺せつ生しようは性しように合わぬ。大体、私はじめじめしたところは好かぬのだ。こんな迷宮など売りに出して、グレイスの湖こ畔はんに快適な家を建てようと思っていたぐらいだ。どうせ父上は眠っておられるのだから構わないではないか。時代は移る。魔族と言えども旧きゆう態たい依い然ぜんでは衰すい退たいするばかりだ。勇者と言えば男と相場が決まっていたのに女が現れたのは時代の推移とは言えまいか？　貪むさぼり合い、殺し合うばかりが能ではない。私はもっと優美なやり方で世界を掌しよう握あくしたいのだ」

「若君のお考えにはついて行けませんな。この迷宮を売りに出すですと!?　大魔王ネルガル様がお聞きになったらどんなにお怒りになることか！　若君は恐怖の象しよう徴ちようなのですぞ。王子アズラエルの名は畏おそれと戦せん慄りつをもって囁ささやかれるべきで、単なる放ほう蕩とう貴族のようになってはおしまいです！　安あん泰たいを求めるのは堕だ落らくの一歩と言いますからね」

「私に向かって説教か」

　王子の目が冷ややかな光を帯びた。

「お前を売りに出してもいいんだぞ。きっと魔法学院あたりの研究室で高く買ってくれることだろう。ライアーガス、お前は良く尽くしてくれた。静かな余生を送れるよう、取り計らおう」

「……ご冗談を」

　ライアーガスは首を竦すくめた。

「わたくしはただ、若君のことを……」

「しッ」

　アズラエルは鋭く制した。

「──様子が変だ！」




　次の小部屋でいきなり襲おそわれた清音は、セレネの剣を振ふり上げる間もなかった。

　敵は三体──巨大な斧おのを持った狂戦士バーサーカーを先頭に、二人の魔道士が従っている。

　魔道士の目は不自然に虚うつろだった。

　まるで誰かに操あやつられているようである。

「清音ちゃん、血が……」

　美星が真っ青になって駆かけ寄った。

　今、この小部屋にいるのは清音と美星の二人きりである。

　軽い気持ちで扉を開け、中に足を踏ふみ入れた途と端たん、扉が閉まったのだ。

「どいてっ」

　清音が美星を突き飛ばした途端、唸うなりを立てて斧が振り降ろされた。

　間かん一いつ髪ぱつ、体を捻ひねって避さける。

　その瞬間、深手を負った左足が引きつった。

　激痛が走る。

　だが、最初の不意打ちを躱かわさなかったら真っ二つになっていただろう。

　二回も攻撃を躱された狂戦士は獣のような唸り声を上げ、隙すきを窺うかがうように回り始めた。

「美星……扉を開けて！」

　狂戦士から目を離さずに横移動しながら清音は鋭く囁ささやいた。

　深く抉えぐられた傷口から血が吹き出している。

　セレネの剣を握にぎる手が震ふるえ、動きは鈍にぶい。

　と、狂戦士が巨体を翻ひるがえした。

　思ったよりもずっと素早い動きである。

　清音は思わず剣を盾たてに顔を背そむけた。

　ガッという激しい音とともに剣が滑すべり、今度は右肩に重い衝しよう撃げきがあった。

　衝撃を支え切れずに左膝が崩くずれるのを無理やり立て直し、清音は右足のバネだけで床を蹴けった。

　少しでも距きよ離りを取らねば勝ち目はない。

「開かないの！」

　美星が泣き出しそうな顔で振ふり向いた。

「魔法がかかって……危ない！」

　咄とつ嗟さに投げたショートソードが狂戦士の手首を貫つらぬいた。

　狂戦士は怒りの咆ほう哮こうを上げ、今度は美星に向き直った。

「美星!!」

　清音は無我夢中で狂戦士に駆け寄り、その背に切りつけた。

　手ごたえがあった。

　だが、深手という程ではない。

　狂戦士はくるりと向き直ると、拳こぶしを固めて清音を殴なぐり飛ばした。

　床に叩たたきつけられ、一瞬気が遠くなる。

　狂戦士は高々と鬨ときの声を上げると、今度はじっくり美星を狙ねらって斧おのを振り上げた。

　と、耳障ざわりな詠えい唱しようが聞こえて来た。

　魔道士どもが声を合わせ、呪じゆ文もんを唱えているのだ。

　小部屋の空気が揺ゆらめき、急激に温度が下がって行く。

　清音は、その呪文が自分を狙っているのだと悟さとった。

　逃げなければ、と思うのだが体が動かない。

「神よ！」

　無数の氷の矢が清音に向かって放たれたのと、何か黒い影かげが視界を遮さえぎったのは殆ほとんど同時だった。

　氷の矢がキ──ンという音とともに中ちゆう途とで砕くだけ散った。

　無数のかけらがきらきらと音もなく降り注ぐ中、黒いマント姿の男は無造作に手を突き出して何事か呟つぶやいた。

　二人の魔道士が灰となって崩くずれ落ちる。

　狂戦士の叫びが中途で途絶え、その巨体が砂のようにさらさらと崩れ落ちた。

　斧だけが床に落ち、ごッ、という重い音を立てる。

「あなたは……」

　唇くちびるが震えてうまく言葉が出て来なかった。

「喋しやべるな。今、扉を開ける」

　男が扉に向かって何か呟くと、何事もなかったように扉が開いた。

「清音さん!!」

　ザフィエルと天地を先頭に、締しめ出された一行が駆かけ込んで来る。

「一体、何が……」

「天地さん！　アタシたち今……」

　清音が振ふり返った時にはもう、男の姿はどこにもなかった。




「若君!!　わたくしではありません！」

　戻って来たアズラエルを見て、ライアーガスは思わず声を上げた。

「では、誰が命に背そむいたのだ!?　勇者に手を出してはならぬと厳命したはずだぞ!!」

　王子の昏くらい瞳ひとみは炎ほのおを吐はくかと思うほどだった。

　あからさまな命令違反に激げき怒どしているのだ。

「結界が一部破れて迷い込んだのかもしれません。あの狂戦士は言葉の通じぬ輩やからですから。すぐにナイトストーカーをやって調べさせましょう」

「ならぬ！　お前が行くのだ。いや、待て!!」

　王子は指を鳴らして宙から梟ふくろうの仮面を取り出すと、目から鼻までを覆おおった。

「私が行こう。単なる事故かそうでないか突き止めてやる！　お前はそこでしっかり監視を続けるのだ」

　王子の黒いマントが翻ひるがえった、と思う間に姿が消え、ライアーガスは空からの玉ぎよく座ざとともに取り残された。




「母なるセレネよ！」

　フレイアこと阿重霞が清音の側に跪ひざまずき、手をかざした。

「汝なんじの忠実なるしもべ、フレイアの祈いのりを聞き届けたまえ……」

　目を閉じてぐったりした清音の身体からだが柔やわらかい光に包まれた。

　二箇所の傷……左足の裂れつ傷しようと折れた鎖さ骨こつに目映まばゆい光が集まったかと思うと、再び拡かく散さんするように薄うすれていった。

「阿重霞さん？」

　清音は目を開いた。

　不思議そうに起き上がり、右肩を回す。

「すごいわ……これが魔法の力なの？」

　清音が横たわっていたところに出来た血ち溜だまりだけが激しい戦闘を物語っている。

「セレネのお慈じ悲ひですわ」

　阿重霞は立ち上がった。

　柔和で清らかな顔立ちは巫み女こフレイアのものである。

「他に怪け我がをした方はいらっしゃいますか？」

　安あん堵どに顔をほころばせた一行は、口々に今の事件を話し始めた。




「月の巫女フレイアか……」

　梟ふくろうの仮面を着けたアズラエルは安堵の息を漏もらした。

　下に見える冒ぼう険けん者しやたちは、今度は誰が先頭になるかで言い合っている。

　ちょうど清音たちのいる小部屋の真上に彼は転移し、透とう視しの呪じゆ文もんを使って清音たちの様子を見ていたのだった。

「もう大丈夫だろう」

　アズラエルが軽く手を振ふると、丸くくりぬかれたように透すき通っていた床が元に戻った。

　同じ時、順路から外れた小部屋の中で、忌いま忌ましげに舌打ちする音がした。

　明かりひとつない小部屋の隅すみにそこだけ楕だ円えん形にぼうっと光っているのは鏡だろうか。

「……運のいい奴やつらめ」

　鏡の前に立った甲かつ冑ちゆう姿の男は、手を上げて勇者たちの幻げん影えいを消し去った。

　鏡の表面にゆっくりと別の顔が浮かび上がる。

　長い銀ぎん髪ぱつを後ろで一つにまとめ、冷ややかな金色の瞳ひとみをした男である。

「だが勇者よ。これからが正しよう念ねん場ばだ。せいぜい生き残って、私を楽しませてくれたまえ」

　男が何事か呟つぶやくと、ふっとその姿が消えた。

　同時に男の姿を映し出していた鏡も消え去り、後には真の闇やみだけが残された。







　レベル14　うるさいな！







「うるさいな！　前ぜん衛えいは俺おれ一人でたくさんだ!!」

　清きよ音ねたちを一いつ喝かつしたザフィエルは、通路の終点にあった階段を降りると、真っすぐ前を向いて悠ゆう々ゆうと歩きだした。

　惨さん劇げきのあった小部屋を過ぎ、扉の前に来る度たびに誰だれが開けるかで大騒ぎしていた一行は、渋しぶ々しぶその後に付き従って歩きだす。

　清音たちはいつの間にか最下層のフロアーに降り立っていた。

　今までの通路と違い、六人が並んで歩けるほどの広い通路が奥に向かって長々と延びている。

　石畳は磨みがき上げられた黒大理石に変わり、両側の壁はペイズリーかモアレのような模様のある蛇じや紋もん岩で飾かざられていた。

　ところどころにある小部屋の扉は黒こく檀たんに金細工の把とつ手て、扉の上部にはにやにや笑いを浮かべた髑どく髏ろのノッカーがつけられている。

　迷めい宮きゆうの主に相応ふさわしい、重厚な造りの住すま居いであった。

「清音ちゃん、ここって……最後のボスかなあ」

　美み星ほしが囁ささやくように問いかけた。

「……そのようね」

　清音の額には粒のような冷や汗が噴ふき出ている。

　一度死にかけた経験が今までと違う空気を敏感に察知させているのだ。

　空気が重い。

　まるで死の重圧に耐たえかねているような、怨えん嗟さに満ち満ちた呻うめきが聞こえるようだ。

「薄うすっ気味悪いところだな」

　魎りよう呼こが独ひとり言ごとのように呟つぶやきながらさりげなく清音を追い越こし、先頭のザフィエルと並んだ。

「……こういうのは虫が好かねえ。青せい蘭らん、おめー、吞のん気きにしてると死ぬぞ」

「青蘭？」

「違った。ザフィエルだったな」

　後ろ姿からも魎呼の緊張が感じ取れた。

　さりげないふうを装ってはいるが、身のこなしは隙すきがない。

　宇宙海かい賊ぞくとして何度も修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた経験がそうさせるのだろう、魎呼は無意識に歩みを落とし、ザフィエルにも歩調を緩ゆるめさせた。

「阿あ重え霞か……いえ、フレイア様」

　ピートはさっきから何度か足をよろめかせている阿重霞を気づかわしげに見やった。

「お顔の色が良くないですよ。守りの結界を張って、少し休みますか？」

「いいえ……ここは余りにも闇やみが深くて……大丈夫、歩けますわ。わたくしはセレネの巫み女こですもの」

「分かりますよ」

　ピートは辺りを憚はばかるように声を落とした。

「これは闇に巣くうものたちの息い吹ぶきなのです。僕たちは言わば、ドラゴンの腹の中にいるのですよ」

　それっきり会話が途と絶だえた。

　天てん地ちは囁ささやき交わされる会話を聞きながら、まるで悪い夢を見ているような気がしていた。

　何な故ぜ自分がこんなところを歩いているのか、わけが分からない。

　分からないと言うより、ここを歩いている自分は他人のようだった。

　堅かたく滑なめらかな大理石の床も、一度も使うことのなかった木刀の重みも、感触はあるのだが現実感がない。

「参ったな……」

　口の中で呟つぶやいてみたが、状況は変わらなかった。

　自分が勇者だったはずのゲーム……装備するはずだった白銀の鎧よろいとセレネの剣。

　味わうはずだった幾つもの冒ぼう険けん……そして風景。

　別に腹立たしいとか悔しいとか、そんな気は一向に湧わいて来なかった。

　ただ、少し残念な気がしたのだ。

　この親密な関係で結ばれた《冒険者》たちの中で、自分がいかにも余計者だということが。

　ま、いいさ。

　そう心の中で呟いてみる。

　結局みんな一いつ緒しよなんだし、やってることは大して変わらないんだから……。

　と、不意に前を行く清音が立ち止まった。

　先頭の魎呼とザフィエルが立ち止まったからである。

「どうしたの!?」

「しッ……」

　前に出ようとした清音を魎呼が制した。

「見ろよ」

　通路の真ん中に何か人形のようなものがうずくまっている。

　ぼろきれでぞんざいに作られた小さな人間のようだ。

　紙で出来た鎧をつけ、紙を切り抜いたような剣を持っている。

　と、その人形がぴょんと立ち上がった。

「ヨ……ウコ……ソ、勇者タチ……オマ……エ……ヲ……待ッテイ……タ」

　人形の口がカッと裂さけ、同時に弾はじかれたような勢いで小さな身体からだが宙に飛んだ。

　ひゅっと息を吸い込むような音とともに、大量の青い炎ほのおがその口から吐はき出される。

「死ネ!!」

　かん高い声が炎を圧して響ひびいた。

「空気の盾たてよ！」

　ピートの澄すんだ声が炎を打ち破るように響く。

　ふっと熱気が消え、炎が空気の壁の向こうでのたうつように消えていくのが見えた。

　同時にザフィエルが床を蹴ける。

「この化け物が!!」

　人形の姿が消え、グレートソードが空を切った。

「ココダヨ……ココダヨ」

　人形は馬鹿にしたようにザフィエルの足元に現れたかと思うと、次の瞬間、清音の頭上に現れた。

「その人形に構うな！　囮おとりだ!!」

　ピートが叫んだ。

「走れ！　何か来る……」

　いきなりその姿が見えない手に持ち上げられた。




　ごあぁああぁぁ……。




　奇き妙みような声とともに身の丈三メートルはあろうかという魔界のゴーレムが実体化する。

　二つの曲がった角に色味のない白い肌と眼は、まるで漆しつ喰くいを塗ぬり固めたようだ。

　ゴーレムと言うよりは悪魔のようなその奇怪な生き物は、腕を振ふると獲え物ものを床に叩たたきつけた。

「母なるセレネよ！」

　ふっと落下が止やみ、床すれすれでピートの体が止まる。

　ゴーレムは理解できないというように首を曲げると、大きな足を持ち上げた。

　いっしょくたに踏ふみ潰つぶそうというのだ。

「逃げるんだ！」

　自由がきくようになったピートが素早く身を起こし、崩くずれ落ちそうになる阿重霞の身体を支えた。

「ンなとこにいたらペッチャンコだぜ！」

　魎呼が二人の襟えり首くびをつかみ、空間転移する。

　と、行く手にもう一人のゴーレムが実体化した。

　汚お泥でいを塗り固めたようなその足元に多量の土が落ちる。

「泥人形が!!」

　魎呼は高くジャンプすると、三段蹴げりを放った。

　全く抵てい抗こうなく三つの穴が空くと、みるみるうちに塞ふさがってしまった。

　その間に後方のゴーレムが近づいて来る。

「土は土に、灰は灰に、還かえれ！」

　追い詰つめられた清音たちの前に、黒ずくめの姿が立ち塞がった。

　梟ふくろうの仮面を着けた長身の男である。

　と、二体のゴーレムがあっけなく崩れ去った。

「広間はすぐそこだ。行け！」

　男は手を合わせ、柔らかな声で呪じゆ文もんを唱え始めた。

　再び盛り上がろうとしていた泥が渦うずを巻いて床に吸い込まれる。

　清音は息を吞のんだ。

　この姿は……さっきの小部屋でアタシを救ってくれた……。

「清音さん、早く！」

　結局何も言えぬまま、清音は走りだした。




　目の前に巨大な黒い扉が立ち塞がる。

　清音たちが立ち止まると、ゆっくりと扉が内側に開いた。

「ようこそ、勇者よ」

　玉ぎよく座ざに座っていた甲かつ冑ちゆう姿の男が立ち上がった。

　鮮あざやかな赤のマントを着け、一つにまとめていた銀ぎん髪ぱつを解いて王冠を戴いただいている。

「我が名はザイデル。このダーク・フォートの主あるじ、魔界の王だ。よくぞここまで辿たどり着いたな。扉の前でくたばるかと思っていたが────」

　男は唇くちびるを歪ゆがめて笑った。

「何をしている？　そんなところに突っ立っていないで入って来い。そこの道どう化けもだ！」

「……そういうことか」

　清音の背後で押し殺したような声がした。

　梟の仮面をつけた男が冒険者たちの陰かげから現れる。

　男は冒険者たちを押しのけるように前へ歩み出ると、仮面を外し、床に投げ捨てた。

「これは、若君。ご心配申し上げておりましたよ。もしや、我がゴーレムどもに踏ふみ潰つぶされたかとね……」

　くっくっ、とザイデルの喉のどが鳴った。

　押さえ切れぬ笑いがその端正な顔を醜みにくく歪ゆがめる。

「残念ながら若君のお座りになる玉座はもうありませんよ。この私が悲運の王子に相応ふさわしい玉座を用意して差し上げましょう。地中遥はるか深くの霊れい廟びように横たわる、ネルガルとエレキシュガルの隣となりにね！」

　王冠を戴いた銀髪を揺ゆらし、ザイデルは喉をのけぞらせて哄こう笑しようした。

「若君！　申し訳ありません……」

　ザイデルの足元に一ひと塊かたまりになった骨と黒ガウンの山からか細い声が漏もれる。

「ライアーガス!?」

「うつけ者めが！　女ひとりにかまけて、自分の足元が掬すくわれたのも知らぬとは。お前など蛆うじ虫に貪むさぼられるが良い。魔界の者は切り刻んでも死なぬというから、生きたままでな！」

　清音は呆ぼう然ぜんと二人の男を見比べ、立ち尽くすばかりだった。

　魔界の王と名乗る銀ぎん髪ぱつの男と、王子と呼ばれた黒くろ髪かみの男と。

　そのうち一人は確かに清音たちを助けてくれた男なのだ。

「そんな……」

　震ふるえる唇から言葉がこぼれ落ちる。

　こんな展開は予想もしていなかったのだ。

　だが、何を予想していたというのだろう。

　玉ぎよく座ざにとぐろを巻く巨大なドラゴン、それとも山や羊ぎの角を生やし、蠍さそりの尻しつ尾ぽを持つという大悪魔か。

「待ちなさい!!」

　思いがけず、喉から叫びが迸ほとばしった。

　ひとり、扉の陰かげから走り出る。

「アタシは世界を救いに来た勇者よ!!　こんな内輪もめを見に来たんじゃないわ！　どっちが本物の魔王なのよ!?　ぐずぐず言うとこのセレネの剣で聞いてやるわよ！　答えなさい！」

「清音!!」

　アズラエルが振ふり向いた。

「こんな形で会いたくはなかった。君を迎むかえる時は王子の花嫁に相応ふさわしく、花を撒まき、香を薫たきしめようと思っていたのだ」

「あなたは……!?」

　清音の脳裏に鮮せん烈れつな風景が蘇よみがえった。

　グレイスの湖こ畔はんに小さざ波なみを立てるそよ風、闇やみの中で交わされた甘い囁ささやき、そして氷のような冷たい手の感触と昏くらい紫の瞳ひとみ……。

「我が名はアズラエル。父ネルガルと母エレシュキガルの子だ」

　アズラエルはふっと笑いを浮かべた。

　愛いとしい女を前にした男の、魂たましいが熱くなるような笑みだった。

「感動の再会と言うわけか」

　小馬鹿にしたような声が遮さえぎった。

「それでは、そのまま最後の別れにして差し上げよう。我が父、ヨルムンガンドよ！」

　ザイデルは手を伸ばした。

「ハーツイーズを取り巻く大いなる鎖くさりよ。我が手に力を貸し与えたまえ！」

　と、ザイデルの背後に揺ゆらめくような邪じや悪あくな空気が立ち昇った。

　見る間に気が凝ぎよう縮しゆくし、巨大な蛇が現れる。

　一ひと抱かかえはあろうかという大蛇は鎌かま首くびを下げて地を走り、アズラエルの足元から胸にかけて巻き付いた。

「アズラエル!!」

「来るな！　触ふれれば命を落とすぞ！」

　ギィン！　という音とともに大蛇が黒鉄の鎖と化した。

　ぎりぎりと王子の身体からだを締しめ上げている。

「哀あわれだな、王子よ」

　ザイデルはゆっくりと近づいた。

「愛などに心を奪われるから力を失うのだ。不思議だな……魔界の者は魂など持たぬのに」

　ザイデルの手にインフェルノの大鎌が現れた。

「では、その類たぐい稀まれなる魂ごと切り刻んでやろう。闇やみに堕おちよ!!」

　ざん、と青白い大鎌が空を切った。




　ガッ……!!




　激しい音とともにその刃が跳はね返される。

「卑ひ怯きよう者!!」

　清音は渾こん身しんの力を込めて青白い大鎌を薙なぎ払った。

　返す刃でアズラエルの身体に巻き付いた黒鉄の鎖に振ふり下ろす。

　カッと刀身が白く燃え上がり、鎖はバラバラに弾はじけ飛んだ。

「分かったわ！　お前が世界を滅ほろぼす魔王なのね。女勇者をバカにすると痛い目に遭うわよ。愛があって何が悪いのよ!?」

「ぐぬうぅぅぅ……」

　ザイデルは憤ふん怒ぬに顔を歪ゆがめた。

　その両眼から金色の光が迸ほとばしる。

「まがい物めが……！　知っておるぞ。お前は勇者などではない。このハーツイーズに迷い込んで来た虫けらに過ぎぬのだ！」




　グゴゴゴゴ……。




　低い地鳴りとともに、ザイデルの姿が伸び上がった。

　地鳴りはどんどん激しくなり、大広間を揺ゆるがすほどの振動となった。

　ザイデルの姿が変へん貌ぼうする。

　巨大化した両腕は青白い大おお鎌かまに、胴体は鱗うろこに覆おおわれた大蛇に、その顔は血の通った生き物とは異質な異界の魔物へと……。

「死ネ……!!」

　耳まで口を裂さいた嘲あざけるような表情から、無気質な声が軋きしみ出た。

　同時に今までとは比べ物にならぬ力で大鎌が振り下ろされる。

「清音!!」

　ギィン、とセレネの剣が軋きしみ、光を失って砕くだけ散った。

　大鎌が清音の右肩に入る。

　びしゅッ、というような音を立てて血煙が吹き上がった。

　清音は妙みような顔をした。

「は……」

　漏もれた息が声帯を震ふるわせる。

　次の瞬間、清音の身体からだが二つに崩くずれ落ちた。

「清音ちゃん!!」

　美星はピートの手を振ふり払はらって飛び出した。

「馬鹿がっ！」

　いきなり突き出された手が美星を跳はね飛ばす。

「俺が相手だっ!!」

　ザフィエルは叫びを上げると、巨大な悪魔に突き掛かかった。

　その後のことはスローモーションを見ているようだった。

　天地を置いてどっと走りだした冒険者たちが、次々と血煙を上げて倒れていく……ザフィエルが、魎呼が、美星が、ピートが……フレイアこと阿重霞が……。

「噓うそ……だろ!?」

　はっと気づくと大広間の隅すみに残されたのは、天地ひとりだった。

「ナニモノダ……!?」

　軋むような声が間近に響ひびく。

「オマエハ、ダレダ……」

　元ザイデルという名で呼ばれていた悪魔はゆっくりと大鎌を振り上げた。

「逃げろ、少年よ」

　人の血とは違う、青い体液と肉の塊かたまりの中からアズラエルの顔が覗のぞいている。

　文字通り、五つに切り刻まれた身体は懸けん命めいに寄り集まって再生しようとしているのだ。

「今はまだ復活ができぬ……早く！」

「あ……」

　天地の足が震ふるえた。

　ただのゲーム……勇者のプログラム……!?

「こんなこと、あるわけねえだろ!?」

　その時だった。

　大広間にずん、と響く振動が走った。

　ピシピシと音を立てて亀き裂れつが入り、天井が、壁が、そして床が崩れ始めた。

　空気が異様な電荷を帯びてプラズマが走る。

「消えろっ！　早く消えてしまえっ」

　天地は思わず眼を閉じ、手を振ふり払はらった。







　レベル15　失敗だわ







「失敗だわ……」

　悲しげな声がした。

「この世界は動かなくなっちゃった。君の言うとおり、消しちゃおうかな」

　天てん地ちははっと眼を開いた。

　辺りは静せい寂じやくに包まれ、無数の瓦が礫れきが落ちかかる寸前で止まっている。

「誰だれだ!?」

　天地の目の前に、小さな姿が現れた。

　赤い髪かみを逆立てた、幼い少女である。

「鷲羽わしゆうさん……じゃないな」

　少女の顔はもっと幼く、大きな黒い瞳ひとみは悲しげに伏ふせられていた。

「君……も、勇者じゃないのね」

　少女は顔を上げた。

「わたしはカオス。ミングラー・カオス。でも今は誰でもない」

「俺おれは……」

「知ってるわ。天地って言うんでしょ？　同じことよ」

　少女は軽い、撥はねるような足取りで、時の凍こおりついた大広間を歩いて行った。

「この人は、こんな化け物じゃなかったのよ」

　少女はふわりと浮かび上がると、ザイデルの巨大な大おお鎌かまを指で弾はじいた。

「わたしの世界に色んなものが流れ込んで来て……憎にくしみとか、知らない国の物語とか、遥はるか星の彼方かなたの人間とか、機械で作り出した食べ物とか……わたし、制せい御ぎよしきれなくなっちゃったの。世界のあちこちが変わっていくのを止められなかったのよ。そしたら、動かなくなっちゃった」

「動かなくなったって、それじゃ……」

　少女は一連の英語に似た専門用語を喋しやべった。

　それがなんなのか、天地には聞き取れもしなかったし、意味も分からなかった。

「いいの、もう。全部消しちゃうから」

「そんな勝手に……！」

　天地は思わず怒ど鳴なり返した。

「ここにいるのは、みんな俺の大事な友だちなんだ。消しちゃうって、ホントに消えちゃうのか？　現実世界には戻れないのか？」

「知らないわ」

　少女は無造作に言い放った。

「色んなものを持ち込んだのはこの人たちだもの。そう、あなたはきっと戻れるわ。この世界に捕とらわれなかったから。ほら、そこにゲートができてるでしょ？　あれが通路なの。でも、関係ない人がどうしてこの世界のこと、気にするの？」

「関係ないって？」

「冒ぼう険けん、しなかったでしょ？」

　天地は黙だまって広間の隅すみにあるゲートを見上げた。

　虹にじ色に輝かがやくゲートだ。

　隠いん者じやの家の裏庭から、一度だけくぐったことのある……。

「冒険したよ」

　天地は振ふり返った。

「何にも出来なかったけど、みんな一いつ緒しよに冒険したんだ。世界を消す……って、君は神様なの？」

「いいえ」

　少女は首を振った。

「生まれた時から見て来たのよ。小さな芽を育てるように。でも、世界を消して、わたしも消えるの。もうダメになっちゃったから」

　少女の顔が悲しそうに歪ゆがんだ。

　自分を責めているような、後こう悔かいしているような顔だった。

「そんなことないはずだよ。君は……もしかしてこの世界のプログラム？　そんならやり直せば……」

　数字の羅ら列れつで出来たプログラムに人格があるわけない、と思いながら、天地はそれでも何かを言わずにはいられなかった。

「プログラム？　違うわ。あなた、頭悪いのね」

　少女は溜ため息をついた。

「わたしがこのゲートに入れば、世界は消えるの。だから君が先に入りなさい。さようなら、天地君」

「ちょっと待った！」

　天地は慌あわてて背を向けかけた少女を呼び止めた。

「どうにもならないのか？　俺は……何とかしたいんだ。この世界を元どおりにしたい。俺、よく知らないんだけど、どんなプログラムにも何か救済措そ置ちみたいなのがあるんじゃないのか？　俺に出来ることなら何でもするよ。だから、教えてくれないか？」

「プログラムじゃないってば」

　少女は怒ったように振り向いた。

「いい、天地君。わたしは世界そのもの。ごちゃごちゃになって、こんがらがっちゃったハーツイーズそのものなのよ。こんな世界、大嫌い！　本当のハーツイーズはね、心の安らぎっていう意味なの。七つの町があって、虹色のゲートで結ばれている……緻ち密みつに織り上げられたタペストリーのような世界だったのよ。……でも、どこかで歯車が外れてしまったの。こんな世界、もう誰も愛してくれないかもしれない。そう……誰かがハーツイーズに混乱を持ち込んだのよ。誰かが矛む盾じゆんを持ち込んだ。わたしの名前も変わってしまった。混こん沌とんに沈しずんだこの世界で、わたしはミングラー・カオスとなった……」

　少女の表情が沈んだ。

　急に大人びてしまったようなその横顔を見て、天地は質問を飲み込んだ。

　この少女は苦しんでいる。

　本来あるべき世界を勝手に変えられ、どうすることも出来ずにいるのだ。

「カオス……」

「その名で呼ばないで！」

　少女は鋭く言い返した。

「どうすればいい？　どうすれば助けられる？」

　天地は辛しん抱ぼう強くその肩に手を置いた。

「黄金の林りん檎ごを取って来て。本当は、それが勇者の仕事だったのよ。この世に喜びをもたらす黄金の林檎を……。でも、七つの町も滅ほろびてしまったかもしれない。林檎の木も消えてしまったかもしれない。それでも行ってくれる？」

「行くよ。俺はみんなを助けたい。元に戻したいんだ。その木はどこにある？」

「世界のどこかに」

　少女は無理に微笑ほほえみを作った。

「誰か……この世界を一番愛していた人のそばに……」

「行こう」

　天地と少女は手を取り合うと、血と肉がばらまかれたまま凍こおりついた大広間から姿を消した。




　世界は全て凍りついていた。

　崩ほう壊かいしかかったまま時が止まった黄金城の玉ぎよく座ざでは、シャムシエル王が恐怖に眼を見開いたまま、うずくまっていた。

　宮きゆう殿でんの兵士たちは我先に逃げ出し、町の広場では今まさに、地中深くから魔物どもが飛び出そうとしているところだった。

　月の谷は魔物の軍勢に襲おそわれた時のままだった。

　銀の寺院の中には誰も残っていなかった。

　巫み女こフレイアが出て行った時、残っていた修道女たちも出て行ったのだろう、戸と棚だなや食しよく糧りよう庫この中身は慌あわてて持ち出され、床には踏ふみにじられた衣服が散乱していた。

　奥の礼れい拝はい堂に、たった一人、年老いた修道女が跪ひざまずいて祈いのりを捧ささげていた。

　だが、そのそばに黄金の林檎はなかった。

　炎ほのおの山の要よう塞さいでは、山さん賊ぞくどもが魔物たちの襲しゆう来らいに慌てふためいていた。

　内輪もめがあったらしく、宝箱のそばには死体が折り重なり、宝石を抱かかえたまま走りだそうとしていた山賊の胸にはクロス・ボウの矢が突き刺ささっていた。

　恵めぐみの湖はすっかり干ひ上がっていた。

　湖こ畔はんの町、グレイスはめちゃめちゃに破は壊かいされ、ファイヤードラゴンどもが我が物顔にのし歩いては、凍りついた炎のブレスで家々を焼き払っていた。

　隠いん者じやの森は変わらないように見えた。

　清きよ音ねが開いたままになっている道の先には隠者の家が建っていたが、中には誰もいなかった。

　この結界に守られた家にまで大きな地震が襲ったらしく、部屋の中は魔道書や道具類が散乱し、足の踏み場もないほどだった。

「鷲羽さん!?」

　天地は思わず声を上げた。

　が、凍りついた空気は音を伝えてくれなかった。

　砂さ沙さ美みの持っていた小さな箒ほうきだけが開け放たれた扉の下に落ちていた。

　そして森のどこにも、黄金の林りん檎ごの木は見当たらないのだった。

　痛つう恨こんの河原と絶望の谷では、地下迷めい宮きゆうから逃げ出した魔物という魔物が死に絶えていた。

　ここの空気に何か異変が起こったのだろうか、魔物どもは胸をかきむしり、ある者は体を丸めるようにして点々と倒れている。

　大いなる者から小さき者、高貴なる者から卑いやしき者までひとしなみに死が見み舞まっていったのだろう。

　魔物とは言え、それは哀あわれを誘さそう光景だった。

「死が……」

　迷宮を通り、ひとつひとつ階段を降りながら、天地は今見て来た全ての光景に刻まれていた言葉を呟つぶやいた。

「世界を通り抜けた……滅ほろびの日が来きたった……」




　大広間に戻って来た天地と少女は、黙もくしたまま凍こおりついた光景を見ていた。

「……どこにもなかったわね」

　天地は、つと少女の側を離れ、広間を歩いて回った。

　絶命した清音に駆かけ寄ろうとして美み星ほしが、それを庇かばうようにピートが倒れていた。

　ザフィエルの側には魎りよう呼こと魎りよう皇おう鬼きが、そして守りの印を結んだままの阿あ重え霞かが。

　アズラエルの断ち切られた身体からだの下からは、引きつったような形の右手が顔を覗のぞかせていた。

　右手は投げ出された左手に辿だどり着き、何かの印を結ぼうとしているかのようだった。

「どうして……」

　吸い込もうとした息が塊かたまりのように喉のどにつかえ、震ふるえた。

　向こうでは殺しても死なないような魎呼がこんなにあっさりと……。

　何が……どこが間違っていたのだろう。

　それとも、この世界での役割はこうなっていたのだろうか。

　この世界を……信じていたから？

「どうしてこんなことになっちゃったんだよ─────!?」




　その時だった。

　すうっと細い光がアズラエルの身体から伸びた。

　光は清音の胸の辺りからも伸びて来て、途と中ちゆうで出会い、合わさった。

　同じような光がザフィエルの、そしてピートの身体から伸び、少し遅れて魎呼と美星の光と合わさった。

　五つの光は交差しながらその中ほどに光の渦うずを作った。

　おずおずと、阿重霞の光がそれに加わる。

　光の渦はゆっくりと回転しながら太くなり、細くなり、大きく広がって清音たちの顔を照らし出した。

　やがてその中心から細い幹みきが立ち上がった。

　幹は養分を吸い上げるように光を吸い上げ、どんどん丈高くしっかりと育っていった。

　その先端が枝分かれし始める。

　枝は広がり、無数の分ぶん岐きを生み出した。

　やがて、一枚の葉が生まれた。

　と、次の、また次の葉が生まれ出た。

　きらめくように葉は生まれ続け、ほっそりと、だがしなやかな木のかたちを作り上げた。

　最後に、木はしなやかな身体を震わせると、小さな果実を生み出した。

　片手に包み込めるほどの、小さな黄金の林りん檎ごだった。

「見て！……あれが……」

　天地は目を離せぬまま囁ささやいた。

「……黄金の林檎だわ！」

　少女が囁き返した。

「なぜ？　あなたたちの世界じゃないのに？　そんなに愛してくれていたの？」

　天地はそろそろと木に近づいた。

　喜びに身を震わせるように、無数の葉がざわめいた。

　黄金の実は、生ける喜びのように光を放ち、微かすかに揺ゆれている。

「これを？」

　何だか手を触ふれてはいけないような気がして天地は振ふり返った。

　少女は微笑ほほえんだ。

「受け取って！　この世界を愛してくれるなら……」

　天地は向き直り、小さな実に手を伸ばすとそっともぎ取った。

「さあ、ひとつだけ願って。あなたの一番望んでいることを」

　その言葉を夢見心地で聞きながら、天地は黄金の木を見つめた。

　勇者と魔界の王子、魔法使いと盗とう賊ぞく、山賊と戦士、そして月の巫み女こと何も出来なかった俺。

　それぞれ役割は違っていたが、この世界に生まれ、一いつ緒しよに旅をした。

　力を合わせて戦い、そして力尽きた。

　何を願ったらいいだろう。

　この俺は、そしてこの世界そのものだと言った少女は……。

　天地は少女に向き直った。

　その顔がふうっと笑顔になる。

「笑って、カオス。この世界が君の望んだとおりになるように……」

　その願いを言い終えた時、林檎から強い光が迸ほとばしった。

　光は見る間に広がり、血と闇やみで出来た広間を飲み込んだ。

　階段を駆かけ上がり、迷めい宮きゆうの隅すみ々ずみまで満たしながらその顎あぎとから飛び出した。

　絶望の谷を出て痛つう恨こんの河原を走り抜け、隠いん者じやの森を照らしながら恵めぐみの湖へ、炎ほのおの山へ、月の谷へと駆け登り、下って行った。

　湖に水が満ちた。

　ドラゴンどもは炎の山のねぐらへ帰り、魔物たちは穴蔵の中や魔界の闇の、それぞれの住すみ処かに帰された。

　市場に人々の笑いが満ち、焼き尽くされた家は新しい光を浴びて美しい町並みに変わった。

　光が黄金城の突とつ端たんを通り過ぎると、城壁は燦さん然ぜんと輝かがやき、衛えい兵へいたちはシャムシエル王の前に跪ひざまずいて忠誠を誓った。

　伝説のタペストリーには七人と一匹の勇者たちが生まれ出た。

　小さな林りん檎ごから生まれた光が旅立ちの野に達した時、全ての世界が蘇よみがえった。







「う……ん」

　清音はぼんやりと目を開き、弾はじかれたように身を起こした。

「美星!?」

「ここよ」

　朗ほがらかな声が返って来た。

「魎呼さん、阿重霞さん。みんな無事よ」

　清音は目を瞬しばたたいた。

　確かアタシ……一度死んだはず……!?

「清音」

　懐なつかしい声がその名を呼び、清音は振ふり返った。

「アズラエル？　あの化け物は……」

「消えてしまったよ。あれはこの世界の者ではなかったのだ」

　アズラエルは清音の手を取り、抱だき寄せた。

「良かった……君の目覚めが一番遅かったのだ」

「目覚め？　アタシ……眠ってたの？」

「そうだよ」

　アズラエルは愛いとしそうにその顔を自分の胸に押しつけた。

「世界は蘇った。君の想いが世界を救ったのだよ」

　玉ぎよく座ざの前では魎呼とザフィエルが早さつ速そく言い争いを始めていた。

「だから俺の城に来るんだ！　俺は二度死んで、二度甦った男だぞ。ハーツイーズ広しと言えども、これだけの男は居まい。黙だまって俺についてくればいいんだ！」

「おめーは馬鹿か？　あたしは天地と一いつ緒しよに帰るんだって。もういっぺん死んでみてもいいんだぜ。おめーには婚約者ってのがいるじゃないか。つべこべ抜かすと結婚式の代わりに葬そう式しき出すからな！」

　美星は床の上に座り込み、ピートの指が描く魔法陣を熱心に見つめていた。

「いいですか、美星さん。これが事故から身を守る魔法陣、これが幸運を呼ぶ魔法陣です。向こうの世界に帰っても、きっと覚えてて下さいよ。僕はもう、ハーツイーズいちのウイザードですからね。この二つがあれば一生困りませんよ」

「いいのよ、ピート」

　美星が微笑ほほえんだ。

「私、物覚え悪いからきっと忘れちゃうわ。でも、あなたのことは忘れない。いつか鳩はとの魔法見せてくれたじゃない？　公園の鳩を見るたび、きっとあなたのこと思い出すわ」

「美星さん……」

　ピートは涙ぐみ、慌あわててローブの袖そでで目を拭ぬぐった。

　阿重霞は寂さびしげな顔でザフィエルを見ていた。

　もうフレイアではないのだが、フレイアの心が阿重霞を包んでいた。

「母なるセレネよ」

　阿重霞はそっと祈いのりを捧ささげた。

「ハーツイーズの思い出をこの胸に……ザフィエル王子、お幸せにね」

　つと顔を逸そらすと、広間の隅すみにいる天地の姿が目に入った。

　天地は広間の片隅で、にこにことみんなの様子を見ていた。

　胸が一杯で何も言う気になれなかったのだ。

　側には赤い髪かみの少女が同じように微笑んでいた。

「ありがとう、天地君」

　少女がふわりと浮き上がった。

　清音たちには姿が見えないらしい。

　だが、たとえ見えてもそれぞれ忙しくてこんな小さな女の子のことなど、気にも留めないだろう。

「みゃん！」

　相変わらずでっかい魎皇鬼がやって来て、甘えるように身体からだを擦すりつけた。

「この子、可愛かわいいわ。この子だけもらいたいけど、だめよね」

　少女は透すき通ってきた手で愛いとしげに魎皇鬼の頭を撫なでた。

「さようなら。ハーツイーズを救ってくれたお礼にエリュテイアのキスをあげるわ。いつの日か、一番愛する人と結ばれる魔法の贈おくり物よ。さようなら、天地君……」

　少女は身を屈かがめ、天地の額に接せつ吻ぷんした。

　一瞬、その額に黄金の林りん檎ごが浮かび上がった。

「君は混こん沌とんの覇は者しや……永遠にその名を刻むわ。波に、月の光に、緑の野に……」

　少女の姿が薄うすれかかった。

「カオス!?」

「エリュテイアよ。紅くれないの娘……黄金の林檎を守る暁あかつきの四姉妹の一人なの……」

　一瞬、暁の空のように鮮あざやかな紅の髪かみが揺ゆれ、そして消えた。

　天地は目を瞬しばたたき、やがてゆっくり身を屈めると魎皇鬼の暖かい毛皮に顔を埋うめた。

「天地様」

　天地が顔を上げると、寂さびしげな微笑ほほえみを浮かべた阿重霞が立っていた。

「さあ、元の世界へ戻りましょう」

　ライアーガスは王ぎよく座ざにもたれ掛かり、カップルだらけの大広間を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　骨はちゃんと元どおりに組み合わされ、きちんと黒ガウンを着込んでいる。

「若君のやり方にはついていけませんな。……でも、楽しそうだから良しとしましょうか」

　ライアーガスの指が玉座の背もたれにタップのテンポを刻み出した。

　それに足が加わり、三十二本の歯が加わった。

　ライアーガスは、王子が啞あ然ぜんとしてその名を呼ぶまで無心でタップを踊おどっていた。

「よし、みんな揃そろってるわね？」

　鷲羽が砂沙美を連れて大広間に姿を現した。

「鷲羽さん？　一体どこに行ってたんですか」

「お姉様！　天地兄ちゃん！」

　砂沙美が駆かけ寄って来る。

「安全なところ、よ」

　鷲羽はニヤリと笑うと冒険者たちに向き直り、パンパンと手を叩たたいた。

「さあさあ、みんな帰る時間よ。お茶が冷めちゃうわ」







　エンディング　そして冒険者たちは







「そして冒ぼう険けん者しやたちは帰って来た……」

　天てん地ちは分厚い本をバタンと閉じた。

「これ、誰だれが書いてたんですか？　鷲羽わしゆうさん……じゃないでしょ？」

「鷲羽ちゃん、よ」

　柾まさ木き家けの居間で海の苔りあられを齧かじっていた鷲羽はお茶を啜すすり、にっこり笑った。

　魎りよう呼こは梁はりの上に寝そべって珍めずらしく物思いに沈しずみ、阿あ重え霞かと砂さ沙さ美みは天地の隣となりで寄り添そうように居眠りしている。

　美み星ほしは魎りよう皇おう鬼きを、清きよ音ねはフラワープリントのワンピースを抱かかえたまま反対側のソファで眠っていた。

「もちろん、私じゃないわ。それを書いたのはオート・クリエイターズ・システムなの。通常の次元の一段上、メタ次元から冒険をバックアップしてたのよ。あんまりひどい代しろ物ものができちゃったら書き換かえなきゃ、と思ったんだけどね。まあ、めでたしめでたしで終わったし、いいんじゃない？」

「十分ひどいですよ！」

　天地は溜ため息をついた。

「俺おれは一体何だったんだろう？　ホントはここに《勇者天地の冒険》とか入るはずだったんでしょ？」

　天地は表紙の金文字を指で叩たたいた。

『《混こん沌とんの霸は者しや》、あるいは七人と一匹の冒険者たち』とタイトルが記されている。

「ホントにそう思う？」

　鷲羽は人の悪そうな顔でにやりと笑った。

「天地殿のつまんない冒険なんて、誰も読まないわよ。私、銀河アカデミーのエージェントを通してこの本を売り込もうかと思ってるのよ。もちろんソフト付きでね。天地殿、どう？　宣伝マンとして一口乗らない？　コピーは……そうね、キミにはキミの冒険が待っている、なーんて」

「冗談でしょ」

　天地は慌あわてて手を振ふった。

「じゃあ、あれは全部プログラムだったんですか？　俺……ホントにどっかがバグっちゃったのかと思ってたんですけど」

「さあね。どっちだと思う？」

　鷲羽は謎めいた笑みを浮かべて立ち上がった。

「いつでもリセットは押せたのよ。君がイヤだって言えばね。そう……天地殿、君は一言、家へ帰りたい！　って叫べば良かったのよ」

　鷲羽は、長い長い冒険に疲つかれ果てて眠りこけている一同を見渡した。

「だって鷲羽さん」

　天地は啞あ然ぜんとした。

「そんなこと、一言も……」

「そうね。それ言っちゃ冒険はオシマイだもんね」

　鷲羽がパチンと指を鳴らすと、研究室のドアが現れた。

「でもね、天地殿。オート・クリエイターズ・システムには物語を作り出す力はないのよ。生きて変化し続ける情報を取り入れて、環境を設定するだけなの。物語を作り出したのは君なのよ」

　鷲羽は研究室のドアに手をかけた。

「それと、そこのソファで眠りこけてる暇ひま人じんたち。正に七人と一匹の冒険者だったわね」

　研究室のドアが開いた。

「天地殿、システムを見に来る？」

　天地はちょっと考えて、首を振った。

「後でいいですよ。俺、疲れちゃいました」

　鷲羽は微笑ほほえんで頷うなずき、ドアを閉めた。




「くそったれ鷲羽め！」

　頭の上から声がした。

「人のこと散々オモチャにしやがって！　……暇つぶしにしちゃあヘビーだったぜ」

　魎呼は天地を見下ろすとニパッと笑った。

「天地。おめー、勇者にしちゃあ情けなかったな」

「……分かってるよ」

　天地はがっくり来てソファにひっくり返った。

「愛してるよ、天地」

　魎呼は空間転移すると、天地の首に腕を回した。

「情けなくてもいいじゃんか。愛がありゃあ、細かいことはどうでもいいのさ」

　魎呼は音を立てて天地の頰ほおにキスをした。







　あとがき







　５冊目の「天地」、そして初めての番外編をお届けします。

　いっつも脇わきでひっそり……でもないか、やることなすことことごとく不幸だった清きよ音ねちゃん。

　今度は清音ちゃんが本来の頭脳と美び貌ぼうの全すべてを賭かけてがんばっちゃいます。

　でも、相あい棒ぼうが美み星ほしなのでやっぱり不幸には変わりはないのでした。

　ううー……清音って、一部で言われているように女天てん地ちなのかしら。

　しかも、オマケなしで不幸だけが吸い寄せられて来るという……。




　今回のお話は、ファンタジー仕立てです。

　元々ファンタジーマニアの作者は、一回こういうお話をやってみたかったのでした。

　洋服簞だん笥すの扉を開けるとそこはナルニアだったり、兎うさぎ穴に飛び込むとワンダーランドだったり……これはもちろん、アリスのお話です。

　でも今回はどちらかと言えばファンタジーのパロディと言った方が近いかもしれません。

　ファンタジーと言えば勇者に王様に魔法使いにドラゴン！

　だんぢょんは暗く、友情の炎は熱く、勇者たちはモンスターの屍しかばねを踏ふみ越こえて雄お々おしくも最後の戦いに望むのですが……ちょっと待った、なのでした。

　何しろパーティーの面々が柾まさ木き家の人たちなので、作者がいくらファンタジーの道具立てを揃そろえようとも、物語はたちまち「天地無用！」化してしまう始末。




　どうも何か悪いものがクロスしている……。




　ご家庭で馬、育てませんか？　という某ぼうダビ☆タファンの作者としてはこう呟つぶやかずにはいられないのでした。

　こんな馬……じゃなかった、キャラクターに育てた覚えはないんだが……。

　大体、ザフィエル君！

　君は元々エチオピア語の「エノク書」に登場する天使だったはずなんだけどねえ。

　まあ、にわか雨の天使っていうのは、きら星の如ごとく並ぶ数多くの天使の中でもちょっと情けない存在かも知れないけど。

　それに、アズラエル君。

　某有名ＲＰＧに登場した魔界の王子様も、「黒の鳥」で隠かくれレギュラーだった魔王ももっとかっこ良かったはずなんだけど。

　時の果てや宇宙の彼方や草くさ葉ばの陰かげから駆かけつけてどうする！　と作者は言いたいが、今回のお話の為ために集まってくれたサブ・キャラの皆さん、お懐なつかかしゅうございます。

「天地」の今までのお話や、ちょっとマニーな作者の偏へん愛あいするいろんなゲームやファンタジーや単なる趣味や、様々なものがクロスしてしまった為に物語はどんどん混こん沌とんの渦うずのなかに巻き込まれ、グルグル状態になってしまったのでした。

　でも。

　今回、作者はとっても幸せでした。

　元々好きな世界で、好きなキャラクターを好きなように動かしていくという、この幸せに勝まさるものはちょっと他には見当たりません。




　迷宮は冥くらく……その先に待つのは死と隣り合わせの歓かん喜き……。




　迷宮と言えば某ウイ☆ードリイを思い浮かべるみなさんも多いことと思いますが、だんぢょんの階段を降りて行くあたりから作者の頭にずーっと鳴り響いていたのはダン☆ョン・マスターのＢＧＭです。

　美星と同じく方向音おん痴ちのくせして３Ｄ迷宮が好きという作者に最も必要なものは、攻略本でもマップでもなく、作中にもちらっと書いたような《順路》の文字だったりして。

　この夏、全てを混沌の迷宮に捧ささげてしまった作者は、虫の音を聞いてああっ、しまった！　と思っているのでした。

　秋から冬にかけてまたシリーズ物の大作が発売になる……秋のＧ１シーズンも始まった……ううー、いくら時間があっても足りないぢゃないの。

　ドラゴンマガジン誌の連れん載さいの方も終わってないのに、遊ぶことしか考えていない作者をどうか許してやって下さい。

　試験の前はゲームが楽しい。

　マンガはこの世のものとも思われない程ほど面白く、ＴＶはいくら見ても見み飽あきない。

　そういうもんです。




　このお話が忙しい皆さんのしばしでも心の安らぎとなりますように。

　ハーツイーズ……心の安らぎという言葉を拾って来た作者はこんな気持ちを込めてこのあとがきを書いているのでした。

　美星にはピート君が、清音にはアズラエル君が愛を捧げたように、サブキャラにもいつか、苦労が報われる日が来るのです。

　見果てぬ旅に踏ふみ出したばかりの主人公たる皆さんの前にはきっと、暁あかつきの衣ころもを纏まとった愛の女神が舞まい降おりることでしょう。




　なーんてね（ちょっと恥ずかしい）。




　と、いうわけで恥はずかしげもなく愛と冒険ができちゃうファンタジーってやっぱりいいな……と作者はしみじみ思うのでした。




　今度は秋のＧ１戦線真まっ只ただ中なかの東京にて。


長谷川菜穂子












天てん地ち無む用よう[image: ] 魎りよう皇おう鬼き




混こん沌とんの覇は者しや








長は谷せ川がわ菜な穂ほ子こ
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